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序章　新たな旅立ちとチャンスと朝あさ寝ね坊ぼう









　シュナブラン・ノーブ・ハーベストはジュヴレーヌ王国騎き士し学園の三回生である──正確には、三回生だった、という過去形である。

　つい先日まで、シュンは確かに学園の生徒である騎士見習いだった。だが、王国の筆頭騎士ペルデの引き起こした混乱に巻きこまれ、シュンは一時的に騎士学園を離はなれなくてはならなかったのである。

　その後色々あって、王国次期国王であるリュリシアの下もとで働くことになったシュンであるが、現在の身分は微び妙みようだった。

　なぜなら、ジュヴレーヌ王国において、上級騎士として任命されるには、騎士学園を卒業していなくてはならないのである。シュンは結局学園を卒業していない状態であるため、現在は騎士ではない。混乱が終息したら、また以前のように騎士学園に戻もどればいいかな、などと気楽に考えていたシュンだが、今はとても学園に戻るだけの余よ裕ゆうがなかった。

　なぜなら、シュンは今や、ペルデになりすましていた魔族を倒たおしたとして、英えい雄ゆうと呼ばれるほどの名声を集める存在となっていたからだ。

　ペルデとの戦いが、シュンも知らないうちに全国規模で放映された結果、シュンは今や、大陸中で最も注目されている騎士といっていい立場である。騎士関係者は無論、一いつ般ぱん市民の間でもシュンの知名度は上じよう昇しようしているそうだ。

　それほどの有名人であるシュンが、実は騎士学園の劣れつ等とう生であったうえに今は騎士の身分にすらなれない存在だ、というのはとても外聞が悪いことなのだそうだ。

　シュン本人はそんなこと全く気にしないのだが、世の中みんなシュンと同じ考え方ではないらしい。というか、周囲のほうがシュンよりよほどシュンのことを心配してくれていた。

　本来なら騎士でなくてはおかしい立場でありながら、法律上は騎士になることができない微妙な存在、それが現在のシュンである。

「けどそれで特別試験を受けなきゃいけないなんて、正直損した気分だなぁ……」

　シュンは思わずぼやいた。シュンは以前、ジュヴレーヌ国王直じき々じきの目にとまったおかげで、卒業試験を免めん除じよする、という特例をもらい、騎士に内定した状態だったのだ。

　だが、どうやら、ここのところのゴタゴタのせいでその内定がうやむやになったらしい。

　以前シュンの姉、モニカが言っていた言葉が思い出された──

『ペルデはこの国の騎士のトップで、騎士団の大半をすでに掌しよう握あくしている。奴やつが死ねば、この国は一気に大混乱におちいる──シュナブラン。お前の騎士の内定など、簡単に吹ふっ飛とぶくらいの混乱だぞ』

　モニカの予測は的確だった。はからずも、あの姉の言葉が現実となってしまったのだ。しかも、ペルデを倒したのはシュン自身なのだから、原因は自分にあると言えなくもない状じよう況きようだ。正直笑えない。

「いいえ、これは逆にチャンスとも言えます」

　と、告げたのはシュンの隣となりにいるソフィーだった。シュンと一つ違ちがいの妹は、いつものごとく涼すずしい顔、赤い上級騎士の制服をスキ無く着こなし、つややかな黒くろ髪かみをなびかせていた。

「ペルデ卿きようなき後、その責任を取って年配の騎士が辞任していった結果、ジュヴレーヌ王国は現在人材不足となっています。この状態で兄さんがさらに手て柄がらを立てれば、もはや兄さんの騎士就任に文句をいう人はいません」

「だよね、エフィ先生もそんなこと言っていたし」

　妹の言葉にシュンはうなずいた──エフィは、騎士学園の学園長だった騎士だ。一時は左さ遷せんされた彼女だったが、ペルデ事件でリュリシアに協力した功績から復権し、現在はリュリシアの後見役として実質的にペルデの後を継ついだ筆頭騎士となっている。すなわち、エフィこそが、現在この国で最も権力を持つ騎士なのだ。

　そのエフィがシュンと直接会って、告げてきたのだ。現在、ジュヴレーヌ王国が直面している問題、それをシュンたちが解決することができれば、シュンを正式な騎士として認めると。

　言わば、それこそがシュンに課せられた騎士学園の卒業試験だ。その試験に合格すれば、今度こそシュンは騎士になれる。

　思えばここまで長かった──感かん慨がいにふけるシュン。両親が死んで、家族がバラバラになって、絶望のどん底に沈しずみながらなんとか立ち直って、未熟な自分を鍛きたえ直すため、かつての父と同じ道を進むべく騎士学園に入学したシュン。その夢の実現が、今、後一歩のところまでせまっているのだ。

「絶対成功させよう、ソフィー」

「もちろんです、兄さん。私にできる協力はおしみません」

　ソフィーもうなずいてくれた。シュンも決意を込こめた眼まな差ざしで、妹を見つめる。

「……盛り上がっているところを申し訳ありませんが、あなたがたは現在の状況がわかっていますか？」

　シュンのすぐ横から凜とした、怒いかりを押し殺したような、そんな声が響ひびいた。

　見ると、そちらにいるのはアンジュ・ペティだった。騎士学園時代は、シュンと同級生だった同い年の少女。王女であるリュリシアの従者であり、生き真ま面じ目めな優等生だった子だ。

　そのアンジュは見慣れた制服姿。長い髪かみを一本にまとめ、その髪は今、背中で大きく風になびいていた。

「いったいなぜわたしたちが、朝から全力疾しつ走そうをしなければいけないのですかっ！」

「それは……まぁ、朝のマラソンって気持ちいいよね？」

　シュンは、愛あい想そ笑いでごまかそうとした。もちろんそんなものが通用する相手ではなかった。

　アンジュは怒りに顔を歪ゆがめながら、並走するシュンの襟えり首くびをつかんで吊つり上げてきた。

「あぶない、アンジュさん！　全力疾走中にそんなことしたら転ぶ、転ぶ！」

　思わず悲鳴を上げるシュンを、アンジュは凍いてつくような眼差しで睨にらみつけた。

「あなたが、出発当日の朝によりによって朝寝坊をするから！　おかげでわたしたちまで走らされているのですよ！」

「はい、ごめんなさい、ボクのせいです！　ゆるしてください！」

　冗じよう談だんでごまかすのは不可能だと判断し、シュンは素す直なおに謝った。全力疾走中でなければ、この場で土下座する勢いで謝った。

「アンジュ卿。今はそんなことでもめている場合ではないはずです」

　と、ソフィーもフォローしてくれた。

「兄さんが土ど壇たん場ばで問題を起こすのは──まぁ、いつものことですし」

「ソフィー卿。前々から思っていましたが、あなたはお兄さんにたいして少し甘すぎる……」

「ですから、議論は後ということで」

　ソフィーに押し切られ、アンジュも押し黙だまって足を動かし続けた。

「エシュヌ教国行きの列車は二十分後ですね。逆算すると、後五分以内に駅に到とう着ちやくしないと出発時間に間に合いません」

「急ぎますよ、シュナブランさん！」

「うん、もちろんわかっているよ……けどさ、寝起きでいきなり全力疾走は正直キツイ……」

「誰だれのせいですか!?」

　アンジュに怒おこられ、ソフィーには呆あきれられながらもフォローされ、いつも通りの日常だな、とシュンは思った。

　その日常を護まもるために、シュンたちは今、新たな戦場へと向かっているのだった。

　──寝ね坊ぼうのせいで向かう前から敗北するところだったけれど──








第一章　西方諸国と内乱と交こう渉しよう









　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸南なん端たんには、『騎士の王国』とも呼ばれる大国、ジュヴレーヌ王国があった。

　三十年前に勃ぼつ発ぱつした魔族との大戦、北方侵しん略りやく戦争を切り抜ぬけた後、ジュヴレーヌ王国は戦後復興に注力した結果、現在では大陸有数の大国として成長していた。

　だが、今年に入って王国を立て続けに事件が襲おそった。

　春に起きた魔ま獣じゆう群の大反乱は王国全土に混乱を招き、さらに先日、王国の重臣である英雄ペルデの正体が魔族であると暴ばく露ろされた。

　結果、ジュヴレーヌ王国の国情は非常に不安定なものとなっていた。

　優ゆう秀しゆうな騎士が王国中に配置されて治安維い持じ活動に努めているため、暴動などは発生していないものの、王国内にかつてないほどの緊きん迫ぱく感が漂ただよっているのも事実である。







「言ったはずよ、本気でかかってきなさいと」

　──正面に立つミュスカがそう告げる。シュンはそんな彼女の姿を見上げながら、グッと奥歯を嚙かみしめた。

　場所は王都の中心にある大病院。意識不明のモニカが極ごく秘ひ裏りに入院していた場所だ。

　だが、突とつ然ぜん現れたシュンの妹、メルの手によってモニカは連れ去られてしまった。それを追おうとしたシュンの前に立ちふさがったのは、なんとシュンの担任教師であるミュスカだったのだ。

　ミュスカは本気でシュンの足止めをしてきたため、シュンもやむをえず剣けんを抜き、状況がわからないまま応戦するしかなかった。

《滅神咒具エスカトロイ》の力を使い、一いつ瞬しゆんでミュスカを蹴け散ちらして、メルを追おうとしたシュン──だが、現実は理想からかけ離はなれていた。

　なぜなら、病院の通路、ミュスカの前でヒザをついているのはシュン自身だったからだ！

「その程度だったのかしら、シュナブラン君。その程度ではとても合格点をあげることはできないわね」

　片手で騎き士し剣を構えるミュスカは、余よ裕ゆう綽しやく々しやくともいえる態度だ。反対にシュンは、少しだけ息を荒あららげながら立ち上がった。

「ミュスカ先生──そこを、どいてください。ボクは、行かなきゃいけないんです」

「それも言ったはずよ。先に進みたいなら、わたしを倒たおしていきなさいと──まぁ、このままだとそれは一生ムリだろうけどね」

　ミュスカはシュンを挑ちよう発はつするかのような言葉を吐はいた。シュンは歯がみしつつ、手の騎士剣を構え、正面からミュスカへと斬きりかかった。

　床ゆかを蹴けり、すぐ横の壁かべに足をついてそのまま垂直な壁へき面めんを駆かけていくシュン。屋内で動きが制限されている状況でも、壁や天てん井じようを使って多角的な動きをすることが今のシュンには可能だった。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう加速。目にもとまらぬ速さで動きながら、シュンは半ば本気でミュスカに斬りかかった。

　だが次の瞬間、ガギンッ、重い金属音が響き、ミュスカの剣がみごとにシュンの攻こう撃げきを受け止めていた。いや、受け止めただけではない。そのままシュンの剣が真下に滑すべらされ、シュンは斬りかかった勢いのまま、体勢を崩くずしてしまう。

「はい、これでおしまい」
















　シュッ、ミュスカの剣が閃ひらめき、シュンの頰ほおをかすめた。スッと、皮が裂さけ、シュンの頰を鮮せん血けつがこぼれ落ちていく。

　同時にミュスカの脚あしがシュンの脚に絡からみつき、そのままシュンは無様に床の上を転がった。口から息が漏もれる。まただ、今までと同様、またしてもシュンの攻撃はミュスカに当たらず、シュンは一方的に倒されてしまった。シュンの鼻先に、ミュスカの剣が突つきつけられた。

「どうなのかしら、シュナブラン君。これがあなたの本気なの？　だとしたら、とんだ期待はずれね」

「……ミュスカ先生こそ、まだ、本気じゃないですよね？」

　目の前に剣が迫せまった状じよう況きようで、それでもシュンは普ふ段だんの調子を崩さずにたずねた。

「ミュスカ先生が本気でボクを殺す気なら、剣を寸止めなんてせずに、そのままクビを斬り落とせばいい。それをしないってことは、先生も本気じゃない」

「…………」

「ミュスカ先生。いったいなにがしたいんですか？　先生も、本心でボクと戦いたいわけじゃないですよね？　誰かに命令されているんですか？」

「あなたって……なんでこういうときだけ妙みようにカンがいいのかしら」

　ミュスカが、こぼす。その声には呆れにも似た色が混ざっていた。

「そのカンの良さを、在学中にもう少し発揮してくれればわたしだってあんな苦労しなくて済んだのに……あ、また胃が痛くなってきた」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら胸元を押さえるミュスカ。なんだか、たった今まで命をかけた斬り合いをしていたとは思えないくらい、スキだらけの姿だった。

「はい、そこまでにしようか、二人とも、剣をおさめて」

　新たな声──通路の奥から、靴くつ音おとを響かせながら長身の人物が姿を現した。上級騎き士しの制服に身を包んだ妙みよう齢れいの女性──シュンも見覚えのある人物であり、ある意味予想通りの人物だった。

　現れたのはエフィ──元学園長である上級騎士だ。

「エフィ先生が、黒幕ってことですか？」

「黒幕とは人聞きが悪いね──まぁ、君を少しだけ確かめさせてもらったのは事実だよ、ミュスカにゃんにも協力してもらってね」

　快活に笑いながらエフィが言うが、シュンはさすがに笑える状況ではなかった。エフィとミュスカ、二人の考えが、さっぱりわからない。

「とりあえず剣をおさめたまえ、これ以上争う気はないよ。君のお姉さん、モニカ嬢じようのことなら心配はいらない。彼女は今、わたしの手の内にある」

「……人ひと質じちってことですか？」

「そう怖こわい顔をしないでくれたまえ。今のは君の力を確かめさせてもらっただけで、わたしは君たちと争う気はないのだよ」

　飄ひよう々ひようとした表情で肩かたをすくめるエフィ。あいかわらずこの学園長は、本心が見えない。

「場所を移そう。そこで全部を説明しようではないか」







「な、なんとか、間に合ったね……」

　荒く何度も呼吸を繰くり返しながら、シュンは一いつ緒しよに走ってきたアンジュとソフィーをふり返った。

「当たり前です。これで間に合わなかったら本気であなたを斬り殺しているところです」

　アンジュは、憤ふん懣まんやるかたないといった様子。シュンはごめんなさいと再度謝ってなんとかアンジュの怒いかりを静めようと努力する。ソフィーはそんなシュンの姿を見て苦く笑しようしていた。

　場所は『魔導列車トラン』の中──目的地であるエシュヌ教国へと向かうための特別急行である。シュンたちのために特別編成された列車の発車時間にギリギリ間に合ったが、列車内ではさっそくアンジュの説教が始まったのだった。

「そもそもあなたは、騎士としての自覚が足りないのです！」

「うん、そうだね、そもそもボク、まだ騎士ですらないしね」

「あなたのそのふざけた態度が問題だといっているのです！　だから土ど壇たん場ばで遅ち刻こくしかけるのです！」

　アンジュの怒りはなかなかおさまらない。シュンも、自分が悪かったと自覚しているので謝るしかない。

「まぁまぁ、アンジュ卿きよう。落ちついてください。今はそれよりも、優先すべきことがあるはずです。エシュヌ教国の状況について、再確かく認にんしましょう」

「……そうですね。シュナブランさんにあわせて任務をおろそかにするわけにはいきませんね」

　キッと、シュンを睨にらんでイヤミっぽく言うアンジュ。シュンも、仕事は大事だよね、と適当に相づちをうつと、アンジュは諦あきらめたような表情で席についた。

　特別編成の列車内はシュンたちの貸し切りだった──目的地であるエシュヌ教国は現在内乱状態であるため、出入国が制限されているのだ。シュンたちのように、特別な理由がない限り教国へ向かう人間はいない。

　以前剣定に出たときも貸し切りの特別車両に乗ったのだが、あの時乗った列車に比べると、ちょっと質が落ちる気がするな、とシュンは思った。いや、車内はゆったりと座席が配置されているし、座席には個々に魔導モニタが設置されているし、シュンが知る一いつ般ぱん的な列車と比べれば十分すぎるほど豪ごう華かだ。

　だが、剣定のときに乗った列車は、もっと調度品とかが豪華だった気がする。あれはたぶん、王族であるリュリシアが同行していたためだろう。今回はさすがにそこまで優ゆう遇ぐうされていないのだ。

　列車に乗り込んでいるのは、エフィの命令で教国との交渉に向かう人員、十数名──だがその大半は、シュンたちを補ほ佐さするための人員。この使節団の中心人物はあくまでアンジュ、シュン、ソフィーの三人である。

　いったいシュンたちはなにをするために外国へいくのか──シュンは、先週のできごとを思い出した。







　病院でミュスカと一戦交えた後──シュンはエフィとミュスカと共に病院の外で待機していた魔導車に乗せられ、移動した。

　車はそのまま王都の外まで走り続け、やがて大きな屋や敷しきの前に着いた。学園の校舎くらいの大きさの屋敷は、個人の邸てい宅たくとしては立派すぎるものだった。

　その大きな屋敷がエフィの自宅らしい。正確には、自宅の一つ、ということだそうだ。そういえば、とシュンも思い出す。エフィの家は名門貴族の家系だと、以前聞いたことがあった気がする。

　エフィたちと共に屋敷に入るシュンを出で迎むかえてくれる人物がいた。

「や～れやれ、やっと来たデスか、兄上」

　シュンに親しげに声をかけてきたのは、白衣を着た少女である。歳としは十代半ばくらいで、身長はシュンよりも少し低い。手足がスラリと細いので、長身なように見える。ミディアムストレートの髪かみに四角いフレームのメガネをかけたその姿は、医者か研究者といったイメージにピッタリである。

「メル！　メルだよね？」

「ん～、そうデスよ、兄上。妹の顔を忘れたデスか？」

「だって、三年でずいぶん背が伸のびたよね？」

「成長促そく進しん薬を使ったデス」

「変な薬使って、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「副作用なんてあるはずがないのデス。なにしろ、あたしが自分で開発した薬デスからね、メ～ルメルメルメルメル」

　その声を聞いて、シュンは目の前の少女がメルなのだと改めて認識した。

　なにしろメルは今年で九歳の子供だ。目の前の少女とは明らかに見た目の年ねん齢れいが釣つり合っていない。

　しかし顔にはたしかに見覚えのある妹のおもかげがあるし、なによりもその口調。最後のメルメルというへんてこな笑い方、そんな笑い方をする人物が、シュンの妹以外にいるとは思えなかった。

「それで、メル嬢。そちらのほうはどうなったかな？」

「モニカの姉上のことなら、できることはしておいたデス。脳のう細さい胞ぼうの再生手術は成功したデス。後は経過を見守るだけデス」

　メルがエフィに答えるのを見て、シュンは首をひねった。

「えっと、もしかして、二人は知り合いなの？」

「あたしはこのエフィ卿に呼ばれてこの国に来たデス」

「メル嬢とは以前、とある国際会議で知り合った関係でね。彼女は世界的に有名なフェルネーの臨りん床しよう化学会に最年少で正会員として登録された人物として有名だよ。現在は自由サンズ・医師団フロンテイエールで非営利貢こう献けん活動をしているそうだ」

　シュンもよく知らないメルの経歴をすらすらと告げるエフィ。メルはえっへんと、シュンの前で胸を張っていた。

　確かにメルは以前から、医者にあこがれていた。子供のころも、自宅の周囲の山からいろんな草とかを集めてきては、自分でいろんな薬を作っていた。家族がケガをしたときは、メルの薬を使うとだいたい翌日には治っていた。その才能を生かした道を、今は歩んでいるということらしい。

「そうなんだ……メル」

「なんデスか」

　身構えるようにシュンを見るメル。そんな妹を前にして、シュンはふっと微笑ほほえんだ。

「一人でも元気にやっているんだね、安心したよ。それに、前からやりたがっていた仕事をすることができたんだね、おめでとう」

「……兄上はあいかわらずのお人好よしデスね。なにか、他に言うことはないデスか？」

「言うこと？　そうだね。いろいろ言おうと思っていたことはあったけど、メルの元気な顔を見たらどうでもよくなっちゃったよ」

　ははは、と気楽に笑うシュン。メルはそんな兄を見て、やれやれ、とでも言いたげに肩をすくめていた。

「モニカ嬢の存在をわたしが知ったのは、つい先日のことでね。病院に入院させたのは全すべてリュリシア王女殿でん下かの独断だよ──わたしが事前に知っていれば、絶対にそんなことはさせなかったよ」

　と、エフィが告げる。シュンは元学園長を振ふりかえった。

「それじゃ、先生はボクのモニカ姉様を見捨てるつもりだっていうんですか？」

「わかっているはずだよ、シュナブラン君。君の姉君、モニカ嬢はとても微び妙みような存在なのだよ」

　エフィはゆっくりと、室内を歩きだした。

「モニカ嬢は、シャンミュニ皇国クーデター事件の黒幕と目される人物で、国際指名手配された犯罪者だ。しかもペルデ卿の手によって、〈魔王コシユマル〉の娘むすめだと暴ばく露ろされている──現在彼女は、ペルデ卿事件の間に死亡したことになっている。これで彼女が生きていることが明るみに出れば、いったいどうなることか」

「そうかもしれません」

　うなずくシュン。けれど納なつ得とくしたわけではない、シュンは続けた。

「でもモニカ姉様は、ボクの大切な、かけがえのない家族、姉なんです。姉様がどんなことをしてどんな立場になってもそれは変わりません。姉様の身が危なくなればボクは助けるし、意識を失ったら医者に診みてもらいます。誰だれになんと言われても、ボクのこの考えは間ま違ちがっているとは思いません」

「では君は、リュリシア王女殿下を捲まき込んだことはどう思うのかね？」

　静かな、だが冷れい徹てつな声でエフィはたずねた。

「王女殿下の命令で、テロリストであるモニカ嬢をひそかに匿かくまい、治ち療りようを続けていた──そんな事実が万が一にも漏もれれば、一大スキャンダルだ。リュリシア殿下は戴たい冠かんこそまだだが、実質的にジュヴレーヌの国王ともいえる人物だよ。そのリュリシア王女殿下の醜しゆう聞ぶんが暴露される可能性を、君は考えていたのかね？」

　それは──考えなかったわけではないけれど、事件後の激務に忙ぼう殺さつされて、シュンはあまり深く考えていなかった。

　ペルデとの戦いでシュンたちとリュリシアは協力関係にあったわけだし、リュリシアが助けてくれることをいつのまにか当然のように受け入れている自分がいた。でも、リュリシアは結局のところは他人だし、しかも王女で次期国王というシュンからすれば雲の上の身分の人物だ。

「そんな顔はしないでくれたまえ。わたし個人としてはモニカ嬢じようを見捨てる気はないし、むしろ元気になって欲しいと思っている──君たちには、利用価値があるからね」

「メ～ルメルメルメルメル。利用価値デスか。おもしろいことを言うデスね。あたしのことまで利用する気デスか？」

　黙だまって聞いていたメルがメルメル笑いながら言った。ミュスカが眉まゆをひそめて、そんな言い方はないんじゃないですか、とつぶやいている。だがエフィはそんな周囲の反応などどこ吹ふく風だった。

「わたしはね、人間の善意というものは信しん頼らいしない主義なんだよ。困っている人がいたら無条件で助けの手を伸ばすというのは、理想にすぎない。無条件で助けようとする人間が現実にいたら、むしろどんな裏があるのかと疑わしく思ってしまう──それを踏ふまえて言わせてもらうと、わたしが君たちを助けるのは善意ではない。ただお互たがい協力できると思ったればこそだよ」

　なるほど、とシュンはうなずく。エフィの考え方は理解できた。少なくとも、今のところエフィは味方ということらしい。

「あの病院ではモニカ嬢の治療は続けられるものの、どこから秘密が漏れるかわからないからね。そこで急きゆう遽きよモニカ嬢はわたしの屋敷に移送させてもらった。同時に、世界最さい高こう峰ほうの名医であるメル嬢に連れん絡らくを取って来てもらった、というわけだ」

「ま、あたしもモニカの姉上のことは気になっていたデスからね」

　と、メル。そういえば、とシュンは思い出した。処しよ刑けいされるモニカを救うため、シュンたちは姉妹しまい全員に救きゆう援えんを求めたのだ。だが結局メルたち他の姉妹は返信さえよこさなかったのだ。

「あたしは医者デス。モニカの姉上を助けるためにドンパチ戦えというのは専門外デス。ただ、傷ついた姉上を治療しろと言うなら、喜んで協力するデス」

　そういうことか、とシュンはうなずいた。結局のところ、ペルデ戦には参加しなかったメルだけど、メルは決して家族の存在をないがしろにしたわけではなかったのだ。そのことがわかっただけでも、シュンは満足だった。

「さて、シュナブラン君。今言ったとおり、わたしはできるものなら君との協力関係を結びたいと考えている。君の姉妹の安全は保障しよう。そのかわり、君たちにはいくつかの仕事をこなしてもらうことになる」

「……別に、仕事をするのはいいですよ。もともと、そのつもりだったし」

　シュンは最近リュリシアの指示でその手伝いをしていた。別にエフィに言われなくても、ジュヴレーヌの仕事は続けていくつもりだったのだ。

「けどわからないのは、なんでボクとミュスカ先生が戦ったりしないといけなかったんですか？」

「……悪いけど、文句はこの人に言ってね、全部この人の指示だから」

　憮ぶ然ぜんとした様子のミュスカがエフィを指す。メルまでうなずいていた。

「あたしもエフィ卿きように言われて小芝しば居いにつきあっただけデス」

　つまり、病院でのできごとはすべてエフィの指図だということだ──エフィは悪びれもせずに答えた。

「あれは、ちょっとだけ君を試ためしたのさ。君の実際の実力がどんなものかをね。君は自分の家族が危険な目にあわないと本気を出せない、と聞いたのでね」

「だとしても、あまり気分のいい話じゃないですね」

　シュンは口を尖とがらせる──別に自分のことならなにをされたって気にしないですむけど、モニカをだしにつかわれたことはさすがのシュンも不ふ愉ゆ快かいだった。

「そうだね、ちょっとやり過ぎたかもしれない。まぁ結局のところ、ミュスカにゃん相手じゃ君の本気は見れなかったみたいだしね」

　確かにシュンはミュスカ相手に本気を出せなかった。

　ただ、力の加減はしたが、手を抜いたわけではない。そのシュンをミュスカはあっさりいなしてしまったのだ。シュンもそれなりに実戦経験を積んできたわけだし、ミュスカの実力はかなりのもののようだ。そういえば、ミュスカはこうみえてすごく強いと、以前にも聞かされた気がする。

　室内にいるミュスカは、また胃が痛むのか、懐ふところから取り出した胃薬を飲んでいた。胃痛に悩なやむ情けない姿からはとてもあの実力をうかがうことはできなかった。

「試すようなマネをして悪かったね、シュナブラン君。お詫わびではないけれど、モニカ嬢のことは心配しなくていい。この屋や敷しきで責任もって預かろう。病院にいた君の妹さんたちもこの屋敷に滞たい在ざいしてもらってかまわない。自由に出歩いてもらうのは少し困るが、欲ほしいものがあればなんでも用意しよう。そのかわり、君やソフィー卿には、いくつかの仕事をこなしてもらうことになる」

「仕事？」

「君たちを正式な上級騎士に任命するための、仕事だよ」

　そういえば、とシュンはそこで思い出した。ペルデとの戦いでシュンは騎士学園を飛び出してきてしまったのだ。これからシュンはどうなるのだろう？

「君はペルデ卿を倒たおすほどの実力がある。それは誰もが認めるだろう。だが上級騎士は、ただ腕うでっ節ぷしがたつだけではつとまらない。政治力もまた、重要な能力だとわたしは考える」

　騎士とは、軍人であると同時に官かん僚りようでもある。特に騎士の王国と呼ばれるジュヴレーヌ王国では、騎士が国を動かしているといってもいい。

「わたしは君にとある仕事を頼たのみたい。それはなかなか困難な仕事だ。けれどその仕事をこなせば、君が上級騎士になることに異を唱える者はいなくなるし、わたしとしても君たちの後見をしやすくなる、そういう理り屈くつだよ」

　エフィは、シュンを試すような眼まな差ざしで見つめた。

「わたしは魔族と人間の戦争を望んではいない。現状続く大陸の平和をこのまま維い持じしたいと考えている。〈魔王コシユマル〉の血を引く君をわたしの部下にするのは、わたしが魔族と争うつもりはないという意思表示でもある。わたしの部下である限りは、君と、君のその家族の安全は保障しよう」

「モニカ姉様を、人ひと質じちに取る気ですか？」

「そういう見方もできるね、否定はしないよ」

「メ～ルメルメルメル、あの姉上を人質にするなんて、エフィ卿は懐ふところに爆ばく弾だんをかかえるようなものデスね」

　なにがおかしいのか、メルがメルメル笑っている。ミュスカは押し黙ったままだ。エフィは、どうするかね、とシュンにたずねてくる。

　シュンの返事は、もう決まっていた。







「……今思い返すと、結局エフィ先生にうまく丸め込まれたような感じだなぁ」

　エシュヌ教国へと向かう列車の中──シュンは、エフィとのやりとりを思い出してそうつぶやいた。

　エフィは悪人ではないとは思うけれど、善人でもない。エフィは言葉通り、シュンたちに利用価値があるからこそ、自分の味方にしたいと思っているのだろう。それは裏を返せば、利用価値がなくなればいつでも見捨てられるということだ。

　しかしエフィの提案はシュンにとってありがたいものだった。彼女の言うとおり、モニカは存在そのものが危険だ。そのモニカの事情を理解しながらも、かくまってくれるとエフィは約束してくれたのだ。現状、シュンはエフィに頼たよらざるをえず、協力を約束したのである。

　その後、病院でメルに眠ねむらされていたヴィオとシラーを屋敷まで呼んで、二人はそのままモニカの看病を続けることになった。むりやり眠らされて怒おこるヴィオをなだめすかすのは大変だったけれど、まぁそれは過ぎた話だ。

　さらにその後シュンとソフィーはエフィに別室に呼ばれた。そこにはなぜか、騎士学園の同期であるアンジュもいた。聞けば、アンジュもエフィに呼び出されたそうだ。

「君たちには、エシュヌ教国にいってもらう」

　シュンたち三人に向かって、エフィはそう告げたのだ。

「エシュヌ教国は現在、内乱状態にある。教国の現指導者である教皇カルミナ二世から、ジュヴレーヌ王国に対して軍事的支し援えんを求める密書が届いた。現在の状じよう況きようを見るに、我々の支援がなければ、教皇は内乱を収めることができないだろう」

　エシュヌ教国──ジュヴレーヌから遠く離はなれた国だな、とシュンは思い出した。

「知っての通り、エシュヌ教国はバーガントの西部、西方諸国に分類される国だ。そして西方の中では東よりの位置にある。この国で我々の影えい響きよう力が増すことは、そのまま西方での影響力に直結する。そう──魔族が支配する西方諸国へのね。このチャンス、見み逃のがすことはできない」

　わかりやすく情報をまとめてくれるエフィ。

「ただ、エシュヌ教国と我が国はだいぶ離れている。援えん軍ぐんを派は遣けんするにも準備の時間が必要だ。しかしゆっくり時間をかけていては、内乱が激化し、現政権がひっくりかえる恐おそれもある。それを阻そ止しするためにも、君たちには特命大使として、援軍に先さき駆がけて教国に入り、先方との交こう渉しようを進めてほしい」

　どうやらそれがシュンを試すための仕事、ということらしかった……しかし、シュンとソフィーが試されるというのはわかるが、なぜここにアンジュまでいるのだろうか？

「わたしはね、君たちには期待しているのだよ」

　と、エフィはシュンたちを見回して、ゆっくりと告げた。

「直接教きよう鞭べんをとったことこそないが、君たちはわたしの教え子だ。君たちはその中でもかなりの有望株だと、わたしは評価している──次期リュリシア政権において、中ちゆう核かくをになうべき人材だとわたしは思っている」

　エフィは賞賛の言葉を述べてくる。

「ただ、全すべての人物がわたしと同じ評価というわけではないのだよ、残念ながらね。リュリシア王女殿でん下かと同様、君たちは若い。若すぎるといってもいい──国政をになうにはまだ未熟なのではないかと考える騎士が多くいるのが現状だ」

　それはまぁ、そうだろう。なにしろシュン自身、自分にそんなことができるか不安なのだから。

「もちろんリュリシア王女殿下や、わたしが君たちをかばうことはできる。ごり押しで君たちを上級騎士に任命することだって可能だ。だが、周囲の反発を考こう慮りよするとかしこい選せん択たく肢しではない」

　ソフィーは騎士学園を飛び級で卒業し、先日まで最年少の騎士として活かつ躍やくしていた。その時なにかと反発もあったのだろう、ソフィーが無言でうなずいていた。

　優ゆう秀しゆうなソフィーでさえそうなのだ。シュンがこのまま騎士になればどうなるか、想像は難しくない。

「わかりやすくいうなら、功績をあげる必要があるのだよ。君たちが優秀な人材であることを証明する功績が。そして、君たちにたのむこの仕事は、その功績をあげる好機だ──もちろん、強要はしない。イヤならば断ってくれてもいいよ。なにしろ内乱まっただ中の異国に行くわけだ。身の安全は保障できない」

　そんなことを言うエフィだが、シュンたちにはモニカの件がある以上、実質的に断ることができない。いや、シュンには断るつもりなんてないけど。

「そのような機会を与あたえてくださり、ありがとうございます、エフィ卿」

　と、最初に口を開いたのはアンジュだった。生き真ま面じ目めなシュンの同級生は、神しん妙みような顔でうなずいていた。

「わたしも、自分の実力を証明する必要があると思っていました。このわたしが、リリィ様のおそばでお仕えするにふさわしい存在だと、改めて証明する必要が」

　決意を込こめた口調のアンジュ──実際彼女の今の立場は微び妙みようだった。

　アンジュがリュリシアの従者という重職につくことができたのは、アンジュの伯お父じであるペルデが後押しをしたためである。

　だがそのペルデはもういない。それどころか、ペルデの正体が魔族だったと誰だれもが知っている状況である。まさかアンジュの正体も魔族では──そんな風に考える者が出たとしても、おかしくはない状態なのだ。仮にそうでなくとも、ペルデという強力な後ろ盾だてがなくなった影響は大きい。だからこそ、アンジュはすすんでエフィの提案を受けようとしているのだ。

　そしてソフィーもまた、うなずいていた──こちらはアンジュよりももっとシンプルな理由だ。シュンが引き受けるのなら、ソフィーも当然その手伝いをしてくれるのである。

　ともあれ、そんなやりとりの末、シュンたちはエシュヌ教国へ向かうことが決定したのだった。それが先週のこと。

　それ以来、シュンたちは状況をまとめ、交渉の準備を整えた。が、なにしろ時間が足りず、シュンたちは寝しん食しよくを削けずって前日まで準備に奔ほん走そうした。シュンが当日に寝ね坊ぼうしたのも、それが原因だ。

　ラウンジ状となった車内の席にシュンたちは座り、前日までに用意できた紙の資料を取り出し、お互たがいにもう一度、状況を確かく認にんした。

「バーガント西部、エシュヌ教国で主に発生している内乱の原因についてですが……それはこの国の宗教、コロネティア世遺教と密接に結びついています」

　コロネティア世遺教──現在、バーガント大陸全土において、最も広く信しん仰こうされている宗教である。エシュヌ教国はこのコロネティア世遺教の中心地であり、教皇自らが統治する宗教国家である。千年も昔には、エシュヌ教国がバーガント大陸最大の国家である時代があったほどである。

　だが時代の流れと共に教国の権けん威いはすっかり衰おとろえてしまった。

　現在教国では、反教皇派の勢力が反乱を起こし、教皇派との内乱に発展しているのである。魔族との戦争では有効な手を打てず、戦後の復興も他国より遅おくれてしまった教国では住民の不満が高まっており、それがここにきて一気に爆ばく発はつし、教国全土で戦乱の火の手が上がった、というのが今の状況だ。

「反教皇派──彼らは自分たちを新教徒、と名乗っています。新教徒は現教皇の即そく時じ退たい陣じんと、自分たちの選んだ新教皇の即そく位いを要求し、教皇派との内乱に突とつ入にゆうしたそうです」

　当然だが、アンジュの話す内容はシュンもすでに把は握あくしている。今やっていることは、あくまで確認だ。

「現状、新教徒軍が優勢ですね」

　と、ソフィーも口を開く。

「根本的に数が違ちがいます。入手した情報によると、新教徒と教皇派の人数比は、七対三といったところです。それだけ教皇への不満がたまっていたのでしょうが……教皇が他国に救きゆう援えんを求めるのも、当然の状況ですね」

　国民の七割が退陣支持というのは……言ってはなんだけど、教皇側にもそれなりに問題がありそうだった。

「これって、このまま教皇さんを救援していいのかな？」

　と、シュンはつぶやいた。それが今のシュンの、率そつ直ちよくな思いだった。

「どっちが正しくてどっちが間違っているのか決めつけることはできないけれど、ここまで内乱が大きくなって、自力でなにもできない教皇さんを助けてもいいのかな？」

「それはつまり、シュナブランさんは教国を見捨てるべきだ、ということですか？」

「いや、違うよ、そうじゃないけどさ……」

　シュンは口ごもった。なんというか、自分の考えをうまく言葉にまとめることができないもどかしさがあった。

「ただ、なんていうか……ここでボクらが教皇さんを助けて、その後どうするの？」

「と、言いますと？」

「たとえばだけど、ジュヴレーヌが騎き士し団を送って教皇さんを助けて新教徒を倒たおしたとして、その後どうするの？　ボクたちが帰ったら、残った新教徒がまたいつか反乱を起こすんじゃないの？」

「つまり兄さんは、内乱の原因を解決しない限り、武力介かい入にゆうをしても無意味だと言いたいのですね？」

「それもあるし……エフィ先生も言っていたけど、西方の国って、魔族が支配しているんだよね？　それじゃ、この教皇さんも、ペルデみたいに魔族が人間のフリをしている、ってことになるのかな？」

　それはシュンも、ずっと気になっていた問題だった。

「ボクらは、ジュヴレーヌ王国は、魔族の救援をしちゃっていいの？」

「それは……」

「なかなか難しい問題ね」

　と、新たな声が聞こえた。ふりかえると、シュンたちを見つめる見知った顔と視線があった。

　成熟した体を騎士の制服で包む栗くり色いろの髪かみの女性──シュンたちの元担任教師、ミュスカ・ニャン・フロンティである。

「ミュスカ先生！　……いたんですか？」

「いたわよ！　朝もホームで顔をあわせたじゃない！　まぁ、あなたたちはバタバタしていてわたしなんて気にしているヒマがなかったのかもしれないけれど」

　所しよ詮せんわたしなんて日ひ陰かげの存在よ、と自じ嘲ちよう気味にぼやくミュスカ。あいかわらず暗い表情が妙に様になっていた。

　ホームで会ったのかもしれないが、朝はシュンの寝坊のせいで三人ともバタバタしていて、気づかなかったのだ──いや、よく見たら驚おどろいているのはシュンだけで、ソフィーとアンジュは平然としていた。気づいてなかったのはシュンだけ？

「しかしミュスカ卿きよう。あなたまで同行するとは聞いていませんでしたね」

　と、ソフィー。ミュスカはふっと、口元を歪めるように苦く笑しようした。

「エフィ卿に、あなたたちの護衛兼けん補ほ佐さ役として同行するよう命令されたのよ──昨日ね」

「急ですね！」

「あの人はいつもそうなのよね。毎回毎回わたしに厄やつ介かいごとを押しつけて……でもこっちも色々お世話になっているせいで断れないし……あ、また胃が痛くなってきたわ」

　胃痛もちのミュスカは自前の胃薬を口にした。もはやシュンにとっては見慣れた光景だ。

　ミュスカはそのまま自然な仕草でシュンたちに並ぶように席に腰こしを下ろした。どうやら、話し合いに参加するようだ。

「あ、わたしのことは気にしないで。交渉のメインは、あくまであなたたちだから」

　わたしのことは空気だと思って、とミュスカが言う。しかし、元担任教師が同行するというのは気分的に落ちつかないな、とシュンは感じた。

　いや──シュンの場合、先週、病院でミュスカと戦った苦い思い出がある。あれ以来、この元担任教師とどう接すればいいのか、自分でもよくわからないのだ。

　だがミュスカはシュンの内心など知ってか知らずか、以前と同じように接してくる……そんなミュスカを見ていると、悩なやんでいる自分の方がおかしいのかな、と思えてきた。

　まぁいいや──シュンは、結論づけた。ミュスカはミュスカだ。先週のことは水に流して、自分もこれまで通りの態度でいよう。あれこれ考えたって、シュンの頭ではたいしたことは思いつかないのだから。

「それで、ミュスカ卿。魔族に対してわたしたちはどうすればいいのですか？」

　と、ソフィーがたずねる。ミュスカはそうね、と首をかしげた。

「それってすごく微妙な問題なのよね」

「魔族がバーガント大陸に現在存在する証しよう拠こはありません」

　アンジュが口を開いた。

「実際問題、ペルデ卿に擬ぎ態たいした魔族の正体は、三十年間誰も気づきませんでした。現実として、人間に擬態した魔族を判別することは不可能なのです……明らかに人間を超こえる実力を発揮する人物がいれば、それは怪あやしいですが」

　と、ソフィーを見るアンジュ。ソフィーは肩かたをすくめて見せた。確かにソフィーは、天才と呼ばれるほど常人からはかけ離れた才能の持ち主である。

「まぁシュナブランさんみたいな例もあるので一いち概がいには言えませんね」

　と、アンジュ──そうか、とシュンは気づいた。アンジュは、シュンのことも魔族だと思っているのだ。

　ソフィーたちは魔族、正確には魔族と人間のハーフだけど、シュンだけは全く別の血筋で自分でも自分が何者かわかっていない──そんな事情を説明していなかった。けれど今説明することでもないかと思い、シュンは黙だまっておくことにした。ソフィーも訂てい正せいする気はないようだ。

「魔族はバーガント大陸にはいない──これは各国の公式見解であり、暗あん黙もくの了りよう解かいとも言うべき認識です。ですから、モニカ・ディス・アルトゥスを〈魔王コシユマル〉の子供だと断定したペルデ卿の発言は、大問題だったのです」

　大陸に住む大半の人間は、魔族はすでに戦争で敗北した過去の種族だと認識している。戦後の復興がすすんだ現在では、日常生活で魔族のことを意識することなどほとんどない。「真相がどうであれ、この前提は今後も変わりません。西方諸国に住む人は、全員が人間だという前提です」

「それでこの先大だい丈じよう夫ぶなの？」

「この状態を維い持じすることが、我々の目標です」

　まぁシュン程度がゴタゴタ考えてもしかたない。今は目の前の目標をこなすことを優先しないといけない。もちろん優先すべきは、エシュヌ教国での交こう渉しようだ。

「ともあれ、教国の状じよう況きようは調べるほどに複雑ですね」

　と、アンジュは持参した紙の資料を見ながら首をひねっている。

「政治と宗教がからむと、無用な軋あつ轢れきが増えますからね」

　と、ソフィーも難しい顔をしている。

「ボクとしては、教皇さんだけじゃなくて、新教徒の人たちの意見も聞いてみたいんだよね」

「そうですね……それはそうと、シュナブランさん。あなた、資料はどうしたのですか？」

「ん？」

　ソフィーとアンジュは先ほどから分厚い紙の束を持っている。それは出発するまでの一週間、全員で協力して集めたエシュヌ教国に関する資料である。集めた資料はまとめたあと人数分用意して、それぞれが保管していたわけである。

　だが、シュンの手元にその紙の束はない。

「あぁ、その資料ね、うん……持ってきてない」

「兄さん……」

「どういうことですかっ！」

　ソフィーがさすがに呆あきれたような声を漏もらすと同時に、怒いかりを爆発させたアンジュがシュンの襟えり首くびをつかんできた。

「あなたは、大切な資料を忘れたのですか!?」

「忘れてはないよ」

「わたしをバカにしているのですか!?」

　アンジュの手が、腰に差した剣けんにのびた。このままだと本気で殺されかねない。シュンは、あわてて両手を振ふった。

「違うよ、あの資料は全部暗記してきたんだよ。だから今手元にはないけれど、忘れたわけじゃないよ」

「ウソおっしゃい。下手な辞書よりも分厚いのですよ!?　この量の情報をあなたの頭で記き憶おくできるはずがないでしょう！」

　怒りにまかせてアンジュがシュンをガクガク揺ゆさぶる。シュンは苦しいとうめきながら弁解をする。

「ほ、本当に、覚えてきたんだよ～」

「……では兄さん資料の第三部、百七十一ページの内容は？」

「えっと、メイナンはエシュヌに二十八ある州の一つ。地方行政官として教皇に任命された司教によって管理されている。当とう該がい地区の現司教はサンテ・ステフルド。ユーザ川中流西岸に位置する、教国内第五の都市。人口約二百万。元々は第七十八代教皇エクリア四世の手によって……」

「あっていますね」

　ソフィーは手元の資料を見てうなずいた。アンジュは、半信半疑という表情でシュンを見た。

「では、シュナブランさん。三百八ページの内容は？」

「エシュヌの通貨ルークは十八年前の金利自由化によってかねてからの懸けん案あんであった為替かわせの一本化、ゴートへのペッグ制が導入された。当時で一ゴートあたり四．四四エシュヌルークのレート。しかるにその四年後に輸入急増による外貨準備高の減少を理由として為替レートの切り下げを容よう認にん。教皇は外貨金きん融ゆう資金取引法を施し行こうし……」

「正解です。一言一句まで正確ですね」

　アンジュの眼めが、驚きに見開かれた。

「本当に、おぼえてきたのですか？」

「ん～。やっぱね、こういう情報ってしっかりおぼえておかないと、いざというとき役に立たないと思うんだよね。紙の資料に眼を通しているヒマがいつもあるとは限らないし」

「ですが、だとしても大切な資料を持ってこなかったというのは感心しませんね」

「あぁ、それなら」

　シュンは言いながら、魔導端末を取り出した。

「紙のままだとかさばるから、端末の中に圧縮しておいたよ。データは共有できるから、アンジュさんにも渡わたしておくね」

　てきぱきと端末を操作するシュン。珍めずらしく役に立つことをしているシュンを見て、普ふ段だんのシュンを知るアンジュたちは、驚きを隠かくせない様子だった。

「兄さん、よく記憶できましたね。私でも丸暗記をする余よ裕ゆうはなかったのに」

「そんなに難しくなかったよ。覚えるまで資料を読むだけだし……まぁ、時間が足りなくて、ここのところ徹てつ夜や続きだったけどね」

　ははは、と笑うシュン。アンジュは、憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべた。

「あなたにしては、珍しく努力してきたことは認めましょう……ですが、それで朝あさ寝ね坊ぼうして遅ち刻こくしたのでは本末転てん倒とうですよ」

「うん、ゴメンね、アンジュさん」

　遅刻したのはシュンが悪いので、謝るしかない。今朝は徹夜続きの疲つかれがたまってうっかり寝過ごしたのだが、当然そんなことは言い訳にもならない。

「兄さん、私にも資料のデータを見せていただけますか？」

「うん、いいよ……けどちょっと待ってね。容量大きいから時間かかるっぽい。アンジュさんの分が終わってから……」

「このままでけっこうです」

　なぜか、ソフィーはシュンのすぐ横の席に身を寄せてくると、乗り出すようにしてシュンの手元の端末をのぞき込んできたのである──なんというか、あれだ。ソフィーの温かい体温と柔やわらかな肉感が直接的にシュンに伝わってくる。ふわっとシュンの鼻先でソフィーの髪かみがゆれ、さわやかな香かおりが駆かけ抜ぬけていく。シュンは、なんとも言えない微び妙みような気分になってきた。

　一方のソフィーはそんな兄の気持ちなど気にした様子もなく、手を伸のばして端末を操作している……別にいいけど。ソフィー相手なら、見られて困るような情報が端末に入っているわけでもないし。

「なるほど……よくまとめてありますが、これは兄さん一人の仕事ではありませんね？」

　端末を調べたソフィーが言う。ソフィーはさすがに気づいたか、とシュンはうなずいた。

「うん、クロにたのんで手伝ってもらったんだ」

　自分専用の魔導端末を手に入れたシュンは、自由に姉妹しまいたちとも連れん絡らくがとれるようになったのである。クロロは大天才を自じ称しようする妹で、その情報処理能力は他の姉妹をはるかに上回るものだった。

「クロには散々文句をいわれたけど、今度一いつ緒しよに遊んであげるって約束したら、なんとか引き受けてくれたよ」

　なんだかんだで子供っぽいよね～とシュンが言うと、なぜかソフィーの顔が怒おこっていた。

「あれ、どうしたの、ソフィー？」

「……兄さんは、クロロにはあいかわらず甘いですよね」

「そんなことないよ。これくらい普ふ通つうじゃない？」

「私はもう何年も、兄さんと一緒に遊んでもらったことなどありません」

　ぷい、すねたようにそっぽをむくソフィー。

「えぇ!?　だってソフィーは、子供じゃないんだし、そんな遊びなんて……」

「……兄さんは、私と一緒に遊びたくないんですか？」

　ウルッとした眼でシュンを見つめるソフィー。シュンは、思わずうめいた。シュンは昔から、妹にこういう顔をされると弱いのだ。

「……今は忙いそがしいけど、一段落してからでよかったら、ソフィーも今度、遊びに行く？」

「それはつまり、デートのお誘さそいですね？」

「デート、なのかなぁ？」

「男女が一緒に遊ぶというのは、デートで間ま違ちがいないはずです！」

「そうなるのかな？　まぁソフィーがよければだけど、デートにでも……」

「なにがデートですか、ふざけないでください！」

　シュンを遮さえぎるような声。見ると、正面に座ったアンジュが赤い顔でコメカミを震ふるわせていた。あれ、もしかしてアンジュさん、また怒ってる？

「いったいここをどこだと思っているのですか！　人が黙っていれば、いきなり二人でイチャイチャし始めて……あなたがたは良識という言葉を知らないのですか！」

「イチャイチャなんて……してないよね、ソフィー？」

「はい。私はごく普通に兄さんと会話をしていただけですが」

　首をひねるシュン。ソフィーも、なにか問題がありますか、と平然としていた。アンジュは怒りにわなないていた。

「どこが普通ですか！　会話をするのにそんなにピッタリ身を寄せ合う必要はないでしょう！」

「私は気にしていません」

「そういう問題ではありません！　この際だから言わせていただきます！」

　アンジュはキッと、決然とした表情でシュンとソフィーを睨にらんだ。

「あなたがたは仲がよすぎます！」

「兄妹きようだいの仲がいいのは、よいことではありませんか？」

「あなたがたの場合は異常です！　普通の兄妹は、そんなにベタベタしません！」

「アンジュ卿きよう。あなたは一人っ子だったはずですよね？　そんなあなたにどうして普通の兄妹の様子がわかるのですか？　そもそもよそがどうであろうと、我が家ではこれが普通です」

　だきっ──ソフィーが、なぜかとなりのシュンにしなだれかかり、肩かたに手を回してきた。シュンは、そんな妹に抵てい抗こうすることもできず、ははは、と笑ってごまかした。

「わたしは、リリィ様に厳命されているのです──ソフィー卿とシュナブランさんは、前々から仲がよすぎて、少しふしだらで、公序良りよう俗ぞくに反します。今後お二人が変なことをしないよう、わたし自ら監かん視しさせていただきます」

「大きなお世話です。アンジュ卿は自分の職務をまっとうしてください」

「リリィ様直じき々じきに、お二人には注意するように言われています。旅に出てハメを外す可能性があると……」

「あの王女殿でん下か、余計なマネを……」

　ソフィーが珍しくののしる。そのまま二人はキャイキャイと、口論をはじめて車両内は少し騒そう々ぞうしくなった。

　ソフィーの隣となりの席に座るシュンは、腰こしを浮かし、静かに移動した……この二人の仲裁をする自信はないので、時間が解決するのを待つしかなかった。

「……あなたって、あいかわらずねぇ、ホント」

　と、近くに座っていたミュスカがヤレヤレと首を振っていた。

「私はあなたの護衛役ではあるけれど、女の子に背後から刺さされても護まもりきれないわよ。自分で対処してよね」

　どこか投げやりに言うミュスカ。シュンは首をひねった。

「女の子に背後から？　ボクが？　どうしてですか？」

「……確認するけど、冗じよう談だんよね？」

「ん～……ボクって確かに学園の落ちこぼれですけど、これでも他人に迷めい惑わくをかけるような人生は送ってないつもりですよ。そんな、誰だれかに背後から奇き襲しゆうされる心当たりなんてありません」

「あなたが入学してからどんだけわたしに迷惑かけて、わたしの飲む胃薬がどんだけ増えたと思ってるのよ！」

「ごめんなさい」

　謝った。速そつ攻こうだった。座席の上で土下座までした。ミュスカへの恩は、さすがのシュンも無視できない。

「まったく、あなたって子は……問題児だけど、どうしても見捨てられないっていうのは、ある意味あなたの人間的魅み力りよくなのかしら？　リュリシア王女殿下からも、出発前に念を押されたし」

「え？　リュリシアさんも？」

「あなたたちの面めん倒どうを見るようにってね。次期国王である王女様が期待しているんだから、あなたはそれに応こたえなきゃダメよ。もし悩なやんでいることがあったら遠えん慮りよなく言いなさい。相談にはいつでものってあげるから」

「ありがとうございます」

　ミュスカに頭を下げた後、シュンは、リュリシアのことも思い出した。

　忘れていたわけではないけれど、結局出発前はシュンたちは忙しく、リュリシアも仕事が山積みだとかで、全然顔をあわせることができなかったのだ。

　シュンは、そうだ、と思い出し、魔導端末の画面に指を走らせた。連れん絡らく先のまとめられたアドレス帳。その中の『お姫ひめ様』グループの中に『リリィ』という連絡先が設定してある。もちろんリュリシアのことだ──調子に乗って「お姫様」グループなんて作ったけど、このグループに入る可能性がある人物は今のところリュリシアしかいなかった。

　端末でリュリシアと連絡なんてしたことがなかったけれど、せっかく登録してあるのだし、この機会に連絡してみようかな、と思った。

　けど──シュンは周囲を見回す。今は高速走行する列車内だ。通話できるのだろうか……そうだ、こういうときこそ人類の英知、メールだ！　端末を手に入れたばかりのシュンは、実はメールを使うのも初めてだった。でも、やり方くらいはすでに知っている。


「　リリィへ

　　エシュヌ教国に行ってきます

　　精せい一いつ杯ぱいがんばります

　　成功を祈いのっていてください　　シュンより」



　こんなものかな、とシュンはメールを送信しておいた。リュリシアとはつい最近互たがいをあだ名で呼び合う関係になった。今の二人の関係なら、これくらい友達感覚で送っても問題ないだろう。

　ピロリロリ～ン

　メールの着信音だ。見ると、さっそくリュリシアからの返信だった。


『　シュンへ

　　あなたは我が国の代表で派は遣けんされるのですわよ

　　くれぐれも恥はじとなる行動をとらないように　　　　』



　なかなか手厳しい内容だった。信用されてないな～、とぼやくシュン。まぁ、シュンの実績を考えれば心配されて当然か。

　いや……けど、画面を下にスクロールさせると、つけ足すように文章が続いていた。


『　大だい丈じよう夫ぶ

　　あなたならきっとなしとげることができると信じていますわ




あなたの大切な人　リリィより』



「リリィ……よし、がんばろう！」

　不覚にも、ちょっと感動してしまった。友人の信しん頼らいに応えるためにもがんばらないといけない、シュンは、改めてそう決意した。

　と、そこでアドレス帳に見慣れない名前が登録されているのを見つけた。

「あれなんだっけ、これ……あぁ。そういえば、メルがなにかしていたっけ」

　エフィの屋や敷しきで少しだけ再会したメルとのやりとりを思い出した。




「じゃ、あたしはもう行くデス」

　唐とう突とつに告げたのはメルだ。シュンやエフィとの会話が終わった後、メルはいつのまにか荷物をまとめたトランクを持って、屋敷から出て行こうとしていたのだった。

「待ってよ、メル。どういうこと？　モニカ姉様を、診みてくれるんじゃなかったの？」

「モニカの姉上の治ち療りようは終わったデス。現状、あたしにできることはないデス。容よう態だいも安定している以上、あたしが留とどまる理由がないデス」

「ならさ、またボクらと一緒に、暮らさない？」

「メ～ルメルメルメルメルメルメル……お断りデス」

　笑いながら、キッパリ断るメル。

「どうして？」

「一緒に暮らす理由がないデス」

「ボクがそうしたいから、っていう理由じゃダメ？」

「あたしは医者デス。それがあたしが一緒に暮らせない理由デス」

　メルはメガネを外し、白衣のポケットに入れた。久しぶりに診るメルの素す顔がおは、随ずい分ぶん大人びて見えた。

「この国はいい国デス。基本的には平和だし、国民も恵めぐまれてるデス──けど、大陸には、こことはくらべものにならない危険な国がいくらでもあるデス。そういった国には、どんな病気やケガになっても一生医者に診てもらえないまま死んでいく人間がいくらでもいるデス。あたしは、そういう人間を診るために医者になったデス」

　確か、エフィもメルがそういう活動をしていると紹しよう介かいしていた。

「世界にそういう人間がいる限り、あたしは医者として、患かん者じやのところに行く義務があるデス」

「でも、それって、危険な国に自分から行くってことでしょ？」

「メ～ルメルメルメル。医者たるもの、どんな状じよう況きようでも患者の治療ができるよう、体は鍛きたえているデス。それに、ケガをしたっていくらでも自分で治せるデス」

　そういうものかな、とシュンは頭をひねった。どんなに腕うでのいい医者だって、自分だけでなんでもできるわけじゃないはずだけど……

「それに、バラバラになった家なんかに、あたしは戻もどりたくないデス」

　一いつ瞬しゆんだけ、妹の顔に悲しみが浮うかんだ。メル、とシュンは思わず名前を呼んだ。

「大丈夫だよ。みんなきっと、もう一度集まるから」

「兄上は、知らないからそんなことが言えるデス。あの日の姉妹しまい総会議の内容を」

　姉妹総会議──それは三年前に行われた。

　何者かにシュンたちの両親が殺された後、シュンの姉妹十二人は、今後の方針を話し合うため、総会議を行ったのだ。その結果、姉妹たちは現在のように、複数のグループに分かれて活動することになった。

　そして肝かん心じんのその日──シュンは、両親の死のショックから立ち直れず、総会議には参加しなかったため、その時どんな話し合いがなされたかを、未いまだに知らない。

「あの姉上たちが、もう一度一いつ緒しよに暮らすなんてありえないデス」

　確信を込こめた口調のメルを前に、シュンは今度は自分が悲しくなった。いったいなぜメルはそこまで断言できるのだろう。

　あの日にいったいなにがあったのかは知らない。けど、今のシュンがやるべきことは決まっていた。

「ボクはもう一度、三年前のあの日を取り戻してみせるよ──父さんも母さんももういないけど、残った家族をもう一度集めて、おだやかな生活を続けることができるように、平和な世界を手に入れる。その未来を信じて、ボクはこれからも努力していく。ボクが騎き士しを目指すのも、その第一歩だ」

「メ～ルメルメルメルメル。そこまで言うならいいデスよ。兄上がもう一度家族を取り戻せたら、あたしも家に帰るデス」

「ほんと？」

「勘かん違ちがいしないデス。あたし以外の姉妹十一人全員が戻ったら、あたしも帰ってあげると言っているだけデス」

「うん、わかった。そうなったらまた連れん絡らくするね」

「じゃ、出すデス」

　メルが白衣から、板状の物体を取り出した。手のひらの中でクルクルと回転させたあと、カッコよく構えてシュンに突つき出す。

「なに、これ？」

「魔導端末、知らないデスか？」

「くれるの？」

「バカデスか」

　メルが半目で、新種のサルを発見したような顔になっていた。

「連絡先を教えるデス」

「あぁ、そういうことね、了りよう解かい了解」

　魔導端末なんて高価なものを今まで持ったことがなかったので、よくわからなかった。

　だが、今のシュンは違う。この前リュリシアから彼女の端末をゆずってもらったばかりである。

「えっと……これって、どうやって交こう換かんすればいいの」

「バカデスか」

　なんだか、妹の眼めがさげすみを通り越こして、哀あわれむような眼になってきた……

「ゴメンね、最近手にいれたばっかで、交換とかやったことないんだ」

「もういいから、貸すデス。あたしが自分でやるデス」

　はい、と手て渡わたすシュン。メルは両手に二つの魔導端末を持って、器用に左右同時に操作を始めた。

「……ところで兄上。これ、女物の端末じゃないデスか？」

「あれ、そうなの？　というか、男物と女物なんてあったの？」

　前はリュリシアが使っていたものをゆずりうけたのだし、女物なのはしかたがないだろう……あれ、なんでだろう？　メルが、すごく不ふ機き嫌げんそうな顔になっている。

「最新型なのに、連絡先に登録されているのはたった十人足らず……姉上たちと、知らない女の名前ばかりデス……」

　そもそも連絡を取り合う知り合いが、家族以外はリュリシアたちくらいしかいないので、シュンは高価な端末を使いこなせているとは言いがたかった。

「兄上って、あいかわらずデスね」

「え？　なにが？」

「別に、なんでもないデス……」

　はい、と端末をシュンに返してくれるメル。

「連絡帳の一番上があたしの連絡先デス」

「うん、ありがとうね、メル。また連絡するよ」

「あたしは医者として忙いそがしいデス。連絡されても返事はできないデス」

「じゃ、やめよう」

　ケリッ、メルに向こうずねを蹴けられた。痛い、普ふ通つうに痛い！　いくら騎士でもそこは痛い！

「兄上はバカデス」

　最後に吐はき捨て、プリプリしながらメルは去っていった。なぜか最後にまた怒おこらせてしまったようだ。なんで怒ったんだろう？　妹は難しいお年とし頃ごろらしい。




「……そんな感じで、メルからも連れん絡らく先を教えてもらったんだっけ」

　その後は出発の準備に追われて、すっかり忘れかけていた。メルにあの後謝ろうと思っていたのに、結局なにもしていないや。

　改めてアドレス帳を確かく認にんするシュン。一番上に、確かに見慣れないメルの名前が……

　グループ名『大好き』→連絡先『メルたんチュッチュ♡』

「なにこの嫌いやがらせ！」

　こんな恥はずかしい名前、全然気づかなかった……ソフィーに気づかれなくてよかった、と安あん堵どする。もし見つかっていたら、またなにを言われるかわかったものではない。

　まぁ、気づいてよかった。とりあえずグループ名を『おしゃまさん』にして、名前は普通に『メル』と修正しておいた。
















「えっと……『ボクはエシュヌ教国へ仕事で行きます。メルはなにしてるかな？　また会いたいです』送信と」

　返事がくるかわからないが、メルにも一応メールを送っておいた。向こうから連絡先を教えてくれたのだし、一応返信を期待してもいいのだろうか？

　と、ほどなく、ピロリロリ～ン、と着信音。

　さっそく返信してくれたのかな、と思ったけれど違った。表示された相手はメルではないし、リュリシアでもない。無機質な文字列が並んだアドレスで、シュンの知らない相手からだった。

「誰だれだろう？　ボクの連絡先を知っている人なんてあまりいないはずなのに……」

　首をひねりながら中身を確認するシュン。すると──




『あにあに　今日から外国だっけ？

　いいな～　いいな～　うらやまスィ～

　お土産みやげ欲しいな～　美お味いスィ～もの食べたいぴょん』




「誰!?」

　思わずつぶやくシュン。全然心当たりがない相手だ。いったいなんだ。変な口調のメールは、キラキラした絵と見たこともない文字で飾かざられていた。おかげで相手がなにを伝えようとしているのか、さっぱりわからない……ピロリロリ～ン。また着信だ。しかも、同じ相手からだった。

『追つい伸しん：お仕事ガンバってねん　あとメール遅おそくなってごめんぴょん』

「だから誰!?」

　メル、じゃないはずだ。あの子はこんなわけのわからないことを書いたりしない。なら……これは、ひょっとして間違いメールというやつだろうか？　誰かがメールの送り先を間違えて、偶ぐう然ぜんシュンに送ってしまったとか。

「ん～っと、返信……失礼ですけど、メールの送り先を間違えていらっしゃいませんか？　もう一度確認なさったほうがよろしいかと思います……送信と」

　シュンが返信をして、これでいいか、と思った矢先──ピロリロリ～ン。

「また同じ人だ。というか、返信速っ！」

『ひどい～　ひどい～　ドイヒ～

　あにあに　なんでそんな変なしゃべり方？

　怒らせた？　怒っちゃった？　怒りんこ？　　』

「……これ、謝ってるのかなぁ？」

　謝っているのか挑ちよう発はつしているのかよくわからない内容だった。

「兄さん、どうかしたのですか？」

　メールを見て変な顔をしているシュンを不ふ審しんに思ったか、ソフィーとアンジュがこちらを見ていた。いつのまにか口論もおさまっている。

「ちょっと野や暮ぼ用で……気にしないで」

　言いながら、シュンは端末を操作して返信を書く。

「申し訳ありませんが、以前お会いしたことがありましたでしょうか──送信と」

　なんだかよくわからないけど、相手はシュンを知っているような話し方だ。ここは恥はじを忍しのんで尋たずねてみよう。

　ピロリロリ～ン──あいかわらず返信が速い。

『うぇ～ん　あにあにどうしたの？

　なんでそんなこと言うの？

　おぼえてないの？

　そんなに怒っちゃったの？　ごめんだぴょん』

「ブッ！」

　思わず噴ふき出すシュン。どうやら会ったことがあるらしい。しかも、相手はこれでも謝っているようだ……そして、シュンは、とあることに気づいた。

　相手がいう『あにあに』。なんのことだかさっぱりだったけど……これ、もしかして『兄』と言いたいのだろうか？

　シュンのことを兄とよぶ人間は、シュンの妹たちしかいない。しかし、こんなメールを送ってくる妹に心当たりがない。いや、待て、でも、まさか……

　シュンは、恐おそろしい事実に気づき、震ふるえる指で返信を書いた。

「大変失礼ですが、お名前を教えていただいてもよろしいでしょうか──送信」

　ピロリロリ～ン

『あにあにひど～い！　シ～ぽんだぴょん！』

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!!」

「に、兄さん、どうなさったのですか。大声を出して」

　なんでもない、とソフィーやアンジュをごまかしつつ、シュンは慌あわてて返信を書いた。

「もしかしてキミ、シラーなの!?」

『シ～ぽんはシ～ぽんだぴょん！　そう言ってるぴょん！』

　シラー──シュンの妹。ヴィオといつも一いつ緒しよにいる妹で、スラリと背が高いのでソフィーと同様、実じつ年ねん齢れいよりも年上に見える妹だ。いつも黒ずくめのボディスーツを着ており、極きよく端たんに無口で、表情も変化にとぼしい。まさにクールビューティーというイメージにピッタリの少女。

　正直シュン自身、シラーがしゃべっているところを見たことがないほど無口である。それでも硬かたい表情の微び妙みような変化を読みとれば、ある程度はシラーの意志をくみ取ることができる。特に仲のいいヴィオは、シラーが全くしゃべらなくても普通に意思疎そ通つうができていた。

「ごめん、シラー。全然気づかなかった。シラーも端末持ってたんだね」

『お姫ひめちんがくれたんだぴょん

　あにあにの連絡先も、お姫ちんに聞いたぴょん』

　お姫ちん──リュリシアのことだろうか？　そういえば、シラーが懐なついていたような記き憶おくがある。シュンはそのままメールでシラーとの会話を続けた。

「なんていうか、シラーがしゃべっているの初めて見たから、最初よくわからなかったんだよ、ごめんね」

『あにあにひどい～　怒ってるかと思った　シ～ぽんホントにあわてたもん　プンプン』

　これは、怒っているのだろうか？　なんとなくそんな感じがする。

「ごめんね」

『絶対ゆるさない　絶対にだぴょん』

「ゆるして、シラーのメールが大人びていたから、シラーだってわからなかったんだよ」

『ホント？』

「うん、だからゆるして、お願い、シラー」

『…………お土産いっぱいで、ゆるしてあげるぴょん』

「たくさん買って帰るね」

『ヴィオちんのお土産も一緒にね』

「ヴィオのも用意するよ」

『モニモニもね！』

「モニカ姉様のこと？　もちろんだよ」

『待ってるぴょん！』

　よかった、ゆるしてくれたようだ。

「兄さん、先ほどからいったいなんなのですか、驚おどろいたり変にニヤニヤしたり……」

　挙動不審なシュンを、ソフィーとアンジュがジッと見つめていた。なんでもないよ、と手をふり、シュンは、いったんメールを終えて、端末を懐ふところにしまった。







「ん？　あれ、シラー、どうしたさぁ？」

「…………」

　エフィの私し邸てい──その一室にヴィオとシラーの姉妹しまいはいた。

　シラーは先ほどから、手に握にぎった魔導端末の上で指を滑すべらせ、なにかを操作している。

「…………」

「え？　メール？　シュン兄にぃと？　ふ～ん」

　シラーは一言もしゃべっていないが、ヴィオは妹の言いたいことをほとんど直感のみで読みとることができるのである。

「…………」

「え？　あたしはやらないのか？　なんであたしがシュン兄ぃなんかとわざわざ話さなきゃいけないのさぁ」

　言いながら、ヴィオはかたわらのベッドを見た。ベッドには、彼女たちの姉、モニカが目を閉じて横たわっている。身じろぎ一つしないが、モニカのふくらんだ胸むな元もとはゆっくりと上下している。ここに来て以来、モニカはこの調子だった。快方へ向かっている様子がない代わりに悪化もしていない。

　ヴィオとシラーはほとんど一日中この部屋と、周囲をブラブラして過ごしている。いつモニカが起きても大だい丈じよう夫ぶなようにひかえているのだ。

「くっそぉ、それにしてもメルのやつ。あたしを奇き襲しゆうするなんていい度胸じゃないさ。次にあったら絶対ボコボコにしてやるさぁ」

　姉であるヴィオはお冠かんむりである。病院でわけのわからないまま眠ねむらされて以来、ずっとこの調子なのだ──シラーは、モニカもヴィオも自分も、シュンたちも含ふくめてみんな無事だったのだから、特に問題はないと気にしていなかった。

「…………」

　シラーが引き続き端末を操作しているのを見て、ヴィオはアクビ混じりに尋ねた。

「お前もよくやるねぇ……よく考えたら、お前あたしにメールくれたことないじゃん」

「…………」

「いや、別にいらないけどさ。メールなんてなくても言ってることわかるしぃ」

「…………」

　もしヴィオがシラーのメールを少しでも見ていれば、きっと驚いたことだろう。言っていることはわかるが、シラーの口調まではさすがのヴィオもまだ知らないのだ。

「……でもヒマだなぁ……早くシュン兄ぃたち帰らないかなぁ……」

「…………」

「にゃぬっ!?　今のなし！　別にあたし、寂さみしがってなんてないしぃ！」

「…………」

「うにゅ～、なんかムカつく！　シラーのクセに上から目線なんてナマイキさっ！」

　室内には、かしましい姉と無口な妹の騒さわぎ声がいつまでも響ひびいていた。







　教国への道のりは遠かった。途と中ちゆうで数度、物資の補給のために停車する予定はあるが、それ以外はひたすら高速で走り続ける。にもかかわらず、到とう着ちやくまで予定では丸二日もかかるのだ。ジュヴレーヌ王国を出てからもさらに他国の国境を三回越こえなければならず、シュンにとってはかなりの長旅だった。

「これだけ長いんじゃ、そりゃ援えん軍ぐんだって簡単にはいけないよね～」

　自室でつぶやくシュン──旅の間、列車は補給以外で止まることはない。当然乗っているシュンたちは、到着までずっと列車内で寝ね泊とまりする必要があった。

　列車内には個室の寝しん室しつが用意されているし、シャワーだって自由に浴びることができるから、生活は快適だった。へたなホテルよりこの列車の方が豪ごう華かなくらいだ。

　時間は夜──室内は明るいが、窓の外は暗いので外の様子はよく見えなかった。昼間はアンジュたちとあれこれ打ち合わせをしたが、夜は早めに眠ることにしていた。というか、アンジュに命令された。

『あなたの努力は認めますが、寝不足でいざというとき遅ち刻こくされたのではたまりません！　教国に到着するまで、規則正しい生活をして体のバランスを戻もどしなさい！』

　遅刻のせいでアンジュには迷めい惑わくをかけたし、さからうことはできなかった。

　それでも就しゆう寝しん予定時間まで少し時間があったので、魔導端末からイヤホンをのばし、ある音を聞いているシュンである──これも、シュンが事前に準備していたものだ。役に立つかはわからないが、無む駄だにはならないはず……

「兄さん、いいですか？」

　ノックの音とソフィーの声。どうぞ、というとソフィーが入ってきた。

「少し話したいことがありまして」

「うん、座りなよ」

　イヤホンを外し、端末を片付けてイスを妹に勧すすめるシュン。カタカタと、車輪が線路を走る音が響く部屋の中、妹と二人きりになるシュン。

「どうかした、こんな時間に？」

「いえ……兄さんに話すべきか悩なやんだのですが、兄さんにも知っておいてほしいことがあります」

　硬い口調で切り出すソフィー。

「私たちは、エフィ卿きようの真意をつかまねばなりません」

「真意って？」

「エフィ卿は私たちになにをさせるつもりなのかということです」

「それは、教国での交こう渉しようでしょ？」

「その人選が我々であることの真意はなんでしょう？」

　ソフィーは、真ま面じ目めな顔でシュンに告げる。そういう表か情おをしていると妹ながら、すごく大人びて見えた。

「エフィ卿は優ゆう秀しゆうな騎き士しですし、頭脳明めい晰せきです。その彼女が難しい交渉をあえて我々のような若じやく輩はい者に任せたという意味が、兄さんはわかりますか？」

「えっと……ボクらを、信しん頼らいしてくれているから？」

「そうですね。我々の実力ならばこの交渉を成功させることができると、エフィ卿が信じてくれている可能性はあります」

　みょうに引っかかる言い方だった。

「ソフィーは、ちがうと思うの？」

「そうですね。この交渉は明らかに困難です。むしろ、成功させることは不可能かもしれません。つまり、どうせ失敗するなら誰がやったって一緒だ、とエフィ卿は考えていると、悪意を持った解かい釈しやくもできます」

　ソフィーはどこまでも真面目な口調で続けた。

「無理難題を私や兄さん、アンジュ卿におしつけ、万が一にも成功すれば万ばん々ばん歳ざい。失敗すればそれを口実に、私たちをまとめて左さ遷せんする、というのがエフィ卿の狙ねらいかもしれません。実際問題任務に失敗したとなれば、リュリシア王女殿でん下かでもかばうことは難しいでしょう」

「ソフィー……」

「兄さん。全すべての人間が善意で動くわけではありません。常に最悪のケースを想定して動くことこそ、重要なのです」

「うん、ありがとうね、ソフィー」

「はぁ……そんな、お礼を言われるようなことはしていませんが？」

　シュンの感謝の言葉に戸と惑まどうソフィー。でもありがとう、とシュンは繰くり返し言った。

「ソフィーは、きっとボクのためにそうやって心配してくれているんだよね？　だからありがとう、本当に。ボクが頼たよりないから、ソフィーがそうやっていろんなことを考えて今までもフォローしてきてくれたよね」

「どうしたのですか、兄さん、急にそんな……」

「ボクがダメな兄だから、そのせいでソフィーには迷惑をかけてきたよね。ごめんね。でも、ボクは決心したんだ。ボクらが安心して暮らせる平和な世界を作るために、ボク自身が変わっていこうって……だからね、ソフィー。キミに甘えてばかりの過去のボクとは、もうお別れだよ」

　そう告げるシュンを見て、ソフィーは一いつ瞬しゆんどきりとした。シュンの顔、自分で言っているとおり普ふ段だんはちょっと頼りなく見えるその顔が、今だけ急激に大人びて見えたからだ。

「ソフィー。ボクは必ず今回の交渉、成功させてみせるよ。なぜなら、これに成功すれば、エフィ先生だって、ボクたちのことを認めてくれる。ボクらの父さんが騎士だった国で、今度はボクらが働くんだ」

「ですが、兄さん。成功できるかどうかは……」

「大丈夫だよ、ソフィー。ボクに任せてよ。ボクに考えがあるから、きっと大丈夫だよ」

「兄さん……わかりました。けれど、危ないことはしないでください」

　ソフィーがイスから腰こしを浮うかせ、シュンに近づいてきた。互たがいの体が密着してしまいそうなくらいに距きよ離りがせばまる。シュンはさけたりせず、ソフィーの体を受け止めた。

　そのまま二人はベッドの上に一いつ緒しよに倒たおれ込んだ。シュンの上に重なるような体勢のソフィー。見上げると、ソフィーの目がなぜかうるんでいた。

「どうしたの、ソフィー？　なにか悲しいことでもあった？」

「いいえ……でも、不安なんです。最近、なぜか兄さんが遠くへ行ってしまうような気がして……」

「そんなの気のせいだよ」

　シュンは、軽く笑い飛ばした。

「なにがあったって、ボクはソフィーの側そばを離はなれたりしないよ。うん、これはまちがいない」

「兄さん」

　ソフィーの顔が近づいてくる──普段とは違ちがう兄の態度、大人びて見えるシュン、自分を頼りにしてくれたという充じゆう足そく感……それらが混ざり合った結果、ソフィーの顔は紅潮し、熱くなっていった。

「兄さん……あの、その……好きです！」

　茹ゆで上がった顔で、告げるソフィー。シュンは、少しだけ驚おどろいていたけれど、すぐに笑え顔がおを浮かべた。

「もちろんボクだって、ソフィーのことが大好きだよ」

　ソフィーの脳のう裏りでリンゴンと、教会のベルが鳴り響く音が響いた。今のソフィーは文字通り、天にも昇のぼる思いだった。

「兄さん……」

　ソフィーは、目を閉じ、形のいいアゴを少しだけ前に出した。シュンは、少しだけ困った顔をして、そして──そのタイミングで、ピピピ、耳みみ障ざわりな音が響いた。

「え？　あ、ごめん、ごめんね、ソフィー。えっと……」

　シュンは胸から魔導端末を取り出そうとして手を滑すべらせ、床ゆかに叩たたきつけられる直前に空中キャッチ、また手から端末が飛び出して──そんな曲芸じみた行動をした。

「えっと、その、あぁ、あのね、ソフィー。これはね……」

　あたふたと言い訳がましいことを言おうとするシュンを見て、ふっと、ソフィーは、別の意味で安あん堵どした。ひどい話だが、そうやってあたふたしているほうが、ソフィーの知るシュンらしい、と思ったからだ。
















「いいですよ、兄さん。私のことは気にせず、どうぞ出てください」

「ごめんね、ソフィー」

　謝りながら、シュンは端末を耳元に当てた。相手が誰であるかは、表示された名前ですでにわかっていた。

「あ、リュリシアさん？」

『えぇ、シュン。お久しぶりですわ……溜たまっていた仕事が終わって、数日ぶりに少し自由な時間ができましたの。今お話ししても、よろしくて？』

　なつかしい親友、リリィの声──シュンは、かたわらのソフィーの顔をうかがいながらあたふたしていた。

　妹と二人っきりの時間を続けたいと思う反面、リュリシアからの通話も大切にしたいと思ったのだ。なにしろリュリシアは来年ジュヴレーヌの国王に即そく位いするということで、今までと比べものにならないくらい忙いそがしい毎日を過ごしていることはシュンだって知っている。この通話だって、本当に、わずかな自由時間の合間にわざわざ連れん絡らくしてきてくれたのだろう。それを無む碍げにすることなど、できるはずがなかった。

「えっと……アンジュさんとは、話さなくていいの？」

『アンジュとは先に話しましたわ。今は……その……あなたの声が聞きたい気分ですのよ、シュン』

　シュンを愛称で呼んでくれるリュリシア。そんな言葉を聞かされたら、シュンも逃にげ場はなかった。

「あぁ、うん、そうだね……少し話そうか」

　しゃべりながらソフィーに謝ろうとして──シュンは、硬こう直ちよくした。なぜなら、先ほどまでシュンに甘えてじゃれついてきていたソフィーの顔が、今はまるで親の仇かたきでも見つけたかのような顔になっていたからだ。

（ソフィー、どうしたの？　なにか怒おこっている？）（別に）──視線で意思疎そ通つうしてみるが、シュンには、なぜソフィーがこんな怒り出したのか、さっぱりわからなかった。

『どうかなさいましたの、シュン？』

「え、あ、いや、その……」

　シュンがわたわたしていると、そのシュンの肩かたをソフィーが摑つかんだ。

「おやすみなさい、兄さん。今夜はとても楽しかったです」

　ちゅっ──ソフィーのつややかなクチビルがシュンの頰ほおにふれ、音が響ひびいた。えっとシュンが硬直すると、ソフィーは、おやすみのキスです、と平然と答え、立ちつくすシュンを残して部屋から出ていった。

『シュ、シュン、どういうことですの！　今、ソフィー卿の声が聞こえましたわよ！　ここここ、こんな時間になんで一緒に……そ、そそそそれに、一緒に聞こえた音、今のはなんですの！』

　耳元の端末から響く声で我に返ったシュン……結局リュリシアの誤解を解くために、その日も睡すい眠みん時じ間かんを削けずる結果となってしまった。







　エシュヌ教国──バーガント大陸の中心付近に位置する宗教国家。シュンたちが向かう目的の国である。

　渦か中ちゆうの国では現在、シュンたちの知らぬ場所で、大きな動きが起きようとしていた。

「反乱軍どもめ、ついにここまできたか！」

　そう叫さけんだのは一人の聖騎士──エシュヌ教国では正規軍の騎士を聖騎士と呼こ称しようしている──である。

　彼らが現在いる場所は、教国の首都である聖地ヴィヴァンから北北西に進んだところにある街、イェルクであった。

　教国は内陸の国であり、その国土の多くが山林に覆おおわれた土地である。そのため、街は山のわずかな切れ目、山に囲まれた盆ぼん地ちなどで発展していた。

　イェルクは、聖地に続く道の途と中ちゆうで発展した街である。

　現在その街を攻せめ落とすべく、軍勢が目前に迫せまっている状じよう況きようだった。それは反乱軍──シュンたちが新教徒と呼ぶ者たちの軍勢である。

　街を包囲しつつある軍勢は、圧あつ倒とう的だった。盆地を埋うめ尽つくすだけの数、目測で数万以上の兵力が集結している。それに対し、街を守る兵力は数千人程度しかいない。

　教皇軍の指揮官である聖騎士は、城じよう壁へきの上から状況を確認しながら歯がみしていた。

「えぇい、他の守備隊はなにをしている！　敵をむざむざこの聖地の鼻先まで素す通どおりさせたのか！」

「いえ、応戦はしましたが、全ぜん滅めつしたようです」

「増ぞう援えんはどうした！　聖地に要よう請せいはしたはずだぞ！」

「これ以上の増援は厳しい状況です。聖地を護まもる兵力がなくなってしまうそうで……」

「バカめ。どっちみちここを抜ぬかれたら、聖地は丸まる裸はだかも同然になるのだぞ！」

　部下から聞こえる報告は、どれも状況が絶望的だと教えるものばかりだった。新教徒を名乗る反乱軍は、すでに兵力で正規軍を上回っていた。各地の戦線で教皇軍は連戦連敗、ついに本ほん拠きよ地ちである聖地の目前まで攻め込まれてしまったという状況だ。

　圧倒的な戦力差で、敵は街を包囲しつつある。街は大型魔ま獣じゆうを警けい戒かいして周囲を城壁で囲っているものの、この戦力差では籠ろう城じようしても長持ちしないだろう。指揮官は、歯がみしながらも、打開策を探し続けた。

「報告です！　カステル卿きよう、到とう着ちやくされました！」

「カステル卿!?　まさかあのお方が直じき々じきに動いたというのか!?」

「……どうやら、状況はあまりかんばしくないようだな」

　街を囲む城壁の上に、ノソリ、大きな人ひと影かげが現れた。

　大きい。周囲にいる騎き士しと比ひ較かくしても、頭一つ抜きん出るような長身。かなりの年配らしく、浅黒い肌はだにはふかいシワが刻まれている。身につける白銀の鎧よろいは、教皇直属の聖騎士団所属の証あかし。大きく湾わん曲きよくした立派な口ひげをはやしており、片手でそのヒゲをなでながら、その老人は城壁の外の様子をながめた。

　指揮官は驚きと共に敬礼で老人を迎むかえた。この老人がくるとは予想していなかった──ある意味、この国で最も有名な人物なのだ。

「カステル卿。まさか御おん身みが直々に動かれるとは、思いもしませんでした」

「そうさな。わたしはとっくに隠いん居きよした身だ。だが、祖国の危機という状況では、この老骨いつでも現役に戻もどろう」

　カステル・サン・ロレンツィ──聖騎士団の団長を二十年近く勤めあげた歴戦の戦士にして、八大英えい雄ゆうの一角に数えられる人物である。

　英雄とはいえ、すでに引退した人物を呼ばねばならぬほどこの国は追い込まれてしまったのか、と指揮官は内心で歯がみした。だが、同時にたのもしくもあった。老おいたとはいえ、英雄と呼ばれるカステルの実力を、指揮官はよく知っていたからだ。

「まぁよい。わたしが前に出よう。ヌシらは、後からついてこい」

　カステルは城壁のへりに足をかけ、身を乗り出した。さすがに、え、と指揮官も息を吞のむ。魔獣を防ぐための城壁は、六階建ての建物よりもさらに高いのだ。

「お待ちください、カステル卿！　あなたの実力は存じていますが、敵は多勢です！　あなたほどのお方が先せん陣じんにたつ必要は……」

「わたしには神の加護がある」

　カステルはきっぱりと断言した。それは確信のこもった言葉だった。

「生を享うけて六十余年。この身は信しん仰こうのために捧ささげてきた。今こそ神に弓引く反逆者どもに、聖なる鉄てつ槌ついをくださん！」

　雄お叫たけびをあげながらカステルは剣けんを抜き、城壁から飛び出した。

　重力に引かれるまま落下するカステル。カステルは落下の勢いのままに、全身をそらしながら、満身の力で手の剣を地面へと叩きつけた。

　爆ばく発はつ、衝しよう撃げき、轟ごう音おん──それはまるで隕いん石せきの落下だった。次の瞬しゆん間かん、地面が砕くだけ、一直線にのびた爆発が街へと迫る反乱軍に直撃。その衝撃波によって、無数の兵士たちが木の葉のように吹ふっ飛とばされていった。

「ヌゥゥリャァァァァァァァァァッッッ!!」

　続いて、カステル自身が弾だん丸がんのような勢いで反乱軍に正面から突つっ込こんでいった。たちまち敵の兵士が散り散りとなる。カステルが手の剣を振ふるう度たびに、数十人単位の兵士たちが弾はじきとばされていった。

「す、すごい……なんだ、あの強さ、圧倒的じゃないか」

　カステルの並外れた実力を見せつけられ、街の聖騎士たちは息を吞んでいた。

「当たり前だ。カステル卿は戦場においては鬼き神しんの強さと謳うたわれたおかただぞ。三十年前の北方侵しん略りやく戦争では、剣聖ヴァント卿、大騎士ペルデ卿に並ぶ八大英雄と讃たたえられ、人類史上最も多くの魔族を倒たおしたといわれる英雄だ──城門を開けろ！　全軍突とつ撃げき！　籠城はやめだ！　カステル卿に続け！　反乱軍を一気に殲せん滅めつする！」

　指揮官の号令に、沸わき立つ教皇軍。カステルの圧倒的な強さが、絶望に包まれた兵士たちに活力を与あたえたのである。

　カステルはそんな背後の様子など気にしない。戦場においては、ただ周囲の敵を倒す、それだけがカステルの使命だった。

「反逆者どもの、指揮官はどこだっ！」

　鬼おにのような形相で叫ぶカステル。ヒッと、周囲の兵士たちはあまりの迫はく力りよくに恐おそれおののき、武器を投げ出して、我先に逃げようとしていた。

「敵前逃とう亡ぼうをするような軟なん弱じやくものが、戦場に立つな！」

　そんな相手も容よう赦しやなく斬きり捨てるカステル。彼には、赦ゆるせなかった。覚かく悟ごもなく戦う者が、その程度の覚悟で祖国をうらぎった者たちが、彼の信仰を汚けがす全ての者が、絶対に赦せなかった。

『どけ、お前たち』

　うなるような声が響いた。見ると、反乱軍の中央に、一ひと際きわ大きな人影が見えた。

　カステル自身かなり大おお柄がらなほうだが、相手はそのカステルよりもさらに一回り以上大きい。まさに巨きよ人じん。全身を漆しつ黒こくの鎧で包んだ、不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出す相手だった。

　周囲の兵士たちはあわててその巨人の周囲から離はなれていく──戦場の中に、兵士の切れ目ができた。その切れ目の中で、カステルは漆黒の巨人と対たい峙じしていた。

「貴様が指揮官か！　いざ勝負！」

『うるせぇぞ、老いぼれ。そんなに死にてぇなら、ぶっ殺してやる』

　ゴキッ、ゴキッ、巨人が手首をならしながら前に出る──次の瞬間、バンッ、巨人の腕うでが、カステルを叩たたきつぶそうと、地面を殴なぐった。瞬間、地面が爆発するようにえぐれとんだ。恐ろしい怪かい力りき。直撃すれば、人間の体など一ひと溜たまりもないだろう。

　だがカステルはその攻こう撃げきを、余よ裕ゆうを持って回かい避ひしていた──なんだ、と内心でつぶやくカステル。どんな実力者かと思ったが、今の動きだけでわかった。相手は体が大きいだけのでくの坊ぼう。腕わん力りよくには多少の自信があるようだが、動きは鈍にぶく、その程度ではカステルに遠くおよばない。

「そのクビ、もらった！」

　カステルの剣が、巨人の首にすいこまれるように一いつ閃せんし──

　戦場の勝敗は、それで決定した。








第二章　新教徒と巨きよ人じんと聖女









　列車内での生活も二日目となり──シュンたちはついに目的の国、エシュヌ教国の国境を越こえた。

「目的地である聖地まで、あと少しですね」

　と、ソフィーが説明してくれる。シュンはそうなんだ、と相づちをうちながら窓から見える異国の風景に目を走らせていた。

　教国は見たところ、緑の多い国のようだった。山が無数にあり、列車は先ほどから何度もトンネルをくぐりながら進んでいる。

　窓から眺ながめる景色はなるほど、ジュヴレーヌのものとはまた違ちがう文化が感じられた。山の間にみえる街の建物には、歴史を感じさせるものがいくつもある。また、街中には必ず大きなドーム状の建造物が目立つ場所に設置されていた。おそらくあれがコロネティア世遺教の教会にあたるのだろう。宗教関係の建造物が多かった。

　だがそれ以外にも、白い煙けむりを吐はき出す煙えん突とつが伸のびる工場らしき建物も何個か散見できた。山の多い国土ながら、エシュヌ教国は工業国でもあると騎士学園で学んだ気がする。魔ま導どう工学が比ひ較かく的てき発達しているのだ。

「──まもなく教国の首都、聖地ヴィヴァンに到着します」

「やっとだね。楽しみだな～」

「観光に来たのではないのですよ！　もっと真ま面じ目めにしなさい！」

　シュンが気楽な声を出すと、すかさずアンジュから厳しい𠮟しつ責せきが飛んできた。ごめんね、と素直に謝るシュン。

「でもさ、あんまり肩かた肘ひじ張はってると緊きん張ちようしすぎで逆に失敗しちゃうかもよ？」

「あなたと一いつ緒しよにしないでください」

　ニベもない返事だ。ここのところ毎日顔をつきあわせて打ち合わせをしてきたアンジュだが、シュンとの距離は縮まるどころかますます離れている気がした。シュンとしては、仲間としてもうちょっと仲よくしたいのだが……

　宣言通り、しばらくの後列車は停車。シュンたちは駅へと降りたった。二日ぶりの固い地面。ずっと列車の振しん動どうの上だったので、なんだか足の裏の感覚に違い和わ感があった。

　駅は、シュンたち使節団が来るため、それ専用のホームを用意してくれているようだ。他の客などは見あたらず、広い構内はガランとしていた。

　見ると、駅の壁へき面めんいっぱいになにかの絵が描かいてある。なにか、昔の服装をした人が何人も並んだ壁へき画がだった。

　さらに窓まど越ごしに駅の外が見えるのだが、そこにも大きな建造物が見えた。ジュヴレーヌの王宮とは全く違う雰囲気で、教会をいくつも重ねたような形だ。十文字型の意い匠しようがちりばめられた、荘そう厳ごんな雰囲気の宗教建築である。なるほど、聖地と呼ばれるだけあって、それらしい雰囲気があった。

　内乱の真っ最中という話だったので少し不安だったのだが、見たところ、戦せん闘とうが起こっている様子はない。列車から見えた景色の中でも、それらしいものは見あたらなかった。もっとも、鉄道のすぐ近くで戦闘が行われていたら、列車はとても走れないだろうが。

「使節団のかたがたですね？　お待ちしておりました。エシュヌ教国大使館主席公使、ロッシュ・モザルトと申します」

　と、出で迎むかえらしき人物がすぐにやってきてくれた。ジュヴレーヌ王国の騎士の制服を着た中年の男性だ。白髪しらが交まじりの髪かみは丁てい寧ねいになでつけられており、制服も豪ごう華かでシワ一つない。貫かん禄ろくある大人の男性が、自分よりはるかに若いアンジュやシュンたちに向かって丁寧に頭を下げて挨あい拶さつをしてきた。リュリシアと一緒にいるとこういうことはよくあったけれど、よくよく考えるとシュンのような若造に年配の騎き士しが頭を下げるというのはけっこうおかしなことだった。

「到とう着ちやくをお待ちいたしておりました。先日、教国内で大きな動きがありました。そのために状じよう況きようがみなさまの出発時より、切せつ迫ぱくしております」

「なにがあったのですか？」

「はい、できれば早く連れん絡らくしたかったのですが、戦闘の影えい響きようで〈魔ス元ク素レ〉が乱れ、列車との通信ができなかったのです。申し訳ありません」

　出迎えた騎士、ロッシュはいかにも困った、という表情を作っている。どうやら、あまりよくないことが起こったようだ。

「いったいなにが起こったのですか？」

「新教徒軍──いえ、教皇猊げい下かは反乱軍と呼んでいますが、その反乱軍と教皇軍が、この聖地のすぐ近くの街、イェルクでぶつかり、その戦いでカステル卿きようが討うち死にされたのです」

「カステル？」

「まさか、カステル・サン・ロレンツィ卿のことですか!?」

　ソフィーが驚おどろいている。シュンは、記き憶おくを手た繰ぐってみた。そういえば、アンジュたちとまとめた資料の中にそんな名前があった気がする。たしか……

「もしかして、八大英えい雄ゆうの？」

「そうです。簡単にいえば、ヴァント卿やペルデ卿と同程度の実力を持つ騎士です」

　うわ、とシュンは顔をしかめた。ヴァントもペルデも、直接対峙したシュンだからこそよく知っている。戦争世代の騎士、特に八大英雄と呼ばれる騎士は、根本的に強さの次元が違う。若手の騎士が何百人集まっても、あの老人たちには絶対に勝てない、それくらいの差があるのだ。

「カステル卿の死亡で動どう揺ようした教皇軍は惨ざん敗ぱい。新教徒軍は勢いづき、もはやこの聖地からは、山を一つ越えた位置にまで迫せまっています。つまり、この聖地がいつ攻せめ込まれてもおかしくはない状況です」

「……それって、やばくない？」

「はっきり言えば、教皇軍の敗北は時間の問題です」

　とてもではないが、こんな状況ではジュヴレーヌの援えん軍ぐんは間に合わない。エフィも、援軍の準備に数週間は必要だと言っていた。時間稼かせぎの交こう渉しようにシュンたちがわざわざ来たのに、一歩遅おそかった、という状況だった。

「これまでの状況は資料にまとめておきました」

　と、ロッシュがシュンたちに書類をくばってくれた。用意がいいのは助かるが、状況的にのんびり資料を読んでいるヒマはない。

「いかがしますか、アンジュ卿」

　ソフィーが、アンジュを見る。さすがのアンジュも突とつ然ぜんの事態に、どうすべきか悩なやんでいる様子だった。駅にいるジュヴレーヌの関係者全員が、アンジュに注目していた。

「今回の使節団の団長は、あなたです。最終決定はあなたの仕事です。いかがしますか？」

「……教皇猊下は、どうなさっているのですか？」

「ジュヴレーヌの援軍はまだかまだかと、何度も催さい促そくされております」

　ロッシュが言いづらそうに告げた。

「正直、かなり追い詰つめられていますな。今はもう、ワラにもすがる思いなのではないかと思われます」

「そういうことならば、教皇猊下に謁えつ見けんの申し出を。どちらにせよ、それが当初の目的です。それにこの状況ならば、教皇猊下も早く会ってくれるでしょう」

「はい、この状況で訪おとずれる客は少ないでしょうし、おそらくすぐに会えると思います」

　というわけで到着早々シュンたちは一息つく間もなく、慌あわただしく教皇に会いにいくことになった。




　駅からも見えた巨きよ大だいな宗教建築、シュンの予想通り、そこがコロネティア世遺教の総本山、ラ・ロマネティ大聖堂だった。シュンたちは早さつ速そく大聖堂に行き、教皇への謁見を申しん請せい。相手も待っていたという情報通り、すぐさま謁見の許可が出た。

　広い部屋である。ジュヴレーヌ王国の王宮にある謁見の間と同じくらいだろうか。ただ、こちらは壁かべや天てん井じように複雑な彫ちよう刻こくと絵画がほどこされており、歴史の重みを感じさせる造りになっていた。

　その正面には大きな祭さい壇だんがしつらえられており、祭壇の前に一ひと際きわ大きなイスが設置されていた。そしてそのイスに座る人物がいる。おそらくは教皇本人だ。そして教皇は、女性だった。

　白くゆったりとした祭服を着た大人の女性。年ねん齢れいは──よくわからない。透すけるような白い肌はだは若々しくも見えるし、貫禄たっぷりにイスに座るその姿からは年季が感じられる。二十代と言われても納なつ得とくできるし、四十代と言われてもなんとなくうなずけてしまうような、そんな不思議な雰ふん囲い気きが教皇からは感じられた。

　教皇は頭に金色の宝ほう冠かんをつけており、そこから白に近い灰色の髪がこぼれている。全体的に色素の薄うすい女性だった。

　彼女こそが現教皇カルミナ二世。教国の政治的、宗教的指導者だった。

　シュンたちは教皇の前でひざをつき、まずはアイサツをする──はずだった。だが、教皇はこちらのアイサツを遮さえぎるように頭をふった。

『イエル・ナス・イェル、ミヒャル・フォゥ・エスト……』

　教皇の口から落ちついた、だが広間全体によく通る声が漏もれた。その言葉は、シュンにとっては馴な染じみのない言語だった。これはエシュヌ語。教国で一いつ般ぱん的に使われている言語だ。

　シュンたちが普ふ段だん会話で使用している言葉は、シュレーヌ語と呼ばれる言葉、ジュヴレーヌ王国における公用語だ。

　バーガント大陸の東部と西部ではもともとの民族が違うため、話される言語についても、文法から発音、文字まで全くの別物だった。

　騎士学園では外国語も授業で学ぶが、どの国の言語を学ぶかは自由に選せん択たくできた。だが最近まで西方諸国との国交を重視していなかったジュヴレーヌ王国では、西方の言語を選択する生徒は少なかった。そのため、シュンもアンジュもソフィーも、エシュヌ語は学園で学んでいない。

　アンジュとソフィーは実は西方共通語を少し使えるそうだが、共通語は主に公用文書に使用される言葉なので、日常会話ではあまり役に立たない。

　もちろん今回の使節団では、補ほ佐さに同時通訳ができる人物が同行してきてくれていた。

「頭を上げなさい、と猊下がおっしゃっています」

　と、メンバーの通訳が、そのようにシュンたちに告げる。言われて、シュンたちは頭を上げ、立ち上がった。

　見ると、教皇の座る席の隣となりにも、祭服をきた中年男性が立っており、教皇に向かってなにごとかを話している。おそらくあれが、あちらの通訳なのだろう。こういう状況の中にいると、シュンは改めて異国にきたのだな、と実感できた。

　教皇はシュンたちに向かってなにごとかを告げてくる。落ちついた雰囲気の女性だが、口から出る言葉はかなり早口だった。状況的に、焦あせっているのかもしれない。通訳がすぐさま、教皇の言葉を伝えてくれた。

『今は一刻をあらそう事態です。余計な挨あい拶さつはいりません。それで、ジュヴレーヌ王国はいつ我々を救きゆう援えんしてくれるのですか？　まさか、救援はあなたたちだけなのですか？』

「いいえ、我々だけではありません。我が国は十万の軍勢をただちに動かす準備ができています」

　アンジュが代表して答える。その言葉を、向こうの通訳が教皇に伝える。

「ですが、到着には今少しの時間が必要……」

　ダンッ──教皇が強く足あし踏ぶみをした。

『それでは遅すぎます。あなたがたはその程度のこともわからないのですか？』

「なにぶん、我が国と教国の間は離はなれていますので、どうしても時間が……」

『あなたがたが一日遅おくれる度たびに、我が国の信徒が何人戦せん渦かにまきこまれ、命を落としているかわかっているのですか？　わらわは先々週から助けを求めています。なのにあなたがたがようやく到着したのは今日になって、この上まだ待てというのですか？　ジュヴレーヌは聖地が灰かい燼じんに帰きしたあとに観光旅行でもするつもりなのですか？』

　教皇からの、厳しい言葉。その言葉は正論だ。だが、シュンたちだって、今はどうしようもない。シュンたちが努力をしても、援軍の到着は早まらないのだ。

「準備はすでに整っています。ですがなにぶん、我が国と貴国の間は離れています。間にある国々との関係調整には今しばらくの時間が必要でして……」

『あなたがたは、なんのためにこの国へ来たのですか？　ただ待って欲しいと繰くり返すことしかできないのですか？　そんな言い訳をするヒマがあったら、一秒でも早く援軍を送る努力をすべきではありませんか？』

「わたしたちがこうしている間も、本国では援軍を送り出せるように準備をすすめています」

『どういうことですか!?』

　ダンッ──教皇が立ち上がった。教皇の細いマユがつり上がり、まっすぐアンジュを見み据すえている。言葉はわからなくても、明らかに怒おこっていることがわかる状態だった。

　一方のアンジュは表面上はいつも通りだが、よくよく見れば、顔中に玉のような汗あせが浮うかび上がっていた。いかにアンジュが優等生だったとしても、ついこの前まで学生だった身だ。それがいきなりこんな、国家の元首を相手に交渉をするなど、本来なら無茶ぶりもいいところ、緊きん張ちようして当然の状況だった。

『そなたは先ほど、準備はできていると言ったはずではないですか!?　なのに今度は、準備を進めている状態だという。どういうことですか！　ジュヴレーヌは、本気でわらわたちを救援する気があるのですか!?』

「それは、許可さえあればいつでも出発できる状態だということです。教国へ向かうには、間にある国々の通行許可が必要なので、そちらの準備を現在進めているところでして……」

『もうけっこう、そなたとの会話はもう十分です。これ以上話しても時間の無む駄だです、下がりなさい』

「いえ、猊げい下か。どうか、お話を聞いてください。我々は……」

　アンジュは熱心に答弁を繰り返すが、二人の話し合いは平行線だった。シュンがチラリと、味方の陣じん営えいを振ふりかえると、ソフィーが難しい顔をしている。ミュスカやロッシュなど、他のメンバーは通訳以外みな硬かたい表情で押し黙だまっており、なにかをしゃべろうとする様子はない。たぶんエフィから命令されているのだろう。今回の交渉では、余計な口出しをせず、全すべてシュンとソフィー、アンジュたちに任せるようにと。つまり、他の大人たちの助けは期待できないというわけだ。

　シュンたちのやるべきことは、教皇から時間を引き出すこと。だが、教皇は追い詰められ、待つ余よ裕ゆうはないという状じよう況きよう。もはや任務の達成は不可能といえる。

　しかし──シュンは、考えた。エフィは、この交渉の結果でシュンたちの能力を判断しようとしている。教皇と話して、怒らせて帰ってきました、などという結果ではどう考えてもマズイ。なんとか交渉の糸口をつかまないと……

『……そちらにいる者。そなたは先ほどから、なにかを言いたそうですね』

　シュンの表情に目をとめた教皇が、すっとシュンを指さした。

『言いたいことがあるのなら、言ってみなさい』

「教皇猊下、今少し……」

『あなたとの会話はもう十分だと言ったはずです。お下がりなさい』

　食い下がるアンジュを、教皇は拒きよ絶ぜつした。完全に怒らせてしまったのだろう、アンジュは、がっくりと肩かたを落としていた。

『そなた、少し近づきなさい』

　と、教皇がシュンを手招きした。どういうことだろう？　よくわからないけれど、シュンは命令されるまま、教皇の座るイスへと数歩近づいた。

『そなたの顔には見覚えがあります……なるほど、そなたがシュナブラン・ノーブ・ハーベストですか』

「ボクを、知っているんですか？」

『ジュヴレーヌに潜せん伏ぷくする魔族を倒たおしたというウワサは、わらわも聞いています』

　こんなジュヴレーヌから遠い国のえらい人にまで自分の顔と名前が知られているとは、シュンはなんとなくムズがゆいような、妙みような気分になった。

『それで、そなたはなにか、言いたいことがあるのですか？』

「えっと……その、もう少しだけ、待ってもらえないでしょうか？　少し時間をもらえれば、きっと事態を改善して……」

『もうけっこう、うんざりです』

　目を閉じ、教皇は頭かぶりを振った。

『誰だれも彼もがこのどうしようもない状況下でただ待てと繰り返すばかり──ジュヴレーヌの態度はわかりました。そなたらが、わらわたちを助ける気など毛頭ないということも』

「それは誤解です、教皇猊下！」

「誤解？　わらわはガマンしてそなたらと会ってみましたが、この会話にいったいどれだけの価値があったのですか」

　教皇の言葉が直接シュンたちの耳に響ひびいた──今、教皇の話した言葉はシュレーヌ語、ジュヴレーヌの言葉だったのだ。

「正直に言えば、そなたたちの弁明は見苦しいとしか言えません。中身のない言葉を並べてただ待てと繰り返すばかり、まさに子供の使いも同然、外交のなんたるかを理解していません」

　流りゆう暢ちようなシュレーヌ語で、教皇は辛しんらつな言葉を吐はいた。

「しかも、どんな人物がくるかと思っていれば、見習い同然の子供がくるとは、わらわたちも甘く見られたものです。そもそも、わらわとの交こう渉しように来た者が、相手の国の言葉もロクに話せないとはどういうことですか？」

「それは……」

　口ごもるアンジュ。教皇の言葉は正論だったからこそ、反論できなかった。

「ジュヴレーヌの態度はわかりました。わらわたちはこの後、背信者たちの手によって滅めつ亡ぼうするかもしれません。ですが、忘れないことですね。そなたらに神の恩おん寵ちようは未来永えい劫ごう、決して訪おとずれません──たとえ、わらわたちが滅ほろびようと、世界中にいるコロネティアの信徒は消えません。信徒たちは決してこの先、ジュヴレーヌの仕打ちを忘れないでしょう」

　教皇は立ち上がると、そのまま立ち去っていく。待ってください、とアンジュが呼び止めるが、教皇は足を止めない。交渉は結局、最悪の結果で終わってしまった──かに思えた。

『少々お待ちウイリア・スベルくださいタレ・アンポ、教皇猊下ユリア・サントル』

　と、言ったのはシュンである。シュンはゆっくりと、だが聞き取りやすい口調で告げた。

『交渉は終わっていません。それに、外交をわかっていないのはお互たがい様ではないですか？』

　シュンが告げたのはエシュヌ語による言葉である。突とつ然ぜんシュンがこの国の言葉を話し始めたことに驚おどろき、室内に動どう揺ようが広まっていった。それはアンジュや、ジュヴレーヌの面々も同じだった。当然だ。シュンは今日まで、自分がこの言葉を話せることを黙っていたのだから。

『驚きましたね、魔族殺しの英えい雄ゆうよ。そなたはわらわと同じ言葉が話せたのですか』

『はい、今回の話し合いにそなえて、学んできました』

　シュンと教皇は、エシュヌ語での会話を続ける。アンジュやソフィーは驚きの表情でシュンを見つめている。ここからは、シュンの出番だった。

　怒いかりにまかせて去っていこうとした教皇だったが、シュンの言葉に興味を引かれたように祭さい壇だんの前へと戻もどってきた。

『そなたはなぜそのことを隠かくしていたのですか？　わらわをバカにしたいのですか？』

『いいえ、違ちがいます。ボクたちは、この国に交渉に来ました。それは、ボクたちの国の状況をあなたたちに正確に伝えるため、その知識と権限があるから、ボクたちは来ました。教皇猊下は、相手の言葉もわからないで交渉などはできないと言いました。確かにボクたちは、この国の言葉の専門家ではありません。だから通訳の人を用意しました』

　シュンは、背後の通訳の男性を指さす。

『交渉で、万が一にも、間違った言葉が相手に伝わってしまっては大変です。また、よほど外国語が上手でないと、会話にも時間がかかってしまいます。そういったわずかな危険性を避さけるためにも、ボクは、今まで自分の国の言葉で会話してきたのです。教皇猊下も、ご自身の通訳のかたを用意されていました。それは、ボクと同じ考え方だからなのではないですか？』

「……なるほど、そなたの言い分、理解しました。どうやら、そなたとなら多少はまともな交渉ができるようです」

　教皇は再度シュレーヌ語でつぶやき、祭壇の席に腰こしを下ろした。ついさっきまでその顔に静かな怒りを浮かべていたはずだったが、今は元通りのおだやかな表情に戻り、興味深げにシュンを見つめていた。

「そなたたちがあまりに未熟に見えたので、少し試ためすような態度を取ってしまいました。その点は謝罪します」

「いえいえ、ボクが未熟なのは事実ですから」

　シュンはいつもの調子で会話を続ける。シュンがあまりに平然としているから、すぐ近くで成りゆきを見守っているアンジュなどは、顔を赤くしたり青くしたりしていた。

「それで、そなたはどうするのですか？　また待って欲しいと、鸚鵡ペロケのように同じ言葉を繰くり返す気ですか？」

　少し皮肉っぽく言う教皇。シュンは、試されているな、と思った。

「交渉には必要なものがあります──それは、お互いの信しん頼らい関係です。互いの言葉を信用しないと、交渉は進みません」

「つまり、そなたを信用しろと？」

「はい、もう少し、待っていただけませんか、教皇猊下。少し時間をいただければ、事態が改善すると思います」

「改善？　今日か明日にもこの聖地に背教者たちが押しよせようとしているこの状況で、なにが改善されるというのですか？」

「少しだけ待ってもらえれば──新教徒たちの進軍を、止めてみせます」

「なん、ですって？」

　シュンの口から出た言葉に、教皇ははじめて驚いたように目を見開いた。

「本気で言っているのですか？　これは、正式な交渉の場です。冗じよう談だんは通じませんよ」

「はい、ボクは本気です。少しだけ時間をもらえれば、ボクが新教徒たちを止めてみせます」

　教皇は、まっすぐシュンを見つめてきた。それはシュンの真意を推おし量る眼まな差ざしで、おだやかな表情とはうって変わった鋭するどい眼差しだった。さすが教皇。その眼力にはかなりの圧力があった。気の弱い人間だったら、その眼めで睨にらまれただけで隠し事ごとを洗いざらい白状してしまいそうな、そんな圧あつ迫ぱく感がシュンを襲おそう。

　だが──シュンは平然と教皇の視線を受け止め、むしろ挑いどむように見つめ返した。

　教皇は、世界中に存在するコロネティア世遺教の信者を束ねる存在。一方のシュンは、騎き士し学園の落ちこぼれ。腹芸ではシュンに勝ち目はない、はずだった。

　だが、この交渉の場でのシュンは堂々と会話し、変に気負ったり、緊きん張ちようしたそぶりもない。シュンがあまりにも平然としているものだから、その心の余よ裕ゆうはどこから来るのかと、教皇は先ほどから内心で様々な思案を巡めぐらせているのだ。

　シュン自身あまり自覚していないことだが、実は現在、シュンの数少ない長所が発揮されているのである。

　シュンの父親は人類の英雄〈天聖騎士エヴアンジル〉、母親は〈魔王コシユマル〉。姉と妹はあらゆる分野の天才たち。そんな家庭環かん境きようで十年以上、シュンは生きてきたわけである。はっきり言って、ヘタな国の国王などよりよっぽど偉えらくて怖こわい人たちと、毎日顔をつきあわせて生きてきたのだ。すなわち、シュンは、どんなに威い厳げんのある相手を前にしても、全く緊張することなく普ふ段だん通りの態度で接することができるのである。

　身も蓋ふたもない言い方をすれば空気が全く読めないだけだが、教皇との交渉の場においては、シュンのその堂々とした態度がプラスに働いたのである。

「なるほど、わかりました。そこまで豪ごう語ごするならば、やってみるといいでしょう」

　教皇がうなずいてみせる。シュンは頭を下げた。

「ありがとうございます」

「礼をいう必要はありません──そなたが成功するとは、正直信じていませんから」

　あっさりと告げる教皇。だがシュンは気にせずうなずいて見せた。

「大だい丈じよう夫ぶ、必ず成功させます──そのかわり、成功したときは、もう一度、ボクと会っていただけますか」

「えぇ、成功したのならば、もちろんかまいません」

　こうして、教皇との最初の交渉は終わったのである。







「シュナブランさん、さっきのあれはどういうことですか！」

　大聖堂を出て、シュンたちは車に乗って移動をすることにした。シュンとソフィーにアンジュが同じ車に乗り、運転手はミュスカという、ある意味いつものメンバーである。

　そして車の中で四人きりになるや、アンジュがさっそくシュンに詰つめ寄ってきたわけである。シュンはいつもどおり謝った。

「ゴメンね、ボク一人で話を進めちゃって」

「いえ、それはけっこうです。正直、わたしだけでは教皇猊げい下かを怒おこらせただけでしたし、どのみち反乱軍、いえ、新教徒軍との交渉は必要不可欠ですから」

　そう、教国に来るまでの準備期間の間にシュンたちは話し合い、方針はあらかじめ決定していた。

　エフィは教皇と交渉をして時間稼かせぎをしろと言った。だが、どんなにうまく話を進めたとしても、教皇が大人しく待ってくれるとは限らない。実際問題、状じよう況きよう的に待っていられない状態へと追い込まれている。

　エフィはシュンたちに言わなかったが、この国で時間稼ぎをするには、進しん攻こうしてくる新教徒軍の足止めが絶対に必要なのだ。つまり、シュンたちは教皇とだけではなく、新教徒との交渉も同時に進める必要があるのだ。

「ボクたちは教皇の味方をするつもりだし、援えん軍ぐんがそう遠くないうちにくるのも事実なんだよね。その事実を新教徒の人に会って、話せば、そう簡単に教皇を倒たおす、なんて考えたりはしないはずなんだよね」

「ジュヴレーヌが介かい入にゆうすれば、新教徒軍の勝利はなくなります。ならば連中は大急ぎで教皇を倒そうとするのではありませんか？」

「その可能性もあるね。けど、教皇さんを倒して、新教徒の人はその後どうするのかな？　コロネティア世遺教って、この国以外にも世界中に信者がいるんでしょ？　その人たちがみんな、新教徒に味方するのかな？」

「現政権である教皇に不満を持つものが新教徒です。現在この国では新教徒軍が優勢ですが、世界規模で考えると、教皇派もかなりいるはずですね。よってその場合、内乱が世界中に飛び火して世界規模の宗教戦争にまで発展するという最悪の事態もありえます」

　それだけは阻そ止ししなくてはなりません、とソフィー。それはシュンも同意見だ。

「結局は、新教徒のえらい人との交こう渉しよう次し第だいなんだよね……」

「それはその通りですが……それよりもシュナブランさん。あなたはなぜ、エシュヌ語が話せることを黙だまっていたのですか!?」

　アンジュが声を張り上げる。車を運転しながらミュスカもうなずいていた。

「そうね、あれはわたしも驚いたわ……シュナブラン君、どうして学園にいるときにエシュヌ語を選せん択たくしなかったのよ！　そうすれば少しは成績もマトモになっていたのに……」

「別にあなたが会話できること自体は問題ないのですが、なぜ話せないなどとウソをついてまで隠していたのですか!?」

「ウソじゃないよ。話せなかったのは本当だよ、最近までね」

　シュンは、資料を手に取った。それは新教徒軍の動きについてまとめた資料で、ロッシュがまとめてくれたものである。ようやく落ちついて読む時間ができた。シュンは、それを読みながらアンジュの質問にも答えた。

「ボクらはこの国に交渉にきたわけでしょ？　なのにこの国の言葉が話せないなんて、騎士が戦争にいくのに剣けんを持っていかないようなものだよね？　だから先週から、毎日言葉の勉強をしておいたんだ」

「一週間かそこらであれだけの会話ができるようになったのですか!?」

「いやぁ、さすがにできないよ。必死に勉強はしたけど、この国の人の言葉はだいたい半分くらいしかわからないね。けど教皇さんは発音がすごくキレイだったから聞き取りやすかったよ」

「ですが、兄さんの話すエシュヌ語は、発音も正確で、教皇猊下も認めるほど実用レベルのものでした。とても一週間やそこら勉強した程度で身につけられるものではないはずですが……」

　と、ソフィー。シュンと付き合いの長い彼女でも、にわかには信じがたい事実だったのである。シュンは、資料を読みながら肩かたをすくめた。

「結局のところボクってさ、自分のためになにか努力をしても、あまり結果が出ないんだよね。けど、ボクの大切な人、家族のためだったら、それこそなんだってできるような気がするんだ──今回のことも、ボクが言葉を覚えなかったら、一いつ緒しよに来るソフィーの身が危なくなるんじゃないかって考えたら、すごく簡単に言葉を覚えられたんだ」

「兄さん……」

　面と向かってそんなことを言われて、ソフィーは少し顔を赤らめた。

「もちろんアンジュさんも、危険な目にあわせたくないよ」

「そんな、とってつけたように言われても嬉うれしくありません！」

　ツンと、そっぽを向くアンジュ。怒らせてしまったか。

「あ、もちろんミュスカ先生も」

「お世辞はいらないわよ」

　ミュスカは大人らしく、冷静に受け流してくる。シュンは資料をめくる手は止めないまま、会話を続けた。

「それに、すごいのはボクじゃなくて、ボクの妹だからね」

「ソフィー卿きようが？」

「違ちがうよ、この場合はボクの妹のクロ。アンジュさんもこの前会ったでしょ？」

「えぇ、あのかわいらしい妹さんですね」

「クロって、実は頭がよくて、外国語を七十種類くらい話せるらしいんだよね」

「……バーガント大陸には、現在二十カ国ほどしかないのですが……」

「今はなくなった昔の言葉とか、地域ごとの方言とかいろいろ入れて七十個くらいらしいよ。そのうち三十種類の言葉は同時通訳できるレベルらしいよ。残りの言葉も日常会話と翻ほん訳やく作業程度は問題ないって」

　クロロは十歳の子供である。そんなことができる人間がいるのかと、アンジュは目をむいた。

「そのクロに頼たのんで、エシュヌ語を教えてもらったんだ。一週間足らずしか時間がなかったけど、端末があればクロとはいつでも会話できるから、それでつきっきりで教えてもらったんだ。さっきの教皇さんとの会話もね、クロが、交渉の場で使う可能性の高い言葉っていうのをまとめてくれて、それをおぼえておいただけだよ。あんなにうまくできるとは、自分でもちょっと驚おどろいたけどね」

「……すごい、ですね」

「だから言ったでしょ。ボクはすごくないよ。すごいのはクロだから」

　文句を言いながらシュンに付き合ってくれたクロは、すごく教え方も上手で覚えやすかったし、実際に教皇との交渉では役に立った。

「クロロを基準にするのは色々問題があると思いますがね」

　妹の実力を知っているソフィーが苦く笑しようする。

「いえ、待ってください、シュナブランさん」

　アンジュは、なにかにハッと気づいたような顔になった。

「それではあなたは先週から、昼間はわたしたちと打ち合わせをしつつ、一人になったら教国の資料をまとめて暗記してさらにはエシュヌ語も覚えていたと、そういうことですか？」

「うん、おかげで最近あまり寝ねてないんだよね」

　なんでもないように告げるシュン。いつも通りにヘラヘラ笑っているせいで、疲つかれているようには見えない。アンジュは、かたわらの同級生に初めて明確な畏い怖ふを覚えた。

「……あなたの努力は認めましょう。ですが、出発当日に遅ち刻こくしていい理由にはなりませんよ」

「うん、遅刻のことはゴメンね、ついうっかりウトウトしちゃって……」

　パラパラ、資料をめくり終わったシュンは、終わった、とつぶやいた。

「うん、新教徒の情報はだいたいわかったね。おおむね予想通りかな」

「わかったって……もう読み終えたのですか!?」

　再度アンジュが驚きよう愕がくする。ロッシュの用意してくれた資料は、本数冊分くらいはある。

「うん」

　あっさりうなずくシュン。シュンは会話しながら流し読んでいたようにしか見えない。アンジュだって、まだ冒ぼう頭とうに目を通した程度だというのに……

「シュナブランさん、あなた、本当にもう読んで、理解できたのですか？」

「うん、なんか、不思議なんだよね。前はさ、教科書とか、何回読んでもなかなかおぼえられなかったんだけどさ、最近はなんていうか、たいていの本は一回見たら簡単におぼえられるんだよね、どんどん頭に入ってくる感じで……」

「なんで、どうしてその実力をもっと早く発揮してくれなかったのよ！」

　と、叫さけんだのは運転中のミュスカである。ミュスカは半分涙なみだ目めでシュンのことを睨にらんでいた。

「その力をもうちょっと早く発揮してくれていれば、学園で、わたしの胃に穴があくこともなかったのに……うっ、また胃が……」

　いつもどおり、豊かな胸元を押さえるミュスカ。

「おかしいわよね……教え子であるシュナブラン君が成長してくれたこと、嬉しいはずなのに……なんでこんなに涙が止まらないのかしら？」

「あの、ミュスカ卿。運転中は危険ですから、前を向いてください」

　と、ソフィーがハンカチでミュスカの涙をぬぐってフォローしていた。

「自分でもよくわからないけど、最近ようやく効率のいい勉強のやり方が理解できたってことかな？」

　シュンは適当に言う。実際自分でもわからないのだから、適当なことを言うしかないのだ。

　シュンは自覚していないが、これは《滅神咒具エスカトロイ》の影えい響きようである。《凱旋門兜ドウリオンフ》を身につけているわけではないが、《滅神咒具エスカトロイ》は顕けん在ざい化しなくとも、普ふ段だんから所有者にある程度の影響を及およぼすのである。

　シュンの《滅神咒具エスカトロイ》《凱旋門兜ドウリオンフ》は、ペルデとの決戦で設定が変へん更こうされた。

　現在のシュンの『敵』とは、『過去の自分』である。すなわち、シュンは常に『過去の自分』を乗り越こえる力を身につけたのだ。それは、常に進化し続けることに等しい能力である。

　以前のシュンは、なにもできない劣れつ等とう生だった。どんなに努力をしても《凱旋門兜ドウリオンフ》の副作用により、その力を発揮できなかった。すなわち、《凱旋門兜ドウリオンフ》はシュンの力を強制的に押さえつけるためにその力を発揮し続けていたのである。

　だがペルデとの戦いで、《滅神咒具エスカトロイ》の枷かせがはずされた結果、《凱旋門兜ドウリオンフ》は現在、余計なことに力を分散させることなくシュンを強化することに全力を注いでいる状態なのだ。結果、現在のシュンは、史上最低の劣等生と呼ばれたころからは考えられないほど、急激な速度で成長しているのであった。

「教皇さんの話を聞く前から考えていたけど、やっぱり新教徒軍にはリーダーがいるみたいだね」

「ですね」

　うなずくソフィー。アンジュは現在、必死にシュンの読んだ資料に眼めを走らせて、話題についていこうとしている。

「反乱とはいえ、無秩ちつ序じよな暴徒が発生しているだけならば、教皇軍の力で鎮ちん圧あつできたはずです。それができず、他国に救きゆう援えんを求めねばならないほど新教徒軍に力があるとなると、新教徒軍は文字通り、統とう率そつのとれた軍隊となっているはずです。すなわち、新教徒をまとめあげているリーダーの存在が不可欠です」

　新教徒──教皇一派から背信者と呼ばれる彼らは、現政権である教皇に反発し、団結した存在である。

　そしてその新教徒たちには核かくとなる人物がいることが明らかになっていた。

『暁輝の聖女オーブル・サント』──新教徒からは聖女と呼ばれる存在が、新教徒軍の中心にいるのである。

　聖女と呼ばれる以上は女性だとされているが、信者の前以外に姿を見せたことがないため、その正確な正体は不明。

　わかっていることは、絶大なカリスマ性によって新教徒たちをまとめあげ、扇せん動どうし、教皇と戦い続けている存在だということだ。

　つまり、シュンたちが会って交こう渉しようをするべき相手とは、その聖女である。




　シュンたち一行は聖地ヴィヴァンから移動した。車に乗って西に一刻ほど。聖地を囲む山を乗り越えたところでミュスカは車を止めた。

「この先に、新教徒軍が迫せまっているみたいね」

　ジュヴレーヌのメンバー全員が車から降りて、周囲の様子を確かく認にんした──斜しや面めんの向こう、山の間にある平原に、数万人規模で人が集まっているのが見えた。キラキラと光を反射しているのは武器や鎧よろいだろう。新教徒の紋もん章しようを掲かかげた旗が何本も立てられている。

「これ以上近づくと、向こうの斥せつ候こうに発見されてしまいますね」

　ソフィーが周囲の様子を見ながらつぶやく。戦いに来たわけではないので、あまりコソコソする必要はないのだけど……

「なんでこんなところで止まっているのかな？」

「状じよう況きよう的には新教徒の勝利はほぼ確定していますからね。平地で休息して英気を養った後、一気に聖地へ攻せめ込む算段ではないでしょうか？」

「……油断しているなら、奇き襲しゆうとかしたらいいんじゃないかな？」

「兄さん。戦う気なのですか？」

「いや、そんなことないよ。ボクらは交渉にきたんだもんね……あの中に聖女さんもいるのかな？」

「どうなのですか、ロッシュ卿？」

　この国の事情に詳くわしいロッシュが呼ばれたが、ロッシュは首をひねっていた。

「残念ですが、なんとも言えません。聖女の所在は、最後までつかめませんでしたから……ただ、危険な最前線に指導者が同行する可能性はあまり高くないかと」

「逆に決戦前の士気を高めるために姿を現す、という可能性もありますね」

　結局のところ、よくわからなかった。まぁそれはいい。

「じゃ、行こうか」

「お待ちなさい、シュナブランさん。なにか考えがあるのでしょうね？」

　アンジュが怪け訝げんな顔で呼び止める。シュンは、うなずいた。

「白旗を上げながら近づいて、聖女さんに会わせてくださいって言えばいいんじゃない？」

「そう簡単にうまくいくわけないでしょう！」

「ダメ？」

「最悪、新教徒たちにそのまま殺されますよ！」

「ジュヴレーヌから来た使者ですっていえば、話くらいは聞いてもらえると思うんだよね」

「それは相手が秩序立った軍隊である場合です。新教徒は正規軍ではありませんし、危険です」

　とはいっても、ここで見ているだけではどうしようもない。

「ロッシュ卿きよう、いかがです？」

　と、ソフィーがロッシュに尋たずねる。

「この国の事情にいちばん詳しいのはあなたです。なんとかして新教徒軍と連れん絡らくは取れませんか？」

「そうですな」

　うなずいてみせるロッシュ。

「わたしも一応、外交のプロです。大司教のかたをはじめ、いざというときに交渉を円えん滑かつに進めるコネはいくつかあります。新教徒勢力の人物とのパイプももちろん何本かありますが……それは間を仲ちゆう介かいする人物を通さねばならないので、今すぐというのは難しいですね。それに聖女は信者以外の前には現れないらしく、会える可能性は低いですな」

「う～ん、難しいな」

　とはいえ、教皇に大見み得えを切った以上、なんとかしなくてはならない。ロッシュのもつパイプを使うのも選せん択たく肢しではあるが、時間をかけていては新教徒が聖地に攻め込んでしまう。新教徒たちが足を止めているこのスキに相手に接せつ触しよくして、なんとか交渉しないと全すべては手て遅おくれになってしまう。

「待ってください。新教徒になにか動きがあります」

「なに？　もう動いたの？」

「いえ、あれは……」

　見ると、平原に展開した新教徒たち。向かって右みぎ端はしにいる兵士たちが、なにやら慌あわただしく動き、その動きが新教徒全体へと伝でん播ぱしていくのがシュンの位置からも確認できた。

「あ、なんか、向こうの山から出てきた」

「あれは……教皇軍の聖騎き士したちですか。兄さんが考えたとおり、奇襲をしかけたようですね」

「……二人とも、この距きよ離りでよく見えますね」

　シュンとソフィーが様子を眺ながめている横、アンジュは眼を必死に細めてその様子を眺めようとしていた。

「この距離だと正直、裸ら眼がんでは確認できないのですが」

「使う？　アンジュ卿」

　と、ミュスカがアンジュに双眼鏡ジユメルを手て渡わたした。アンジュはありがとうございます、と眼にそれを押し当てた。山に隠かくれていた教皇軍が、油断していた新教徒に対して奇襲をしかけたという状況で間ま違ちがいなさそうだ。距離が遠すぎて音は聞こえないが、激しい戦せん闘とうが繰くり広げられているようだ。

「奇襲はいいのですが……どう考えても数が少ないですね」

　見たところ、奇襲してきた教皇軍は、百人にも満たない程度の規模だった。近くの山林に隠れていたのだから、あまり数が多くては気づかれてしまうだろう。少人数なのは当然ではあるが、あの程度の数ではどんなにうまく奇襲したところで、新教徒に与あたえる被ひ害がいなどたかがしれている。

「なんであんなことをしたのかな？」

「わたしの見たところ、意地かしらね」

　と、答えてくれたのはミュスカである。ミュスカの顔は、少しだけ悲しそうだった。

「どう考えてもあの人数じゃ勝ち目がないはずだけど、目前に迫った敵になにもせずにはいられなかった、ってところかしらね」

　奇襲した騎士たちは、新教徒軍を蹴け散ちらしていく。新教徒側も、奇襲の情報はすぐに伝播していったようで、攻め込まれた場所をフォローするように動いていく。上からだと、新教徒の動きがよくわかった。

「あ、逃にげだした」

「ですね。まともにぶつかればどうしようもありませんから、奇襲で一いち撃げきを入れたら即そく撤てつ退たい、戦法としては悪くありません……ただ、効果があるかは別ですが」

　新教徒の数は多い。百人程度の奇襲では、たいした被害にもならないだろう。

「あっ、追っ手だ」

「まぁ当然ですね」

　逃げる教皇軍を、新教徒たちが追いかけていく。多勢に無勢だ。追いつかれるのは時間の問題に見えた。

「助けに行かない？」

「ここで教皇軍の味方をすると、新教徒との交渉がますます難しくなりますよ」

「なら見捨てるしかないの？」

「それは……」




『ＲルＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＨウ!!』




　そのとき、雄お叫たけびが響ひびいた。山の間に木霊こだまするような大きな音。まるで獣けものの咆ほう哮こう。周囲の木の葉がふるえ、山から一いつ斉せいに鳥たちが逃げるように上空へと飛びたった。

「今の声って、まさか……」

「あれはなんですか!?」

　アンジュが、興奮したように指を指す。そこには、異様な光景が展開されていた。

　逃げる教皇軍を追いかけるようにして、新教徒たちの中から漆しつ黒こくの人ひと影かげが飛び出したのだ。だが、その姿がおかしい。

　人間の姿をしているが、大きさがおかしい。周囲の人間と比ひ較かくして、数倍以上体格に差がある。全身を漆黒の鎧でおおったその姿は、漆黒の巨きよ人じんと表現するにふさわしい。今の声も、あの巨人の雄叫びのようだ。

「むむっ……あれはまさに〈巨神騎ラ・モルテル〉！」

「〈巨神騎ラ・モルテル〉？」

　ロッシュの口にした言葉に首をひねるシュン。聞いた覚えのない単語だ。ロッシュは、興奮した口調で説明した。

「先日イェルクで行われた両軍の衝しよう突とつにおいて、新教徒を指揮していたという漆黒の巨人のことです。わたしもうわさで聞いただけで、眼にするのは初めてです」

「確かに、あれは巨人ですね……本当に人間ですか？　家が動いているようです」

「カステル卿を返り討うちにしたのが、あの巨人だといわれています」

「そうなんだ……」

　つまり、あの巨人は八大英えい雄ゆうよりもさらに強いということか。

『ＲルＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＨウ!!』

　再度、巨人の雄叫び。すると巨人の体に光が集中し、発光するのがシュンたちにも確認できた──次の瞬しゆん間かん、巨人の腕から光の奔ほん流りゆうが解き放たれ、極ごく太ぶとの光線が、逃げる教皇軍を背後から吞のみ込み、大爆ばく発はつ──その爆発音は、シュンたちのいる場所にまでとどいた。逃げる教皇軍の兵士百人足らずは、その一撃で大半が爆散してしまった。

「……なんですか、今の攻こう撃げきは！　どんなバケモノですか!?」

　アンジュが思わずつぶやいていた。そう、人間離ばなれした体格、圧あつ倒とう的な破は壊かい力、八大英雄をも超こえる戦闘力……とんでもない存在が、新教徒にはいるようだった。

　巨人の背後から遅おくれてきた新教徒軍が、わずかに生き残った教皇軍の掃そう討とうに乗り出す。奇襲は、手痛い結果に終わったようだ。

　と、キラリ──眼下の巨人、その眼の部分が、紅あかく光ったようにシュンには見えた。

「え？」

「どうしました、兄さん」

「今……あの巨人と、眼があった気がする……」

「こんなときに冗じよう談だんはやめてください、シュナブランさん！」

「冗談じゃないんだけど……」

　次の瞬間──ズガァンッ、とシュンたちの頭上で大爆発がおこり、シュンたちの声がかき消された。

「なにごとですか！」

「巨人の攻撃です！」

　先ほどの光線だった。巨人の放った光線が、シュンたちの隠れる山の頂付近に命中、そこで大爆発を起こし、山が崩くずれたのだった。山頂から崩れた土砂が、周囲へと散乱していく。

「土ど砂しや崩れ!?」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。山林が、受け止めてくれました」

　土砂に吞み込まれるかと一瞬あせったが、崩れた土砂の量はそこまで多くなかったため、シュンたちのいる場所までは届かなかった。だが。

「完全に発見された？」

「どうする気かしら、あなたたちは？」

　と、尋ねてきたのはミュスカである。

「わたしは護衛役だから、あなたたちの身は護まもるわ。けど今後の方針はあなたたちが決めてね。聖地まで撤てつ退たいするか、ここに踏ふみとどまるか、どっちかしら？」

「それは……」

　アンジュが、躊躇ためらうように周囲を見回す。こういった突とつ発ぱつ的な状じよう況きようでどう対処すればいいのか、優等生のアンジュでも経験が浅く、冷静な判断ができないようだ。

　しかたないか──シュンは、内心で思った。

「ここは、ボクに任せてもらえないかな？」

「シュナブランさん？」

「兄さん、本気ですか!?」

「あの巨人が指揮官だっていうなら、あの人と話せば、聖女さんにも会えるんじゃないかな？」

「ですが……」

「いいからここはボクに任せて──あ、手伝いはいらないよ。失敗したとしても、ボク一人いなくなるだけですむしね」

　そんな物ぶつ騒そうなことをさらりと言って、シュンは腰こしの剣けんを抜ぬきながら飛び出した──〈皇覇刻オーバー・クロツク〉。騎き士し剣の柄つかがスライドし、〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きよう。シュンの全身を〈魔ス元ク素レ〉が駆かけめぐり、シュンの肉体は加速し、山の斜しや面めんを高速で駆け下りていった。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！」

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確かく認にん。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭部に、黄金色の兜かぶとが装着された。以前は呼び出すと、脳のう裏りで《凱旋門兜ドウリオンフ》の声が長々となにかしゃべっていたはずだが、今回はずいぶん簡単に呼び出せた。

「なんだ、あいつは!?」「敵てき襲しゆう、敵襲！」「こんどはこっちから!?」「応戦しろ！」「敵は少ないぞ！」

　平原に到とう達たつすると、たちまち周囲の新教徒軍の兵士たちが武器を持ってシュンを包囲してきた。

「あっと、すいません！　戦いに来たんじゃないんです！　話を聞いてもらえませんか！」

　シュンの、そんな戦場に不似合いな声が響いた。だが、戦場の喧けん噪そうの中では、シュンがどんなに大声を出してもかき消されてしまう。さすがのシュンも、ちょっと無む謀ぼうだったかな、と後こう悔かいした。

　周囲の兵士たちは、たぶん一いつ般ぱん人。騎き士しではない。一般人が相手なら、騎士であるシュンが負ける理由はない。騎士と一般人にはそれくらい力の差があるのだ。

　しかし、ここで兵士を蹴散らしてしまっては、この後の交こう渉しようがやりにくくなってしまう。さぁどうするか、とシュンが少し悩んでいると──

『お前たち、どけ』

　戦場の中であってもかきけされない、大きな声が響いた。その声を聞くやいなや、たちまち周囲の兵士たちが二つに分かれ、道をつくる。兵士の間にできた道を、ノシノシと足音を響かせながら、先ほどの巨人がシュンの前へとやってきた。

　近づいてみると、本当に大きいとわかる──頭を真上に向けないと、相手の顔が見えない。シュンと比較すると、身長は三倍くらいあるだろうか？　体重に至っては、何十倍もありそうだ。全身を漆黒の鎧よろいで固めたその姿。人間型ではあるが、明らかに人間の限界を超こえた大きさだ。その正体は、はたして……

「あの……ボクの、話を聞いてもらえませんか!?」

『…………』

　腕うでを組んだ巨人が、頭上からシュンを見下ろしてくる。兜に包まれた巨人の頭、その奥で輝かがやく紅い眼がシュンを見み据すえていた。シュンはその眼力に込められた殺気を感じて背中に冷ひや汗あせを浮うかべた。

「あの……話を聞いて欲しいんですけど……」

『…………』

　巨人は不気味な沈ちん黙もくを保ったままだ。周囲の新教徒たちはシュンと巨人を囲んだ状態で、近づいてこようとしない。シュンは、先ほどから気になっていたことをたずねることをした。

「あの……もしかして、あなたは……」

　その瞬間、巨人の巨大な拳こぶしがシュンの顔面にめり込んだ。「えっ」短い息を漏もらすこともまともにできず、そのままシュンの体は小石のように弾はじきとばされ、地面を転がった。

「い、いきなり、なに……」

『ここは、戦場だ』

　巨人が拳を突つき出した姿勢のまま、くぐもった声を響かせる。

『ゴチャゴチャしゃべってねぇで戦え。それが戦場の掟おきてだ』

　まさに問答無用。シュンは、殴なぐられた顔を押さえながら立ち上がった。ツッと、口の中に血の味が広がった。頭がフラフラする。殴られた衝しよう撃げきで軽い脳のう震しん盪とうがおこったようで、視界がグラグラして安定しない。それでも、シュンは必死に言葉をつむいだ。

「ボクは戦いに来たんじゃないんです！　話を聞いてくださ……」

　巨人の返事は拳だった。速い。これだけの巨きよ体たいであるにもかかわらず、その動きは疾しつ風ぷうのようだ。シュンは、ほとんど受け身すらとれないまま巨人に殴られ、吹ふっ飛とばされた。

【　敵性個体による殴おう打だ攻こう撃げき。　】

【　警告。　】

【　防ぼう御ぎよ魔ま導どう式、第三層まで崩ほう壊かい。突とつ破ぱされました。　】

【　これ以上のダメージは危険です。　】

　脳内で、警告音が鳴り響いている。シュンの視界が、いつのまにか赤く染まっていた……信じられない怪かい力りきだった。

　シュンはただ、二回殴られただけだ。それだけでシュンは地面にヒザをついたまま、立ち上がろうとしても足に力が入らなかった。

　シュンはこれまでも様々な強敵と戦ってきたが、目の前の巨人は特別だった。根本的に、強さの次元が違ちがう。相手の攻撃はタダのパンチのはずなのに、回かい避ひする余よ裕ゆうすらないまま、ノックダウン寸前までシュンは追い込まれていた。この巨人が八大英雄を倒たおしたという話も事実だろう。それくらい桁けた外はずれの力がある。

『終わりだ』

　巨人がつぶやき、シュンの前で巨大な腕を振ふり上げた。そのままシュンを叩たたきつぶそうと、手が動く──瞬間。

「兄さん、しっかりしてください！」

　ソフィー!?　シュンは地面にヒザをついたまま、声の聞こえたほうに首を動かした。歪ゆがんだ視界の中、見慣れた赤い制服姿の妹が、巨人におどりかかる姿が見えた。

「よくも、兄さんをっ！」

　ソフィーが怒いかりの雄お叫たけびをあげながら、その手に《滅神咒具エスカトロイ》《聖堂光剣カセドラル》を構え、巨人に迫せまっていく。

　ソフィーが《聖堂光剣カセドラル》の斬ざん撃げきを空中から〈巨神騎ラ・モルテル〉めがけて放った。狙ねらいは首。一刀でその首をはねとばそうという、必殺の攻撃だ。だが──ガキンッ、ソフィーの刃やいばは、〈巨神騎ラ・モルテル〉の巨大な手によって受け止められていた。

『ＲルＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＨウ!!』

　怒りの咆ほう哮こう。〈巨神騎ラ・モルテル〉は反対の手の巨大な拳でソフィーを殴った。一見するとタダのパンチ。だが、その速さと威い力りよくは砲ほう弾だんを凌りよう駕がしている！

　ソフィーは、その鍛きたえ上げられた動体視力で〈巨神騎ラ・モルテル〉の攻こう撃げきを見切り、体をひねって回避した。だが──次の瞬しゆん間かん、ソフィーの体が宙に吹っ飛んだ。

　なにを、とソフィーの顔が驚きよう愕がくに染まっていた。完全に見切ったはずなのに、自分の体になにが起こったのか理解できなかったのだ。〈巨神騎ラ・モルテル〉の巨大な腕が巻き起こしたすさまじい風圧が、ソフィーの体をあっさりと弾きとばしたのである。

　宙を舞まうソフィーを追撃するように、〈巨神騎ラ・モルテル〉が飛び上がった。巨体からは考えられないほどの素す早ばやさだった。ソフィーの細い体を、巨大な腕が鷲わしづかみにしてくる。

　ガシャガシャガシャガシャガシャガシャ──その瞬間、ソフィーの《聖堂光剣カセドラル》がスライド、無数の〈魔弾〉を一瞬で排莢。ソフィーの全身を、大量の〈魔ス元ク素レ〉が駆けめぐった。

　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──騎士の〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を超えた超ちよう高こう速そくで動くことができる、ソフィーだけの奥おう義ぎだ。急加速したソフィーの体は空中で軌き道どうを変え、〈巨神騎ラ・モルテル〉の腕の間をすりぬけた。そのまま巨人の体に《聖堂光剣カセドラル》を突き刺さし……

『遅おそい』

　巨人は、限界を超えた超々高速で動くソフィーの顔をのぞきこんでいた──自分と同じ速さで巨人が動いているのだと気づいたソフィーの顔が歪む。

　次の瞬間、巨人の腕がソフィーの体を弾き、ソフィーは地面に叩きつけられた。カハッ、ソフィーの息が詰つまる。その一撃で、ソフィーは戦せん闘とう不能寸前にまで追い込まれてしまった。

『この程度か』

　巨人が、ソフィーを見下ろしてつぶやく。周囲からは喊かん声せいが上がった。新教徒たちだ。巨人の圧あつ倒とう的なまでの強さに、活気づいたのである。

『さて……』

「……待て！」

　倒れたソフィーの前に、シュンが立ちふさがった。巨人に殴られたせいで、鼻血がこぼれている。シュンは服の袖そでで血をぬぐい、目の前にそびえる巨人を見上げた。

「ボクが相手だよ……ソフィーには、手出しさせない！」

『…………小こ僧ぞう』

　巨人がシュンを指さした。

『お前では、オレに勝てない。なのになぜ立ち上がり、歯向かう？』
















「そうだね、確かにあなたは強い……けど、どんな理由があったって、ボクの妹をこれ以上傷つけていい理由にはならない！」

『……小僧』

　巨人が腕を振り上げた。

『死ね』

　短い死の宣告。だが、巨人の拳をもう一度受け止めれば、シュンでも危ないことは明白だった。しかし、回避はできない。シュンの背後には倒れたソフィーがいるのだ──受け止めるしかない、シュンは、覚かく悟ごを決めた。

　シュンは、両足を踏ふん張り、両手をもちあげ、相手の攻撃を受け止めるべく構えた。巨人はシュンのそんな抵てい抗こうを嘲あざ笑わらうかのように、そのまま……




「お待ちなさいっ！」




　新たな声が、戦場に凜りんと響ひびいた。兵士たちが一いつ斉せいに声の聞こえた方を向く。

「戦場に響く勇気の鈴すず──その音色、たしかにこのワタシの聖なる耳に届きました、少年よ」

　声の主がゆっくりと、兵士たちの奥から姿を現した。

　それは、一人の女性だった。

　修道服というのだろうか？　黒を基調とした服を着て、頭には頭ず巾きんをかぶっている。成熟した女性の胸むな元もとは、修道服を持ち上げるようにふくらんでおり、腰こしにまでとどくスリットからは、スラリと長い脚あしがのぞいている。ずいぶんと露ろ出しゆつが多いが、不思議と下品な雰ふん囲い気きはなく、むしろ神こう々ごうしささえ感じられた。

「聖女様だ！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」「聖女様！」

　聖女の名を、周囲の兵士たちが口々に叫さけんだ。それでは、この人が新教徒たちのリーダー、『暁輝の聖女オーブル・サント』なのか？

「〈巨神騎ラ・モルテル〉よ、ここは退きなさい。勇ゆう敢かんな少年に対してそれ以上の攻撃は、聖なるワタクシがゆるしません」

『…………ふんっ』

　巨人は鼻を鳴らし、そのままきびすを返すと重い足音と共に去っていった。

　シュンは巨人がいなくなってもその場で立ちつくしていたが、ふっと、鼻先をくすぐるやさしい香かおりに気づいた。いつのまにか、シュンの目の前に聖女が立っていた。

「たいへんな傷ですね──ご安心なさい、少年。今、ワタクシの聖なる奇き跡せきをご覧にいれます」

　聖女は、そのままシュンの顔に手を触ふれる──ひやりと冷たいたおやかな指がシュンの顔をくすぐるようになでていく……不思議だ。顔の痛みが、じょじょに消えていく。

「出た！　聖女様の奇跡だ！」「聖女様は触れるだけであらゆる傷を治ち療りようできるんだ！」

「まさしく神の所行！」「あぁ、すばらしい！」「さすが聖女様！」

　沸わき立つ新教徒たち。シュンは、顔の痛みが消えると同時に、歪んでいた視界もようやくはっきり見えるようになったと気づいた。

「信徒のみなさん──この少年の美しい勇気に、ワタクシは聖なる賞賛をささげます。傷ついた仲間をかばい、勝ち目のない〈巨神騎ラ・モルテル〉へと立ち向かったその勇気、偽いつわりに満ちた世界に輝く奇跡の光と讃たたえるべきでしょう！」

「聖女様！」「さすがです、聖女様！」「聖女様のおっしゃるとおり！」

「さぁ、少年、もう大だい丈じよう夫ぶですよ……あなたがここへ来た理由も、聖なるワタクシにはわかっています」

「はい、あの、ボクは、聖女さんと話がしたくて、ここにきたんです」

　シュンは正直に目的を告げた。聖女は、わかっています、と言わんばかりにうなずいた。

「みなさん、天幕を用意してください──ワタクシはこの少年と話さねばならぬようです。なぜなら、それこそが聖女たるワタクシの聖なる運命ですから」

　とりあえず助かったらしい、シュンは、ようやく一息つくだけの余裕を取り戻もどした。

　しかし──突とつ然ぜん現れた聖女。不思議な声の持ち主だった。超ちよう然ぜんとしていて、聞く者の心をとらえて放さない、そんな声だ。

　なぜだろう、シュンの視界が歪んだ。シュンは、目に涙なみだがにじんでいることに気づいた。新教徒たちから讃えられる聖女の姿を見ていると、なぜか涙がこぼれそうだった。

「みなさん、そちらの傷ついた少女の手当てをお願いします」

　聖女は、ソフィーを指さして告げる。命令された新教徒たちが、倒れたままのソフィーを介抱しはじめた。

「さぁ、行きましょう、少年。あなたの話、聖なるワタクシに聞かせてください」

　聖女に導かれるまま、シュンは、その背中を追って歩き出した。周囲にいる新教徒たちは二つに分かれて聖女の前に道をつくり、聖女が通り過ぎると一斉に頭を下げていく。すごいカリスマ性だった。聖女が新教徒をまとめ上げているという情報は、間違いなかったようだ。

　これだけしたわれている聖女は、その外見も同様に美しい──ように見えた。

　声を聞く限り、聖女は若い女性だった。体つきも、彼女が若くみずみずしい女性であることを示していた。

　だが、その素す顔がおをシュンはまだ見ていなかった。

　なぜなら、聖女は頭巾とともに、顔に仮面をつけていたからだ。顔の上半分、鼻から上を覆おおい隠かくすような、白い仮面。そのおかげで、素顔はわからない。だが、細いアゴ、小さな薄うすい唇くちびるを見る限り、その素顔がかなり美しいものであることは間違いなかった。

　それに、この人って──シュンは、とある事実に気づきつつあった。








第三章　聖女の正体と新たな事実と和わ睦ぼくへの道









「……私としたことが、不覚です」

　ガンッ──ソフィーは、ギプスに包まれた右手を思いっきり壁かべに叩たたきつけた。ギプスにヒビが入る。骨の折れた右手には、痺しびれるような感覚が残っていた。治療に使った麻ま酔すいのせいだ。

　謎なぞの巨きよ人じんと戦い、一いつ瞬しゆんで敗北したソフィーは、その後解放され、聖地へと戻ってきていた。その胸には、敗北の苦い味が刻み込まれていた。

「兄さん……」

　シュンを助けに行ったのに、助けるどころか返り討うちにあってしまった。助けに行ったはずのシュンにかばわれ、結果、シュンは捕ほ虜りよになった。自分は本当になにをしているのだろう、泣きたくなってきた。

　左手で取り出した魔導端末。シュンの連れん絡らく先を呼んでも通信不能状態である。捕虜状態にあるのだとしたら連絡はできないだろう。

　できるものなら、今すぐにでもシュンを救出しに向かいたかった。だが肝かん心じんなときに、利きき腕うでの骨を折るという大失態だ。いや、ソフィーの実力ならば、左手だけでも並の騎き士し以上に剣けんを振ふるうことができる。

　しかし──漆しつ黒こくの巨人を思い出す。あの、圧倒的な強さを。恐おそろしい怪かい力りきでありながら、超ちよう高こう速そくで動くソフィーに追いつくほど動きは機き敏びんだ。正面からぶつかっては、まともに勝負にならない、それくらい強すぎる！

「あの強さ、まさかあの巨人は……いえ、それよりも兄さんは、無事でしょうか」

　シュンのことは心配だが、もしソフィーの読み通りなら、シュンは案外うまく交こう渉しようをまとめてきてくれるかもしれない。

　だがそうでなかった場合──自分たちは、再度新教徒軍と、あの巨人と交戦する可能性がある。そうなった場合、自分は勝つことが、いや、戦うことが、できるのだろうか……

　ソフィーは、シュンのために騎士になろうと決意した。幼いころ、シュンはソフィーのためにムチャをしてケガをしたことがあったのだ。あの時以来、ソフィーは、兄がこれ以上傷つかないよう、強くなろうと決意した。シュンはあの通りいい加減な性格だから、その分自分がしっかりしないといけないと自覚し、努力してシュンよりも先に騎士になった。

　けれど、自分は本当にシュンを護まもれているのだろうか？

　答えは否いなだ。

　最近立て続けに起こった事件では、ソフィーはいつもシュンに護られてばかりである。ソフィーの考えていた未来と、まるで正反対だった。

　このままではダメだ──ソフィーは、考える。

　もっと強く、もっと速く、もっと前に出ないと、シュンに追いつけない。シュンの前に出ることができない。シュンを護るためには、さらなる力が必要なのだ！

「……《聖堂光剣カセドラル》、聞こえますか」

　腰に差していた《滅神咒具エスカトロイ》《聖堂光剣カセドラル》に呼びかける。美しいこしらえの剣は、なにも応こたえてくれない。

「私に力を……兄さんを護るために必要な、力をください」

　そうだ──ソフィーは知っている。前回の戦いで、ソフィーの妹、ヴィオは一時的に《滅神咒具エスカトロイ》と融ゆう合ごうし、戦せん闘とう力を向上させていた。シュンも、それと同じことをしていた。

〈神覇融合インモルテル〉──たしかそんな名前だ。あの力があれば、ソフィーはさらなる力を手に入れることができるはずだ。

「《聖堂光剣カセドラル》……私に応えては、くれませんか？」

　腰の剣は、ただ沈ちん黙もくを返すばかりだった。

「あの、ソフィー卿きよう。アンジュ卿たちが、お待ちです」

「わかっています……今行きます」

　ソフィーは顔に浮うかんでいた不安を消すと、決然とした顔で部屋から外へと出た──







「それで、シュナブランさんはどうなったのですか!?」

「新教徒軍に捕とらえられ、戻ってきていません」

　その日の夕方──残されたアンジュたち、ジュヴレーヌの使節団は、聖地へと戻ってきていた。アンジュは、状じよう況きようが摑つかめない、と頭を抱かかえていた。

「いったいなにがどうなっているのですか!?　シュナブランさんは、無事なのですか？」

「シュナブラン卿は、新教徒との戦闘で傷つきましたが、現れた聖女によって新教徒の陣じん地ちに招き入れられたようです」

　と、報告するのはロッシュである。アンジュもうなずいた。アンジュ自身、山に隠れたまま、シュンたちのやりとりは眺ながめていたのだ。

「傷ついたソフィー卿は解放されました。医者に診みてもらって、先ほどこちらに戻ってきたそうです」

「ソフィー卿は解放されて、なぜシュナブランさんが解放されていないのですか!?」

「新教徒側から連絡がありました。ジュヴレーヌとの交渉を受け入れる意思が新教徒側にはあるそうです」

「なら、すぐに交渉の準備を！」

「ですが、その交渉はシュナブラン卿と聖女自身の二人の間で行うこと、というのが向こうの出してきた条件です」

　どうしてこうなった、と頭を抱えるアンジュ……アンジュたちがいるのは、聖地にあるホテルだった。一いつ軒けんのホテルをジュヴレーヌ用に貸し切っているので、客はアンジュたちだけである。

　もともと聖地であるこの国の首都は、コロネティア世遺教の巡じゆん礼れい地になっているため、宿しゆく泊はく施し設せつは無数にある。だが内乱状態の状況では逗とう留りゆうする客などおらず、ホテルはどこも開店休業状態。貸し切ることは簡単だった。

「本当に、どうしてシュナブランさんが……」

　アンジュは首をひねっていた。聖女がシュンを招き入れた理由がわからないのだ。新教徒の陣地に入ったシュンはいくら待っても戻ってこず、新教徒側は、こちらで歓かん待たいします、と一方的にアンジュたちに告げてきて、結局アンジュは聖地に戻るしかなかったのだ。

　一つだけ進展があったとすれば──聖地の鼻先まで進軍してきた新教徒軍は、結局あの後その場から一歩も動かず、野営に入ったのである。少なくとも今日は、聖地が戦火にのまれる心配はいらないようだった。

「シュナブラン君は、わたしたちが思っていた以上に有名になったようね」

　と、つぶやいたのは壁にもたれるようにして立つミュスカである。

「実際教皇猊げい下かも、一目見ただけでシュナブラン君に気づいていたしね」

「確かにそのようですね」

　シュンは、ペルデを倒たおした英えい雄ゆうとして、すでに大陸中に知れ渡わたりつつあるのだ。

「知名度のあがりつつあるシュナブラン君に注目して、聖女も交渉の相手として彼を選んだ──不自然な話ではないわ」

「それはそうなのかもしれませんが……だいたい、シュナブランさんもシュナブランさんです！　いつもいつも人に心配をさせてばかり！　無事なら無事と、連絡の一つもよこして欲しいものです！」

　プリプリ怒おこるアンジュを見て、あら、とミュスカは口に手を当てた。アンジュはどうやら、シュンが戻らないことにヤキモキしているようだ。少し前のアンジュなら、まず自分の任務の成否を心配していたことだろう。それがいつのまにやら、アンジュの中ではシュンの存在が大きくなっていたようである……

「ご心配をおかけしました」

「ソフィー卿？　もういいのですか？」

「おかげさまで。それに、いつまでも休んでいるわけにはいきません」

　傷の治ち療りようを終えたソフィーが、室内に入ってきた。ソフィーの無事な顔を見て、みんな一安心する──だが、ソフィーの右手。その手には固くギプスがまかれ、首から布でつり下げられていた。

「あぁ、この手ですか？　骨が少々折れていたようでして。ご心配なく。再生治療を受ければ数日で回復するそうです」

「そうですか。申し訳ありません、ソフィー卿」

　アンジュが悔くやしそうな顔で頭を下げた。

「あなたとシュナブランさんだけを戦わせてしまって、本来ならわたしも加勢すべきでしたのに……」

「いいえ、アンジュ卿。あなたは我々の代表です。あなた自身が戦うという危険をおかす必要はありません。的確な判断です」

「アンジュ卿!?」

「今度はなんですか？」

　慌あわただしくロッシュが部屋に入ってきた。

「本国との通信、つながりました」

「エフィ卿ですか？」

「いえ、その……リュリシア殿でん下かご本人との」

「……そう、ですか」

　アンジュは神しん妙みような顔でうなずいた。

「つなげてください。わたしが出ます」

　程ほどなく、室内に用意された大型の魔導モニタ。その画面に、ジュヴレーヌにいるリュリシアの顔が写しだされた。最近多た忙ぼうであるにもかかわらず、その美び貌ぼうにかげりはない……ただ、若じやつ干かん画像に乱れが出ていた。ジュヴレーヌとの距きよ離りが離はなれているため、直接会話の通信が安定しないのである。

『……アンジュ。だいたいの状況は、ロッシュ卿から聞きましたわ』

「はい、申し訳ありません、リリィ様」

　画面に向かって深々と頭を下げるアンジュ。

「シュナブランさんが、敵の手に捕らえられました」

『あなたが謝ることではありませんわ』

　リュリシアは、静かに告げる。

『わたくしは、シュナブラン卿のことを一人前と認めていますわ。その彼がなんらかの事件に巻きこまれたとしても、それは彼自身が責任を取るべきこと。あなたが責任を取る必要はありませんわ』

「はい、ですが、わたしの監かん督とく不行届故ゆえに……」

『ソフィー卿は、いらっしゃいますの？』

「お呼びでしょうか」

　片かた腕うでを固定したソフィーが、画面の前に進み出る。そんな姿を目にした画面の向こうのリュリシアは、あら、と口元に手を当てた。

『あなたが負傷するなんて珍めずらしいことですわね。王国きっての才さい媛えんと謳うたわれたあなたも、陰かげりが見え始めましたかしら？』

「返す言葉もございません」

　ただ、頭を下げるソフィー。リュリシアは、少し表情を厳しくした。

『どういうことですの、ソフィー卿。あなたが負傷したことは、もはや過ぎたことですわ。それで、あなたはそこでなにをしていますの？　わたくしが聞きたかったのは、あなたの負傷のしらせなどではありませんわ。任務成功の報告、ただそれだけですわよ。騎き士し学園でわたくしのライバルと呼ばれたあなたがその体ていたらくとは、お話しになりませんわ』

　厳しいリュリシアの言葉──リュリシアは、押し黙だまっているアンジュへと目を向けた。

『アンジュ卿──あなたも、なにかをかんちがいなさっているのではありませんこと？』

「はい、どういうことでしょう？」

『あなたは、今、特命大使としてエシュヌ教国との交こう渉しように挑いどんでいますのよ……それでもし万が一、その交渉に失敗したら、あなたはどう責任を取るつもりですの!?』

「それは……すべてはわたし自身の、未熟さゆえです」

　アンジュは、悲痛な表情で腰こしを曲げ、床ゆかにつきそうなくらい頭を下げた。

「失敗したときは、わたしのこのクビをもって、つぐなわせていただきたく……」

『……この、おバカァァァァァァァァ!!』

　リュリシアの怒ど声せいがモニタから響ひびく──リュリシアがそんな身も蓋ふたもない怒鳴り声を出すなんて、従者であるアンジュもはじめて耳にすることだった。

『あなたのクビ一つ程度でおさまるほど、失敗の責任は小さくありませんのよ！　その程度のこともわかりませんの』
















「はい……その通りです」

『アンジュ卿、それにそこにいるわたくしの騎士たち、みなさんお聞きなさい』

　リュリシアが、画面越ごしに室内を見回した。

『もし万が一今回の交渉であなたたちが失敗をしたら、その責任は──とる必要はありませんわ』

　その言葉に、アンジュは驚おどろきを隠かくせなかった。

『なぜなら、あなたがたを使節団のメンバーに任命し、交渉を命じたのは、全すべてわたくしですもの──すなわち、失敗の責任をとるべきはわたくしと、ジュヴレーヌ王国という国家であり、あなたがたが責任をとるべき問題ではありませんのよ』

「ですが、わたしは……」

『いいですこと、アンジュ卿。失敗をしていいとは言っていませんわ。けれど目の前の失敗におびえ、前に進むことができないのはただの愚おろか者ですわ！　わたくしの目指す国に、愚か者は必要ありませんわよ』

　リュリシアは豊かな胸の下で腕うでを組んだ。

『あなたがたが失敗しても、全ての責任はわたくしがとりますわ──だから、もっと大だい胆たんに、強気な交渉をなさい。弱よわ腰ごしの外交など、わたくしの望むところではありませんわ！』

　言いたいことを言ったリュリシアは、さて、と口調を落ちつかせた。

『ひさびさに大声を出してしまいましたわ……任務成功の報告、待っていますわよ。わたくしは、あなたがたならできると信じたからこそ、今回の人選を認めましたのよ』

　リュリシアとの通信は、そこでとぎれた。

「……〈魔ス元ク素レ〉が乱れていますな」

　と、ロッシュが告げる。

「またしばらくは、本国との通信はできませんな」

「……いやはや、リュリシア殿下は、あいかわらずムチャをおっしゃってくれますね」

　と、ソフィーはつぶやきながら、室内を見回した。

「ですが、リュリシア殿下の信しん頼らいは、私たちにとってなによりも大切な武器になります……みなさん、違ちがいますか？」

「ソフィー卿きようの、おっしゃるとおりですね」

　アンジュもうなずいて見せた──先ほどまであわてふためいていたアンジュの姿は、もはやない。普ふ段だん通り、冷静で生き真ま面じ目めな優等生の顔に戻もどっていた。

「わたしは、自分に不ふ釣つり合いな任務に恐きよう縮しゆくし、周りが見えていなかったようです……みなさん。状じよう況きようは一見苦しいですが、我々はまだ失敗したわけではありません。それどころか、希望があります──なぜなら、新教徒たちが進軍を止めたという事実があるからです──この事実さえあれば、教皇猊下は再度、我々と謁えつ見けんしてくださるでしょう。そのときが、勝負です」

　アンジュはゆっくりと、室内にいるメンバーを見回した。

「みなさん。その時の交渉で我々がなにをすべきか、わかりますか？」

「…………」

　押し黙る騎士たち。これは、エフィに命令されているためだろう。交渉はアンジュたちに任せ、余計な口出しをしないようにと。だが……

「そうね……援えん軍ぐんがくるまでこのまま時間を稼かせぐ、という目標は、正直不可能ね」

　と、ミュスカが口を開いた。他のメンバーが、非難がましくミュスカを見る。

「ミュスカ卿。余計な口出しは……」

「あぁ、もうやめやめ……わたしは騎士だけど、そのまえに教育者でもあるのよ。教え子が助言をもとめているのに、ろくなことも教えてあげられないなんてまっぴらだわ」

　ミュスカは口元を歪ゆがめ、胸むな元もとから薬ケースをとりだすと、ジャラジャラ、大量の胃薬を出して、口の中に放ほうり込んだ。

「エフィ卿の命令なんてこの際どうでもいいわ……というか、あの人のことだし、わざわざわたしをメンバーに入れたってことは、いざとなったらわたしがガマンできなくなることまで全部計算ずくなはずなのよね」

　エフィを思い浮うかべながら、ミュスカが確信を込こめた口調でつぶやく。

「ともかく、アンジュ卿。実際教皇猊げい下かと会ってわかったと思うけど、エフィ卿が命令したこと、援軍が到とう着ちやくするまでの時間稼かせぎは、不可能よ。ただ待ってくれと言っても、新教徒側に待つ理由はないわ」

「そうですね……時間稼ぎが不可能なら、いっそ時間を稼がない方向でいきますか」

　と、ソフィーが言う。

「どういう意味ですか？」

「時間を稼がない──すなわち、早期にこの内乱を終わらせるということです」

「そんなことが……いえ、なるほど、そういうことですか」

　ソフィーの言葉になにかを思いついたように、アンジュは表情を明るくさせた。

「リリィ様の、いえ、ジュヴレーヌの目的は、エシュヌ教国で我が国の影えい響きよう力を強めること。内乱鎮ちん圧あつのための派兵は、あくまでその手段に過ぎない。すなわち……」

「どうやら、気づいたようね」

　と、うなずいてみせるのはミュスカだった。

「エフィ卿の命令を、ただ形通りに受け止めちゃダメなのよ。あの人は全てを一から十までしゃべるような人じゃないの。必要十分なことだけをしゃべって、相手に思考することを促うながすのよ」

「……えぇ、エフィ卿の狙ねらいが、なんとなくわかりましたよ」

「そうね……そして教皇猊下とのやりとりを見た限りだと、案外ここにはいないシュナブラン君も、もうそのことに気づいていたのかもしれないわ」

「シュナブランさんが？」

「不思議よね。あの子、学園にいる間はいくら教えてもさっぱりだったけど、ここに来て急激に成長しているわ」

　ミュスカが感かん慨がい深ぶかく言う。

　それは、アンジュも感じ取っていた。教皇との直接対話のときなど、アンジュでさえ感心するほどの弁べん舌ぜつを自由に振ふるっていた。シュンにあんな才能があったとは……

　でもシュンに不思議な魅み力りよくがあることは事実だった。他人を怒おこらせることの多いシュンだが、その反面、好かれる人にはとことん好かれるのだ。学園にいるときも、なぜか女子からの人気は高かった。かくいうアンジュも、なぜか最近はシュンから視線をはずせなくて……って、自分は関係ない！

「ロッシュ卿。よろしいですか？」

「なんでしょう」

　アンジュは、室内にいたロッシュに近づいた。

「この国で独自の人脈を築いているあなたに頼たのみたいことがあります……あなたにしかできないことです。難しい内容ですが、お願いしてもよろしいですか？」

「そうですな……エフィ卿からはあなたがたのサポートをできる範はん囲いでするよう命令されていましたが……今のリュリシア殿でん下かとのやりとりを見て、正直胸につかえていたものがとれました」

　中年の騎士が、独白する。

「わたしは正直あなたがたがうらやましい。若く、まだ未熟ではありますが、その分わたしなどにはない輝かがやきを秘ひめている……あなたがたがさらに輝くお手伝いができるなら、わたしからすすんで協力させていただきます」

　快かい諾だくするロッシュ。これでいい、アンジュはうなずき、室内を見回した。

「みなさん、今後の方針は決定しました。みなさんにはすぐさま、その方針に従って尽じん力りよくしてもらいます。簡単ではありませんが、優ゆう秀しゆうなみなさんならきっとできると、わたしは信じています。そして今後の方針ですが……」

　アンジュが、具体的な内容を話した。







　新教徒たちの陣じん地ちにて──聖女によって導かれたシュンは、その奥にある天幕に入った。

　天幕というと、シュンは騎士学園時代を思い出した。授業の一いつ環かんとして、山に入って野営の訓練をしたことがあるのだ。あのときは四人くらいが眠ねむることのできる大きさの天幕を使った。同級生の中には落ちつかなくて眠れないというものがいたが、山育ちのシュンはむしろ安心して熟じゆく睡すいできたくらいだ。

　天幕と聞いてシュンはその時学園で使ったものをイメージしたが、新教徒の陣地にあるものは想像よりもはるかに立派だった。

　白い布には教国に来てよく見る紋もん章しようが描えがかれ、刺し繡しゆうも施ほどこされていた。たぶんこれがコロネティア世遺教の紋章なのだろう、聖地でも同じものを見た覚えがある。

　中も立派だ。地面には絨じゆう毯たんが敷しかれているし、壁かべも一面に色いろ鮮あざやかな布がはられている。『魔導灯フアール』があるおかげで、天幕の中も外と同じくらい明るい。家具も一通り中にはそろっていて、中に入ると完全に家のようだとシュンは感じた。

「二人きりになられるなど、危険です、聖女様！」

　仮面の聖女は、先ほどから新教徒たちと話し込んでいる。なにやらさわがしい。

「相手は何者かもわかっていません！　そんな相手と二人きりになるなど、御おん身みを大切にしてください」

「そう、確かに危険はあるかもしれません。ですが、聖なるワタクシはあえてその危険に立ち向かいます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　聖女は静かに信者たちに告げる。

「それに、ワタクシはあの少年の聖なる勇気に心を打たれたのです。二人きりになるのは、ワタクシからの信頼の証あかし。信頼なくして対話は成り立ちません」

「ですが、せめて護衛の者を数人、いえ、一人だけでもいいですから！」

「いりません、全員おさがりなさい」

　きっぱりとした聖女の言葉に、信者たちは渋しぶ々しぶながら従った。それでも名残なごり惜おしそうにしながら兵士たちは天幕から出ていき──やがて、天幕の中にはシュンと聖女、二人きりとなった。

「ようやく二人きりになれましたね」

　聖女の言葉はジュヴレーヌの言葉、シュレーヌ語だった。シュンにとってはありがたい。

「そうですね」

　うなずくシュンは、なんとなく落ちつかなかった。想像以上に豪ごう華かな天幕の中。美しい聖女と二人きり……なんだろう、この状況。

「それで、聖なる少年よ。あなたの話を聞きましょう」

　聖女が静かに促してくる──のだが、シュンは、まず最初に気になっていたことをたずねることにした。

「あの……一つ、いいですか？」

「なんでしょう」

「聖女さんの、お名前を教えていただけませんか」

「あててごらんなさい」

　なんでそんなクイズ形式なのか、普ふ通つうなら疑問に思うところだ。しかし、シュンには疑問でもなんでもなかった。なぜなら、シュンにはもう、その答えがわかっていたからだ。

「その……もしかして、リース姉さんなの？」

　聖女は微び笑しようを浮かべながら、顔を隠かくしていた仮面を静かに外した。

　仮面の下から現れるのは、文字通り輝くような美び貌ぼう。実際驚おどろくほど白い肌はだが、『魔導灯フアール』の光に照らされて輝いていた。歳としは二十にとどくかという若さ。憂うれいをもった目の中には、のぞきこむと吸い込まれそうな黒い瞳ひとみがあった。整った鼻び梁りよう。花びらのような唇くちびる──それは、聖地にかざられた宗教画に登場していたような、聖女にふさわしい繊せん細さいな美貌だった。

　そして、見み間ま違ちがいようがなかった。顔は見えなくともその姿を見たときから、いや、声が聞こえた瞬しゆん間かんから、シュンの脳のう裏りには稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが走っていたのだ……彼女こそシュンたちの姉、十二姉妹しまいの次女、リースだ！

「リース姉さんだね？　今までなにをしていた……」

「シュ～たぁぁぁぁぁぁぁんっ!!　会いたかったですよ!!」

　素す顔がおになった聖女──いや、姉のリースは、やおら奇き声せいを発しながら勢いよく飛び上がり、そのまま体当たりでもするかのような勢いでシュンに抱だきついてきたのだった。うわっぷ、息が詰つまる。騎き士しの鍛きたえられた肉体とはいえ、鳩みぞ尾おちに衝撃が走れば苦しい。

「あぁ、シュ～たん。ワタクシのかわいい弟。三年ぶりですね。こんなところで会えるなど、これはまさしく聖なる天てん恵けい！　神に聖なる感謝を！」

　抱きついたリースがシュンにほおずりしてくる。姉の鏡のようになめらかな肌が直接ふれてきて、シュンは無意味に胸が高鳴ってきた……三年前よりもさらに成熟した姉の大人の肉体は、なんというか……すごかった。柔やわらかく、温かく、それでいて心安らぎ、とても気持ちがよかった。この感覚、まちがいなくシュンの姉だ。

「ボクも会えて嬉うれしいよ、リース姉さん……けど、こんなところでなにをやってるの？」

「聖女をやっています」

「うん、それは知っている。なんでそんなことをやっているの？」

「それは、ワタクシが聖女ですから」

　答えになっていなかった。だが、おだやかな表情で自分の胸に手を当てて答えるリースの姿には、謎なぞの説得力があった。神聖で侵おかしがたい独特の雰ふん囲い気きというか、彼女が自分を聖女だと名乗るなら、実際そうなのだろうとうなずいてしまうような、そんな雰囲気だ。

　そう、姉妹の次女、リースとはこういう人物なのだ。昔から浮うき世よ離ばなれしていたというか、どこか超ちよう然ぜんとした雰囲気をもっていて、個性が強い人だらけな家族の中でもさらに異い彩さいを放っていた人物である。

「なんで聖女になって、こんな内乱なんてしているの？」

「争いはワタクシの望みではありませんでした。ですが、それが必要な戦いであるならば、ワタクシは聖なる血を流すことを躊躇ためらいません。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　歌うような口調で答えるリース。実際歌うどころか、なぜかふりつけまでついていた。うん、知らない人が見たら完全に危ない人だ。けれど聖女とはこういう存在ですと言われれば、そういうものなのか、という気もした。
















「シュ～たんこそ、なぜこの国にいるのですか？」

「ボク、ジュヴレーヌの騎士になったんだ……いや、なろうとしている段階かな？　その仕事で、この国の内乱をどうにかしろって言われてきたんだよ」

「そうですか……ともあれ、つもる話もあるでしょう。まずはお座りなさい、シュ～たん」

「うん……けど姉さん、シューたんって……さすがにその呼び方は恥はずかしいよ」

「どうしてですか？　シュ～たんはシュ～たんですよ？」

　不思議そうな顔のリース。この姉はこういう人だったと、シュンは思い出した。まぁいいか、とむりやり納なつ得とくするシュン。姉に言われるまま、天幕の中の席についた。リースは、設置された家具からカップなどの茶器を取り出した。

「少しお待ちなさい。この姉が聖なるお茶を淹いれてあげます」

「ありがとう、姉さん」

　聖なるお茶ってなんだろう……ちょっと疑問だったけど、深くは聞かなかった。この姉にツッコミを入れると際限がなくなる。

　カチャカチャ──お茶の用意をしていたリースが、やがて湯気のたつ液体の入ったカップをシュンの前においた。

「お飲みなさい、体が温まりますよ」

　カップの中には、無色透とう明めいな液体が入っていた。これがお茶？　どんな味がするのか、シュンはそれを飲んでみた。

　口の中に、模も糊ことした味が広がっていく。その味わいの深さはたとえるなら、朧おぼろのような、不思議な感覚。舌の上を、名状しがたい水の味が駆かけ抜ぬけていく。

「姉さん……これ、白さ湯ゆだよね？」

「聖なるお茶です」

「いや、ただのお湯だよね？」

「そう呼ぶ地域もあるようですね」

「そうとしか呼ばないよ！」

「水こそは生命の起源にして神の恵めぐみそのもの。それを聖なるワタクシ手ずからいれたのです。これぞまさしく聖なるお茶なのです！」

　思い出した──リースは姉妹の中でも、とりわけ家事が苦手な姉だったのだ。

「シュ～たんは、聖なるお茶が気に入らないようですね」

「そ、そんなことはないよ、ノドはかわいているし」

　変なものを飲まされるくらいなら、白湯を口にした方がましだと前向きに考えることにした。が──リースは身を乗り出し、シュンの鼻先まで顔を近づけてきた。

「ど、どうしたの、姉さん」

「では、こうしたらどうでしょう？」

　ふ～……リースは、シュンが手に持つカップの中身に静かに息をふきかけた。春風のようにさわやかな姉の吐と息いきが、シュンの鼻先にも届く。

「お飲みなさい」

　不思議なことが起こった──透明なお湯が入っていたはずのカップ。シュンがずっと持っていたカップの中身に、薄うすく色がついていた。透とう明めい感のある緑色の液体が、カップの中には入っていた。

「え？　どういうこと？」

　飲んでみる──お茶だった。お茶の味がする。しかもさわやかな味わいがノドをかけぬけていき、とても美お味いしかった。なにをしたのだ？

「不思議なことではありません。奇き跡せきが起きたのです。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　祈いのるように手をあわせるリース。

「姉さん……すごいよ、いったいなにをしたの？　手品？」

「聖なる奇跡です」

「すごいよ、リース姉さん、本当にすごい」

　すごいと子供のように連呼するシュン。リースはおだやかな表情でどこか満足そうにうなずいて見せた。弟の賞賛が素す直なおに嬉しいらしい。

「姉さんは、なんで聖女をしているの？」

　お茶を飲みながらたずねるシュン。いつのまにか、シュンの緊きん張ちようは消えていた。リースはおだやかに答える。

「それがワタクシに課せられた、聖なる使命ですから」

「……えっと、三年間、ずっとこの国にいたの？」

「そうではありません。ここにくるまでいろいろとありました」

　三年前、シュンたちの両親が死んだ後、シュンとその姉妹はバラバラになった。リースもまた、シュンたちとは別れ、旅に出たのである。

「ワタクシには力があります──神の力、《滅神咒具エスカトロイ》が」

〈魔王コシユマル〉である母から受け継ついだ《滅神咒具エスカトロイ》は、もちろんリースだって持っているはずだ。だがシュンは、姉の《滅神咒具エスカトロイ》がどんなものかを知らない。《滅神咒具エスカトロイ》のくわしい性能については、家族同士でもあまり共有していないのである。

「その力をどのように使えばいいのか、ワタクシはずっと考え、そして聖なる解答にいきついたのです」

「その解答って？」

「《滅神咒具エスカトロイ》は神の力。その力を世界の人のために使い、あまねく人々の魂たましいに救済を与あたえようと、それこそがワタクシの聖なる使命だと、悟さとったのです」

「……つまり、みんなの役に立ちたいってことだね？」

「この国の人々は、苦しんでいました。教皇の圧政と重圧によって。その苦しみを少しでも和やわらげようと、ワタクシはみなさまに救済を与えました──それが現在では、このような大規模な集団へと発展したのです」

　それって……つまり、新教徒の内乱は、リースが扇せん動どうしたということだろうか？　うわぁ、とシュンは頭を抱かかえたくなった。大陸中に影えい響きようを与えようという大事件の原因が自分の身内だったとは……モニカの時と同じパターンだ！　だが、モニカの時より厄やつ介かいな問題もある。

「えっと……あのね、姉さん。事情はどうあれ、内乱をこれ以上広げるのは、よくないと思うんだ」

「争いは聖なるワタクシの望みではありません」

「だよね？」

「ですが、それが必要であるなら、ワタクシは聖なる戦いを躊躇いません」

「……どっちなの？」

「ワタクシは、戦いを望んではいません。ですがワタクシでももう、この戦いを止めることはできないのです」

　リースの言葉に、そんな、とシュンはつぶやいた。

　聖女の正体が姉だとわかってシュンは正直、よかったと安心していた。内乱を起こす中心人物が知り合いなのだから、それで説得できると思っていた。

「えっとさ、どうして？　姉さんが、新教徒のみんなに、戦うのはやめよう、っていえばなんとかなるんじゃない？」

　見た限り、リースのカリスマ性は相当なものだ。その影響力はかなり大きいだろう。

「戦いを望む人がいます。その人の魂を救済するには、戦い続けるしかないのです」

「望む人？　それは、誰だれ？」

「シュ～たんは、もう会ったはずですよ」

　心当たりがあった。実戦で新教徒たちの指揮をとっていたといわれる存在──圧あつ倒とう的な強さを誇ほこる、漆しつ黒こくの巨きよ人じんを。

「まさか、あの巨人？」

「〈巨神騎ラ・モルテル〉と、一部の人間は呼んでいるようです」

「……姉さん、もしかしてだけど」

　シュンは、先ほどから気になっていたもう一つの事実を、姉に尋たずねた。

「もしかして……あれは、ルー姉さんなんじゃない？」

「そう、聖女たるワタクシ、リース・リムニオ・リャッティ・リングの聖なる妹──それこそがあの〈巨神騎ラ・モルテル〉の正体なのです」

　やはり、とシュンは息を吞のんだ。リースが出てきたときから、もしかしたらと思っていた。シュンの姉の一人、ルケは確か三年前、リースと共に姿を消したのだ。

「ルーは、強くなろうと願い、力を求め続けた結果、戦うことでしか生きていけない存在となったのです。ワタクシがこの戦いを始めた理由も、戦いにとらわれた聖なる妹の救済のためなのです」

　リースだけでなく、もう一人の姉までもが内乱に関かかわっていた……その事実は少しショックだった。が、すぐにシュンは、自分がなにをなすべきかを自覚した。

「リース姉さん……ルー姉さんに、会わせてよ」




　リースは、新教徒の陣じん地ち内を自由に移動していい、とシュンに告げた。リースが案内してくれるのかと思いきや、他の信者たちの前ではシュンとリースが姉弟きようだいであることは秘密にしておこう、ということになった。余計な混乱をおこさないためらしい。シュンとしても、今はまだそのことを公表すべきではないな、と考え、姉の意見に賛同した。

　あんまりリースと親しくしているのも不自然なので、陣地内は兵士の一人が案内してくれた。途と中ちゆう、すれ違ちがう兵士たちはジュヴレーヌの制服を着たシュンの存在を怪け訝げんな顔で振りかえるが、リースがシュンの自由を認める発言をしたためか、それ以上の問題はないまま進むことができた。

「……大将軍はこちらです」

　案内をしてくれた兵士は、天幕の切れ目までシュンを案内して先を指さした。なぜか、その兵士は怯おびえたような表情を浮うかべていた。かすかにその体も、震ふるえている気がする。

「どうしたんですか？」

「いえ……ご案内はここまでです。後はご自由に」

　それだけ言うと、案内の兵士はすぐさま立ち去ってしまった。どうしたんだろう、首をかしげるシュン。なんだか、恐おそろしい者から一刻も早く逃にげるような感じだった。

　一人になったシュンは、まぁいいかとその先へ進み──程ほどなく発見した、〈巨神騎ラ・モルテル〉──いや、シュンの姉、ルケを。

　天幕の張られた陣地の奥にある空き地。なぜかその周辺には設備はなく、兵士は一人もいない。すぐそばでは野営する兵士たちでにぎわっているのに、そこだけ別世界のようだった。

　そこにルケはいた。巨きよ体たいをかがめて、平原に生える大きな木に背中をあずけるようにして座っていた。

　座っているといっても、常識外れの巨体である。座っているのにシュンよりもはるかに背が高いという、わけのわからない状態だった。背中をあずける木にしたって、大人数人で囲まねばならないくらいの太さがあるのに、ルケの重みをあずけられてその幹が歪ゆがんでいた。

　ルケは、ゆっくりと、やってきたシュンへと顔を向けてきた。頭だけでも、シュンの胴どう体たいくらいの大きさがある。こうやってみると、明らかにサイズがおかしい。

「ねぇ、ルー姉さん、なんでしょ？」

『……………………』

「久しぶりだよね。元気だった？　再会できて、嬉うれしいよ」

『……………………』

　ルケ──それはシュンの姉の名前で、家族の間ではルーと呼ばれていた。活発な性格で、姉妹しまいの中でも体力と腕わん力りよくが並外れていた存在だ。

　怖こわい──それが、正直な感想だった。なぜならシュンは、ルケとの思い出はあまりいいものがなかったからだ。ルケは簡単にいうと、短気で粗そ野やな性格だったのである。そんなルーからすると、才能のカケラもなくいつもヘラヘラしているシュンは見ていてイライラする存在だったらしく、いつも怖い顔で睨にらまれていた思い出しかない。

　しかし、それでもルケは、シュンにとっては大切な姉の一人だ……ただ、さすがのシュンも目の前の巨人を見て、正体がルケだとは気づかなかった。ルケは、背が高かった姉ではあるが、さすがにこんな人間の限界を超こえるようなサイズではなかった。鎧よろいから響ひびく声にしても、くぐもっていて、女性の声だとはとても思えなかった。

　それでもシュンがルケの正体に気づけたのには、理由があった。

「覚えてる？　昔も、ルー姉さんにボク、よく殴なぐられたよね……さっき殴られたとき、この痛みは、ルー姉さんに似ているって、ボクすぐに思い出したよ」

『…………』

　ノソリ、重々しくルケが立ち上がった。それだけでズシリと、重い音が響く。不思議だ──なぜか周囲から、物音が聞こえない。ここは屋外なのに、周囲には動物はおろか、鳥一羽、虫一匹ぴきすら見あたらない。風が、いつのまにか止まっていた。重苦しい空気が周囲を埋うめ尽つくす。

　シュンの正面に立ったルケは、頭上からシュンをのぞき込んでいる……この人、本当に人間なのかな……そんな漠ばく然ぜんとした疑問さえ、シュンの脳のう裏りには浮かんだ。

「えっと、ルー姉、ぶげっ！」

　愛あい想そ笑いでアイサツをした瞬しゆん間かん、シュンの頰ほおにルケの拳こぶしがめり込んだ。先ほどと同様に吹ふっ飛とばされるシュン。痛い。シュンは、半分泣きながら体を起こした。

「な、なんで殴るのさ……」

『男がヘラヘラ笑ってんじゃねぇぞ』

　なにその理り屈くつ、無茶苦茶すぎる。なんでそんな、笑っただけで吹っ飛ばされるほど殴られないといけないんだ、理り不ふ尽じんすぎる。

「あの……ルー姉さんなんだよね？　ボクだよ、シュナブラン。覚えてる？」

『知らねぇ』

　にべもない返事。シュンは、笑え顔がおを引きつらせながら続けた。

「あれ？　おかしいな。ボクだよ、シュンだよ。ほら、昔から姉さんによく殴られていた弟のシュンだよ？」

『オレに弟なんて、いねぇよ』

「それってどういう……」

『ゴチャゴチャうるせえぞ、小こ僧ぞう』

　ルケの腕うでが、シュンの襟えり首くびをつかんで持ち上げてきた。片手で軽々と、シュンは家の屋根くらいの高さまであっさり吊つり上げられてしまう。

『オレは、てめぇみたいにナヨナヨした弟なんざ知らねぇな』

「だって、姉さん……」

『黙だまれ！　死にたくなければ、オレに近づくんじゃねぇ！』

　シュンの体を地面に叩たたきつけるように投げ出すルケ。シュンは、絶句して地面の上に座り込むしかなかった。

『次にオレの前に出てきたら、殺すぞ！』

　肩かたをいからせながら、重々しい足音とともにルケはどこかへと去っていった。シュンは、呆ぼう然ぜんとそれを見送るしかなかった。

「……やはり、こうなりましたか」

　と、聞き覚えのある声──振りかえるとそこには聖女、リースがいた。最初に会ったときと同じ仮面をつけ、顔を隠かくした姿だった。

「あの子は、変わってしまいました。三年前のあの日から……」

「どういう、ことなの？」

「父様と母様が死んだ後のことを、あなたは覚えていますか？」

「あのときのことは……」

　正直、ショックが大きすぎて、シュンは当時のことをあまりおぼえていないのだ。ただひたすら悲しくて、まるで自分の胸の中身がごっそりえぐりとられたようで、あの時のシュンは悲しみを理由に一日中ベッドに倒たおれていることしかできなかった。

　ようやくシュンが立ち直って起き上がったとき──シュンの家族はバラバラになった後だった。

「自分に力がなかったせいで二人は死んだ──ルーは、そう感じているようです。あの子は粗そ暴ぼうに見えて、そのじつとても優やさしい子ですから」

「うん、知っているよ」

「父様母様の死を、ワタクシたちはそれぞれが受け止め、乗り越こえようとしました……ですが、それを乗り越えられなかった子たちがいます。モニカは、安易な復ふく讐しゆうに走り、結果として自らの魂たましいを失いました」

　モニカは今も昏こん睡すい状態のままだ。リースもそのことを知っているのか？

「そしてルーは、力の足りない自分の無力を嘆なげき、力を求めた結果、戦いを望む修しゆ羅らと化しました。ルーの怒いかりと悲しみはあまりに深く、三年という時間では癒いやすことができなかったのです」

「そんなことに……」

「怒りにかられたルーは三年前、大陸ごと人類を滅めつ亡ぼうさせようとしました。そして悲しいことに、ルーの《滅神咒具エスカトロイ》は、それが可能なほどの力を持っているのです」

　！　初耳だった。そんな恐ろしいことが……

「ワタクシはルーを追い、聖なる説得によってその破は壊かい衝しよう動どうをなんとか抑おさえることに成功しました。ですが、ルーの心の傷はまだ消えていないのです」

「姉さん……どうすれば、ルー姉さんを助けることができるの？」

「わかりません。今は、戦場で暴れさせることでルーの怒りを紛まぎらわせています。実際彼女には、戦せん闘とうに関する才能がありますから。そのおかげで最近は多少安定してきました……このまま彼女が落ちつくまで、ワタクシは戦い続けます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「待ってよ、それじゃ、ルー姉さんのためにこの内乱は続いているの？」

「それは違います。教国の民たみに不満がたまっていたことも事実。内乱は起こるべくして起こり、ワタクシは人々の救済のため、この国へ来ただけです。避さけられない戦いだったからこそ、ルーの力も借りているだけです」

　シュ～たん、とリースはシュンを見つめた。

「なぜこの国で内乱が起こったか、理由を知っていますか？」

「それは、教皇さんへの不満が高まったから……」

「その不満の理由は？」

「えっと……いろいろあったはずだけど……」

「いちばんの理由は、モニカです」

　なぜそこでモニカの名が出てくるのか、シュンはとっさに理解できなかった。

「モニカの正体が〈魔王コシユマル〉の娘むすめだと知れ渡わたり、世界中に不安が広まったのです。魔族はまだ滅ほろびていないと。そしてペルデ卿きようの正体が魔族だと知れ渡った瞬間、一部の人は気づいたのです──ペルデ卿と同様、人間のフリをしている魔族がまだいるのではないかと」

　それは、出発前にシュンたちも考えたことだ。

「自分の隣りん人じんが魔族かもしれない。その不安がこの国では爆ばく発はつ的に広まりました。その問題をどうするのか、人々は教皇に尋たずねました。ですが教皇はなにも打開策を打ち出せないまま、無根こん拠きよなウワサを流す者を断罪したのです──これによって人々の不満は爆発したのです」

　そんな事情があったのか──シュンたちがジュヴレーヌで集めた資料では、そこまでのことはわからなかったのである。遠く離はなれた他国の内情は、やはり現地にこなくてはわからないのだ。

「わかりますか、シュ～たん。魔族と人間、その関係のひずみが、この争いを呼んだのです。ならば、〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉の娘として、このひずみを正す聖なる使命がワタクシにはあると、そうは思いませんか」

　静かに、リースは仮面の奥の目を閉じ、両手を自らの胸に当てた。

「ワタクシは、この国の人々に説いて回りました。隣人が魔族なのか人間なのか、それは問題ではない。汝なんじの隣人を愛する、その行こう為いの正しさは相手が誰だれであろうと決して変わらないと……ワタクシの考えに賛同するみなさんは増えていき、やがて新教徒と呼ばれるようになったのです」

　リースはいなくなった三年間、そんなことをしていたのかと、シュンは初めて知った。

「ワタクシはこのまま新教徒を増やすつもりです。そして頃ころ合あいを見て、魔族とは、決して人類と相あい容いれない存在ではない、三十年前の戦いは、お互たがいの誤解から発生したのだと、みなを説得するつもりです。きっと、最初は理解してもらえないでしょう。ですがワタクシは生しよう涯がいをかけてでも、人々の誤解を解いてみせます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「姉さん……すごい、すごいよ姉さん！」

　シュンは、思わず感極きわまって、姉に近寄った。

「ボクも同じ気持ちだよ。ボクも、みんなの誤解を解いて、魔族と人類が共存できる世界を作りたかったんだ……ボクはまだ手て探さぐりだけど、姉さんはもう実際に行動しているんだね」

「ワタクシの行動など、まだ序の口です。本当にたいへんなのはこれから……さぁ、シュ～たん。お願いです。ワタクシを、手伝ってください」

　静かに、リースがシュンに手を差しのばした。

「この聖なる使命は、ワタクシだけで担になうにはあまりに大きすぎます……ワタクシには、シュ～たん。あなたの助けが必要なのです。聖なる弟よ。これから先、ワタクシの理想を具現化するため、手助けをしてもらえませんか？」

「もちろん、ボクにできることならなんだってするよ！」

「あぁ、さすがシュ～たん。かわいい弟よ、聖なる神に感謝します」

　リースがシュンの背中に手を回し、ぎゅーっと、力いっぱい抱だきしめてきた。柔やわらかな姉の肉体の感かん触しよくを感じながら、シュンは、もっと早くリースと再会していればよかったと、心から思った。




　その夜──聖地ヴィヴァン、ラ・ロマネティ大聖堂にアンジュやソフィーたち、ジュヴレーヌ王国のメンバーがそろっていた。昼間と同様、聖堂で待つ教皇との謁えつ見けんがかなったのである。

「教皇猊げい下かにおかれましては、夜間にもかかわらず、謁見を許可いただけまして、まことにありがとうございます」

「気にすることはありません。わらわはそなたらとの約束を守っただけです」

　静かに、教皇が口を開く。おだやかな表情は、内心でなにを考えているのか、全くわからない。

「敵の動きを止めれば、もう一度会うと約束したのです。そして実際に反乱軍の動きは止まっていると聞いています。ならばそなたらと会わねばなりません」

「ありがとうございます」

「ですが……その約束をした、シュナブラン卿の姿が見えませんね」

　教皇が、静かに尋ねる。やはりその話題になったか、とアンジュはうなずいた。

「シュナブラン卿は、教皇猊下とのお約束を果たすべく、反乱軍のもとへ向かいました。そして、反乱軍の動きを止めたのです」

「つまり、シュナブラン卿は、反乱軍に捕とらえられたのですか？」

「シュナブラン卿は、反乱軍との交こう渉しように向かっただけです。今はまだ戻もどっていませんが、必ず戻ってきます」

　シュンが新教徒の捕ほ虜りよになったのかどうかは、微び妙みような問題である。だが、アンジュたちは色々と考えた末、交渉に向かったということにしたのだった。

「それで、そなたは今回、どんな言葉を紡つむぐつもりですか？　また、援えん軍ぐんが来るまで待てと繰くり返しますか？」

　先に釘くぎを刺さされた──いいえ、とアンジュは首を振ふる。

「教皇猊下……反乱軍に対して、今後どのように対処するおつもりですか？」

「反乱軍は、神に弓引く背信者です。断固とした処置をしなくてはなりません」

「我が国の調べによりますと、現在反乱軍には、このエシュヌ教国の国民の、実に七割近くが荷か担たんしているそうです」

「反乱軍の数は多いようですが、それが国民の何割なのかは、わらわは知りません」

「我が国の収集した情報を持って参りました。きちんと裏付けのとれた資料です、ご覧になりますか？」

　ロッシュがまとめてくれた資料である。それはかなり精度の高い情報だった。新教徒の数が多いからこそ教皇は追い詰つめられているのだし、信しん憑ぴよう性せいもあった。

「……なるほど。そなたの言うとおり、かなり多いようです」

　七割という数をつきつけられても、教皇の表情は変わらなかった。元々知っていたのか、あるいは動どう揺ようを隠しているのか、どちらかわからないが、どちらにしろ腹芸がすごかった。

「七割の国民が反乱に荷担しています。仮にこの反乱を鎮ちん圧あつできたとして、関係者の処しよ罰ばつをどうするおつもりでしょうか？」

「それは、国内の問題です。ジュヴレーヌのかたがたに干かん渉しようされるつもりは……」

「処罰をするにしても、我が国の後押しがなくては、その処罰もまともにできないはずです。なにしろ、あまりに数が多い」

「…………」

　教皇が押し黙だまった。アンジュの言葉が正しいという証しよう拠こだ。

「ですが、国民の七割を処罰するなど、不可能です。仮にやったとしたら、それではもはや国家を維い持じできなくなってしまいます」

「そなたは、なにが言いたいのですか？」

「落としどころを決めていただきたいと思います。我が国は、もちろん教皇猊下の後押しをさせていただきます。問題なのは、反乱軍をどこまで制圧するかということです」

　新教徒を倒たおすにしたって、段階がある。教皇が優勢になるまでもっていくか、相手が降こう伏ふくするまで攻せめるか、あるいは一兵も残さず殲せん滅めつするのか。

　そしてこの場合、当然ジュヴレーヌにとっては、戦闘の負担が少ないほどいい。

「内乱がおさまったとしても、治安維持のために今後も兵力をそなえておく必要があります。そのためにも、エシュヌ国内にいくつか、我が国の駐ちゆう屯とん基地を建設させていただきたく思います」

「……我が国を、侵しん略りやくするおつもりですか？」

「侵略など、とんでもありません。友好国を護まもるための兵力を、置かせていただきたいのです。ご存じのように、我が国と貴国の間は遠い。今回のように、派兵するだけでも一苦労です。ですがここに基地を作って兵力の一部を駐屯できれば、今後の平和も保障できます」

　国内に駐屯基地を作らせろ、というのがアンジュの要求である。教皇は、押し黙って考えた。自国内に他国の軍隊が存在することによるメリットとデメリットを、素す早ばやく計算しているようだった。

　そして、リュリシアは今後西方との国交も盛んにしていきたいと考えていた。西方への玄げん関かん口ぐちであるこのエシュヌにジュヴレーヌの騎士団を配置できることになれば、それはリュリシアの目的を果たすための第一歩となるだろう。

　思案している教皇を見て、アンジュはソフィーへと視線を動かした。ソフィーもうなずく。

「提案させていただきます」

「なんですか？」

　ソフィーが静かに口を開いた。

「基地建設の費用などは当然、我が国が負担させていただきます。ただ、基地建設のための人員は、現地で雇こ用ようさせていただこうと考えています。今回の内乱で、経済にも少なくない被ひ害がいが出ているはずです。この雇用によって少しでも貴国の経済が回復できれば、と考えています」

「なるほど……面おも白しろい提案ですね。少なくとも、昼間聞いた話より具体的な内容になっています」

「もちろん、我が国は友好国への経済支し援えんも惜おしみません」

　ソフィーが最後に付け加えた。教皇はおだやかな表情で、かすかに眼めを大きくした。教国が内乱で経済的に苦しいのは事実だ。東の大国であるジュヴレーヌの経済支援は、それこそノドから手がでるほど欲ほしいはずである。

「教皇猊下……反乱軍全すべてを処罰することは、現実的ではありません。反乱したとはいえ、彼らもまた同じ国の国民ではありませんか。寛かん大だいな処置を見せてこそ、猊下の懐ふところの大きさを国民は理解できるはずです」

「背信者たちをゆるせと、そなたは申すのですか？」

「猊下……わたしからもお願いいたします」

　と、そこで聖堂内にいた教国の司教が、教皇に向かって頭を下げた。

「無論背信者に対し、多少の処罰は必要でしょう。ですが重すぎる処罰は火種として残り、次の内乱へとつながります。なにとぞ、寛大な処置を」

「お願いいたします、猊下」

「どうか、今回の内乱、未然にふせげなかった我々にも責任があります」

　室内にいた教国の重じゆう鎮ちんが次々と頭を下げていき、頭を上げたままなのはとうとう教皇一人、という事態になった。

　その光景を見て、教皇は口元をゆるめ、笑えみを零こぼした。

「なるほど、これはしてやられましたね……ジュヴレーヌの根回しは、完かん璧ぺきだったということですか」

「なんのことでしょう」

「とぼけなくてもけっこうです。わらわとの謁見をする前に、こちらの重鎮を説得しておいたのですね。なるほど、油断しました。そなた等は未熟な子供と思っていましたから、こんな工作をしこんでいたとは予想外です」

　ソフィーが静かにうなずいた。この工作をしたのは、実はソフィーである。もちろんソフィー一人では不可能なので、外交官であるロッシュの教国内のパイプを最大限に生かし、謁見が始まる前に説得しておいたのだ。

「ここまで話を進めていたのです。そなた等は、すでに内乱を収める算段をすすめているのですね？」

「シュナブラン卿きようが、反乱軍と交渉しています」

「なるほど。わかりました。ですが、全てを今、この場で決めることはできません。わらわはこれから司教たちと話し合います。明日あしたの朝、また改めて返事をしましょう」

　こうして、二度目となった教皇との対話は、かなりスムーズにすすめることができた。







　一方その頃ころ、聖地から少し離はなれた山中にて、二人の人物による会話がなされていた。

「それで、先ほどのあれは、いったいどういうことなのですか？」

「だってさ、あれはムリだよ、ムリムリ、だって……から」

「この後どうする気ですか？」

「どうすればいい？」

「しかたありませんね……ワタクシにお任せなさい。このワタクシ自らが、あなたに聖なる秘策を与あたえてあげましょう」

　その会話の内容を──シュンたちは、まだ知らない。







　教皇との交渉を終えたアンジュたちは、滞たい在ざい先のホテルへと戻った。

「しかし、本当に驚おどろきましたね……まさか聖女と呼ばれる人物が、ソフィー卿の姉だったとは」

「申し訳ありません、私の身内がまた、迷めい惑わくをかけて」

　ソフィーが頭を下げる。ソフィーもまた、リースやルケの存在をなんとなく感じていた。だが、シュンが半ば確信していたのに対し、ソフィーはあまり自信がなかった。

　だが夕方すぎになって、新教徒軍に行ったシュンから魔導端末で連れん絡らくがあり、情報を共有できたのである。リースとルケの情報は、シュンから聞いたのである。

　聖女が姉のリースであるのならば、交渉は簡単だ。どんなパイプよりも太い、肉親という関係がある。

「ある意味トラブルメーカーな一族よね」

　ミュスカが嘆たん息そくしている。内心で、これが〈魔王コシユマル〉の血筋か、とつぶやいたりもしていた。

「いえ別にソフィー卿の責任ではありませんが……」

　アンジュは室内を見回した。現在室内にはアンジュとソフィー、そしてミュスカといういつものメンバーである。他人に聞かれてはいないな、と確かく認にんしてアンジュは尋たずねた。

「素そ朴ぼくな疑問ですが、あなたのご姉妹きようだいは全部で何人いるのですか？」

「十二姉妹です」

「……まだ他にもいるということですね」

「えぇ、まぁ」

「……まだ他にもトラブルが起きるのですね」

「否定できないところが……」

　口ごもるソフィーを前にして、アンジュは嘆息した。

「まぁいいでしょう……それで、ソフィー卿。聖女とは、どのような人物なのですか？」

「聖女、リース姉さんは、そうですね……一言で言えば、優やさしすぎる人です」

「優しすぎる？」

「困っている人を見つけたら放ほうっておけないというか、助けずにはいられないというか、そんな人です」

「なるほど、まさに聖女ですね」

「問題は、行動力とカリスマ性がありすぎることです」

「どういうことですか？」

「……子供のころ、リース姉さんがおつかいで人間の街に行ったことがあるのです。その街で偶ぐう然ぜん強ごう盗とう事件が発生しました。その現場に乗り込んだ姉さんは、犯人と直接交こう渉しようをして、自分が人ひと質じちになる代わりに他の人質を全て解放させました」

「すごいですね」

「さらにはその後犯人を説得して自首させ、強盗事件を解決しました」

「正義感の強い人なのですね」

「その犯人を捕とらえる警察が来たら、犯人にも事情があったのだからゆるして欲しいと、今度は警察の説得をはじめたそうです」

「それは……」

「警察に話してもむだだと悟さとった姉さんは、裁判所に乗り込み、最終的に司法局にのりこんで犯人の解放を訴うつたえたそうです」

「…………」

「姉さんのけなげな行動に心をうたれた街の住民数千人が大挙して司法局に乗り込み、鎮ちん圧あつのためにでてきた機動部隊と全面衝しよう突とつにまで発展しました。騒そう動どうは一ひと月つき近く続いたそうです」

「それは……やりすぎなのでは？」

「ちなみに当時、リース姉さんは七歳だったそうです」

　絶句するアンジュ。それはもう、すごいというより異常だった。

「リース姉さんはそういう人なのです。自分が正しいと思ったら最後までやり遂とげる行動力と、周囲の人間を扇せん動どうするカリスマ性が異常なんです」

　だからこそ聖女となって新教徒の旗印になったのだろう。ある意味はた迷惑きわまりないうえ、自分が正しいと心から思っているのだから始末が悪い。

「聖女さんは、わかりました。それで。もう一人のお姉さんは？」

「ルケ姉さんですか……あの人は、正直危険です」

「危険、ですか」

「あなたも見たように、あの人は強いです。単純な力では、私たち姉妹の中で最強でしょう」

〈巨神騎ラ・モルテル〉のことを思い出すアンジュ。

「おまけに短気で粗そ暴ぼう、思い通りにならないことがあると暴れ出すという、ある意味単純な人です」

「……つまり、それって」

「端たん的てきに言うなら、バカです」

　ソフィーが断言する。身も蓋ふたもないわね、とつぶやいたのはミュスカである。

「事実です。あの人のバカさは、ある意味ヴィオを超こえているかもしれません」

　引き合いに出されたヴィオは、そのころジュヴレーヌでクシャミをしていた。

「しかし、あの強さ、やはりルケ姉さんでしたか……今の私では、ルケ姉さんに勝てませんね」

　悔くやしそうにつぶやくソフィー。アンジュは、まぁおちついて、と同どう僚りようをなだめた。

「お気になさらずに」

「いえ、ですが、相手がルケ姉さんなら、場合によってはまた戦う可能性があります。そのとき、今の私では……」

「情報が入りましたぞ、アンジュ卿！」

　バタンと、部屋の中にロッシュが入ってきた。ずいぶん慌あわてた様子だ。アンジュたちは会話をうちきって、ロッシュを迎むかえ入れた。

「なにがあったのですか？」

「教皇猊げい下かが大司教たちと会議をして、先ほど意見がまとまったようです。懇こん意いにしている司教がいち早く情報を教えてくれました」

　と、ロッシュ。今回の件では、彼の教国内での情じよう報ほう網もうにかなり助けられていた。

「どうなったのですか？」

「教皇猊下は最低限、魔ま女じよのクビを所しよ望もうしたそうです」

「魔女？」

「教皇猊下は、反乱の首しゆ謀ぼう者をそう呼んでいます」

「まさか……」

　絶句するアンジュ。ソフィーの顔が、青ざめた。ロッシュはそんな二人に、決定的な言葉を告げた。

「反乱軍の首謀者である聖女のクビを差しだせば、反乱に荷か担たんしたほかの者たちの処しよ罰ばつは見送る──教皇猊下はそう宣言するようです」








第四章　暴走する姉と光の覚かく醒せいと全すべての黒幕









　聖地からは山を一つ越えた平原部──そこは新教徒軍の野営地だった。すでに日は傾かたむいており、新教徒たちも今夜はこのまま野営をする予定だった。

「シュ～たんは、ここを自由にお使いなさい」

「うわぁ、広いなぁ」

　シュンはリースに案内されて、野営地の中のとある天幕へと案内されていた。

　本当はソフィーたちのところに戻もどりたいのだが、リースに、今夜は泊とまっていきなさいと言われ、結局姉の誘さそいを断れなかったのである。

　一応自分は無事だと、魔導端末でソフィーに連絡した。端末にはソフィーやアンジュからの着信履り歴れきが無数にあったので、連絡が遅おそくてごめんね、と謝っておいた。

　シュンが案内された天幕は……天幕というより、部屋といったほうがいい場所だった。さすがにリースと会った天幕ほどではないものの、シュンが騎き士し学園で使っていた寮りようの部屋よりも広くて豪華だった。

「大きな部屋だね」

「将官が使うための天幕です。遠えん慮りよせずくつろぎなさい」

　と、ここまで案内してくれたリースが告げる。

「…………」

　リースのかたわらには、もう一人の人物がいた。それは、女の子だった。修道服っぽい服装の、すらりと背の高い女の子。だがこの子の服は、丈たけがすごく短かった。ほとんどミニスカートくらいの長さで、白いストッキングに包まれた長い脚あしが丸見えだった。

「えっと……その子は？」

「この子はルーシーといいます」

　ルーシー、というらしい少女は、ペコリと無言のまま頭を下げた。静かな子で、一言もしゃべらない。

「…………」

「この子はしゃべれません。それで普ふ段だんは、ワタクシの聖なる身の回りの世話をやってもらっています」

「そうなんだ……シラーと一いつ緒しよだね」

「そうなりますね」

　よろしく、とシュンはルーシーにアイサツをする。ルーシーは、かわいい女の子……だと思う。自信がないのは、顔が見えないからだ。頭には頭ず巾きんをつけているし、顔もリースと同様の、白い仮面で上半分が隠かくれていた。なんなのだろう、この仮面？　この国の様式なのだろうか？　今のところこの二人以外でつけている人を見たことがないけど……

「ワタクシには聖なる用事があるので、シュ～たんと一緒にはいられません」

　聖女であるリースは多た忙ぼうなのだろう。しかたがない。

「そのかわり、ルーシーを置いていきます。なにか必要なことがあれば彼女に言いなさい。今夜はシュ～たんのお世話をするように、言ってあります」

「ありがとう、よろしくね、ルーシーさん」

「…………」

　うなずくルーシー──おや、とシュンは、無口な彼女の顔を見た。女の子にしてはけっこう背が高い。シュンよりも少し高いので、相手の顔を下からのぞき込むような形になった。

「……あの、もしかして、どこかで会ったことありませんか、ルーシーさん？」

「！！！」

　ルーシーはブルブルと頭を振ふりながら半歩後あと退ずさった。だが……シュンは、なんとなく彼女に見覚えがあるのだ。いや、こんな仮面をつけた人なら一目見れば忘れないはずだけど、そうではなくて、なんとなく、相手の体格とかに見覚えがあるというか……

「ん～……どっかですれちがったりしませんでした？」

　ないないない、とでも言うように、ルーシーは無言で頭を激しく振っていた。激しく動きすぎて、顔の仮面が外れそうな勢いだった──外れはしなかったけど。

「けど、どこかでこんな感じが……あれ？」

　ふと気づき、シュンはルーシーに一歩歩み寄り、顔を近づけた。くんくん──鼻を動かして、空気を吸い込んでみる。

「なんだろう、この匂におい、絶対覚えがある」

　さわやかで、甘あま酸ずっぱくもすがすがしいという、そんな匂いだ。この匂いを、シュンは知っていた。昔どこかで、同じ匂いをかいだことがある気がする……そうだ……たしか、子供のころ、この匂いと同じ……

　ボゴッ「ブギャッ！」

　シュンの顔を、ルーシーが思いっきり殴なぐり飛ばした。きりもみ回転をしたあと天幕の床ゆかに転がるシュン。女の子とは思えないパワーだった。

「なんでいきなり殴るの……」

「…………」

　ルーシーは、仮面からのぞかせる口元をまっ赤にしていた──よくよく考えたら、女の子の体たい臭しゆうをいきなりかぐとか、失礼にもほどがあった！　自分が悪かったと、今さら気づくシュン。

「ごめんなさい、その……ちょっと、考え事をしていて、ついというか、魔まがさしたというか……とにかくごめんなさい、ルーシーさん！」

　素す直なおに謝るシュン。床の上で土下座して頭を下げた……でも、あれ、と違い和わ感を覚えるシュン。

「なんだろう、この殴られた痛み……最近どこかで、似たようなことが……」

「シュ～たん、ルーシーをいじめてはいけません」

　と、そこでリースがシュンをたしなめてきた。

「ルーシーは、数すう奇きな運命をたどってきた少女なのです」

「数奇な運命って、なに？」

「聖なる運命です」

「……その運命って？」

「ルーシーは、この内乱によって家族を失ったのです」

　悲しげな声を漏もらすリース。

「彼女の目の前で、彼女の家族は殺されました。そのショックで、彼女は言葉を失ってしまったのです。さらには、そのとき顔にひどい火傷やけどを負ってしまいました。顔を隠しているのは、そのためです」

「そうだったんだ……ごめんなさい。ボク、なにも知らなくて……」

「いいのです、シュ～たん……ルーシーも、気にはしていません」

　コクコク、ルーシーはうなずいていた。

「そのようなことのあった彼女は、聖なる運命によってワタクシと出会いました。ワタクシも責任を感じ、彼女を引き取ったのです」

「そうだったんだね……たいへんだったんだね」

　ルーシーの手をとるシュン──だが、その手はすぐにふりほどかれた。口元を赤くしたルーシーが、仮面の奥からシュンを睨にらんでいた。

「ルーシーはとても内気なのです。過度なスキンシップはしないように」

「ごめんね」

　なかなか対応が難しい相手だった。

「それでは、二人で仲よくくつろぎなさい」

　と言って、リースは去っていった……しかし、そんな、心に傷を負ったような相手と同じ部屋にいるというのは……本当にいいのかな、と不安になるシュンだった。

「えっと……よろしくね、ルーシーさん」

「…………」

　かすかにうなずくルーシー。とりあえず、シュンがしゃべらなくてはひたすら無言大会になってしまう。それはさすがに気まずいということで、シュンはいろいろと声をかけてみることにした。

「実はさ、ボクも何年か前に両親が死んだんだよね。だからボクもルーシーと似た感じなのかな……あ、ルーシーって呼んでもいい？」

　コクコク、うなずくルーシー。よし、呼び捨ての許可がもらえたということは、相手もシュンと仲よくしたがっている、と判断していいだろう。

「あ、ボクの言葉、わかる？　ボク、エシュヌ語勉強したばかりで、まだイマイチなんだよね」

　ルーシーはうなずいた。シュンのつたないエシュヌ語でも大だい丈じよう夫ぶらしい。

「聖女さんのお世話をしているんだよね？　たいへんじゃないの？」

　ふるふる、首を振るルーシー。

「聖女さんとはどれくらいの付き合いなの」

　手を広げるルーシー。

「けっこう長いってことかな？　普段はどんな感じなのかな？」

　そんな感じで会話を続ける。シュンが一方的に聞くだけで、ルーシーはジェスチャーを返すだけ。それだけだが、シュンが話しかければルーシーも素直にジェスチャーを返してくれるので、会話（？）は弾はずんだ。

　もともとシュンにはシラーという超ちよう絶ぜつ無言な妹がいるので、しゃべらない相手とのつきあいかたというのもなんとなくわかっていた。

「ルーシー、なにか得意なものってある？」

　そうたずねるとルーシーはうなずいた。そのまま腕うでを上げ、手のひらを握にぎったり開いたりしてみせてくる。

「なにそれ、体操？」

　ふるふる、違ちがうらしい。ルーシーは自分の肩かたをつかんで、揉もむように動かした。

「あ、もしかしてマッサージ？」

　うなずくルーシー。なるほど。

「もしかして、聖女さんのこともマッサージしたりしているの？」

　うなずくルーシー。

「そうなんだ～。得意ならボクもやってもらおうかな～、なんちゃって」

　うなずくルーシー──あれ？　冗じよう談だんのつもりで言ったのに……

　ルーシーは、天幕の中に設置されたベッドを指さした。寝ねろ、と言っているようだ。本当にやってくれるらしい。

　シュンも自分から言った手前、やっぱいいです、とは断りにくかった。じゃ、お願いしますとシュンはベッドの上に横になった。ちなみにベッドは、普ふ通つうにホテルとかに置いてあるのと同じ、柔やわらかいベッドだった。騎き士し学園にいるときに経験した野営とは、大違いだった。

　すると──むにっ。うつぶせになったシュンの腰こしの上辺りに、ルーシーが座り込んだ。そのままシュンの背中に手を当て、筋肉をもみほぐすように手を動かしていく。これは……なかなか、思ったよりも、気持ちいい……

　けど、背中に当たっている柔らかい感かん触しよく、これはどう考えてもルーシーのお尻しりなわけで……なんとなく、シュンは興奮した。

　ルーシーは体を浮うかせ、移動しながらシュンの体に体重をかけていく……自分から得意と言うだけあって、上手だ。いや、シュンは普ふ段だんマッサージなんてやってもらったことがないので、はっきりいえばこれが上う手まいのか下手なのかを判断する基準を知らない。けれど、はじめて経験するにもかかわらず、体がときほぐされるような、痛いた気持ちいいこの不思議な感覚は、きっと上手なんだと思う。

　ルーシーの細い指が、シュンのお尻の辺りを触さわってきた。いや、お尻じゃない。そこは、尾びてい骨？　そこを刺し激げきしてくるルーシー。なんだろう、なんだか、むずがゆいような、体が浮き上がるような、そんな快感が……シュンの口から、吐と息いきが漏れる。いや、これ本当に気持ちがいい。別に体がこってるとか自覚はなかったのに、ルーシーにときほぐされると、天にも昇のぼるような思いだった。

　ルーシーは今度は、シュンの太ももをつかみ、体重をかけながらスムーズな動きでもみほぐしはじめた……ちょっと痛いかな、と思ったけれど、その痛みもまた気持ちよかった。もしかしてボク、マゾだったのかな、と少しだけ不安になってしまった。

「…………」

　ルーシーがシュンの体をつかむと、ていっと、力を込こめた。あっさりシュンの体が持ち上がり、うつぶせから仰あお向むけの体勢へとひっくり返された。シュンは特に抵てい抗こうをしていなかったとはいえ、ルーシーの腕わん力りよくはなかなかのものだ。そういえば、さっき殴られたときもすごく痛かったし……あれ？　今、なにかを思い出しかけたような……
















　仰向けになったシュンの上、腰のあたりに腰を下ろすルーシー──なんていうか、結構危険な体勢になった気がする……ルーシーのことが気になって、心に浮かんだ疑問などすぐに消えてしまったシュンである。

　仮面に包まれたルーシーの表情は、見えない。けれど、なんとなく、その顔が赤らんでいるような、そんな気がした。

　シュンが仰向けのまま動かないでいると、ルーシーは今度はシュンの胸むな板いたに触ふれ、そこも刺激してきた。こんなところまでマッサージするんだ、とシュンは驚おどろきながら、されるがままの状態である。

　ルーシーの指先が、シュンの胸、乳首に触れた……いや、シュンは男なんだし、そんな、おっぱいを触られたくらいで悲鳴をあげたりなんてしないけれど、それでも異性に胸を触られるというこの状じよう況きようは……なんていうか、すごく、特別な感じだ。

　ルーシーの指が、繊せん細さいな動きでシュンの胸をときほぐしていく……じんわりとした快感が、シュンを痺しびれさせるように広がっていく……なんだろう、これ、すごく、夢見ごこちというか……とにかく、気持ちいい。

　なぜだろう。シュンは寝たまま全然体を動かしていないのに、呼吸が荒あらくなってきた。どくどく、心臓が胸の奥で激しく脈打っている。顔が、いや、全身が熱い。

「…………」

　ルーシーの手が、シュンの股こ間かんに伸のびる──いや、違う、そんなところには触っていない。ルーシーの指が、シュンの内ももの部分を刺激してくるのだ。そんなところ、他人に触られるなんてはじめてだ……なのになんで、どうしてこんなに気持ちいいのだろう？

　脳のう髄ずいが痺れてぼーっとするシュン……いつのまにか、シュンの目の前には、ルーシーの顔があった。仮面に包まれたルーシーの顔。健康そうな色をした、形のいいクチビル。

　ぎゅ～っと、全身に痛がゆいような、そんな感覚。

　いつのまにか、シュンとルーシーの体が密着していた。

　シュンはさっきから寝たままだが、ルーシーまでシュンの横に寝ね転ころがり、そのまま抱だきしめてきたのだ。ルーシーの柔らかな体に包み込まれ、シュンは安らぎを覚えた。

　頭がボーッとして、なんだか思考がまとまらない。長身のルーシーの体は引き締しまっているように見えたが、密着するとすごく柔らかいことがわかった。女の子らしく胸はふくらんでいるし、なのにお腹なかにはムダな贅ぜい肉にくが全然ついていないから、相対的に胸がすごく大きく感じられた。その柔らかな胸の肉がむにむにシュンの胸板の上でつぶれたりはずんだりと形を変えている。

　ぐいぐいと、ルーシーはシュンに密着して、腕を回したり脚あしをからめたりしながら全身にまとわりついてきた。いったい、なにをしているんだろう？　よくわからない。シュンの知らない、新しい全身マッサージだろうか？　けど、すごく気持ちいいから、もうなんでもいいや……

「んぅっ……シュン……」

　誰だれかに、名前を呼ばれたような気がした。誰だろう？　けど、今はどうでもいい。

　なんだか本当に心安らぐような、そんな落ちついた気分になってきた。これはなんだっけ、すごくなつかしいけれど、昔はよく感じていたはずのこの感覚……あぁ、そうか、とシュンは思い出す。

　これは、昔、家族と一いつ緒しよにいたころ……

　ピルルルルルル

　シュンを現実に引き戻もどす音が聞こえた。

　ビクッと、その音に驚いたようにルーシーが、シュンの体から離はなれた。見ると、シュンの胸が震ふるえている。いや、これは、胸に入れていた魔導端末が動いているのだ。

　なんだろう、半分意識がもうろうとしながら、シュンは端末を取り出した。

「もしもし……」

『兄さんですか!?　今、大丈夫ですか!?』

「あ、ソフィー？　どうかした？」

『えぇ……兄さん、声が少しおかしくありませんか？　なにがあったのですか？』

「えっ？　……………………ないないないないないないない、なんでもないよ！　うん、ボクいつも通り、なにもないよ、なにもしてないよ」

　ボーッとしていた意識が、覚かく醒せいした。シュンは、大丈夫と繰くり返す。そうですか、とソフィーは怪け訝げんな声を漏もらした。

「それよりどうかしたの、ソフィー？」

　ごまかすように尋たずねると、ソフィーは、たいへんです、と声を張り上げた。

『教皇猊げい下かと謁えつ見けんをして、交渉をすすめたのですが、厄やつ介かいなことになりました』

「どうなったの？」

『新教徒と和わ睦ぼくをするように、教皇猊下に進言したのです。現状、それが最善の策ですから。教皇猊下も、状況的には追い込まれています。かなり譲じよう歩ほを考えたようです』

「そうなんだ」

『ですが、最終的に引き出せた条件が、新教徒の首しゆ謀ぼう者である聖女のクビと引き替かえに、他の新教徒をゆるすというものだったんです！』

「それって……」

『ですから、リース姉さんを殺すと……』

　ブツッ、唐とう突とつに、そこでソフィーとの通信は途と絶だえた。どういうこと？　シュンは端末を操作するが、ダメだ、全然つながらない。〈魔ス元ク素レ〉の調子が悪いのだろうか？　通信機能が使用不能になっていた。

「そうだ、こうしちゃいられない！」

　シュンは慌あわてて天幕から飛び出すと、すっかり夜よ闇やみに包まれた野営地を駆かけ抜ぬけていった。

「おい、待て、そこのお前！　貴様いったい何者……」

「怪あやしいものじゃありません。聖女さんはどこですか!?」

「怪しい奴やつが出たぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　なぜか一いつ瞬しゆんで不ふ審しん者認にん定ていされた！　暗くら闇やみだからか、シュンが誰かわからないらしい。そもそも、ジュヴレーヌの制服を着たままなのがまずかったのかもしれない。

　それでもシュンは、兵士たちの間を謝りながら駆け抜けた。今は、一刻も早くリースを探し、合流することこそが先決だ。早くしないと！

　やがて、シュンは辿たどり着いた。野営地の中でもいちばん大きな天幕。昼間リースと一緒に入った天幕だ。たぶんここにリースがいると、シュンは半ば確信していた。

「何者だ、貴様！　ここをどこだと思っている！」

「緊きん急きゆうなんです、聖女さんに会わせてください！」

「あやしいやつ！」

　新教徒軍の兵士たちが次々とシュンに襲おそいかかってきた。抵抗らしい抵抗もできないまま、シュンは動きを封じられていった。

「なにごとですか」

　静かに、天幕からリースが姿を見せた。聖女様、と周囲の兵士たちが歓かん声せいを上げる。

「すぐにその者を解放するのです──彼は、ワタクシの聖なる同士。乱暴はゆるしません」

　リースの命令で、すぐさま解放されるシュン。シュンは、慌ててリースに近づく。そんな弟のただならぬ気配を感じ取ったか、リースは仮面をつけたままうなずいた。

「二人きりで話します。誰もジャマをしないように」

　そのままシュンは再度、リースと二人きりで天幕の中に入った。

「シュ～たん、どうしたのですか？　あの子、ルーシーは？」

「あぁ、あの子は……」

　シュンは、天幕でのマッサージの一件を思い出して顔を赤くした。どうしよう。思い出したら恥はずかしくなってきた。ただのマッサージのはずなのに、かなり大だい胆たんなことをされてしまった気がする……。

　けどルーシーは、一緒にいると不思議と落ちついて、なにより気持ちよくて、あの快楽のためなら他になにもいらないと思ってしまうくらい……いや、それはいい！

「あの子はボクの天幕にいると思うけど……それよりタイヘンなんだよ、リース姉さん」

「落ちつくのです、シュ～たん──この、聖なるお茶を飲みなさい」

　リースがシュンに聖なるお茶（という名の白さ湯ゆ）を差しだしてきた。シュンはそれを一息に吞み、一呼吸おく。

「……聖地にいるソフィーから連れん絡らくがあったんだよ。教皇さんが、新教徒と和睦してもいいって。だけど……」




「代だい償しようにワタクシの聖なるクビが必要だと──教皇は言ったのですね」




　リースの声が、静かな天幕内に響ひびいた。シュンは驚きのあまり絶句する。反対にリースは静かにたたずんだまま、落ちつき払はらっていた。

「なんで、知っているの？」

「ワタクシはなんでも知っています、なぜならば、ワタクシは聖女ですから」

　リースの仮面の奥の瞳ひとみは、文字通り、全すべてを見通すかのような輝かがやきを宿していた。

「と、とにかくそういうわけなんだよ、どうしよう!?」

「なにを慌てているのですか、シュ～たん。この聖なるワタクシの弟ならば、落ちつきなさい」

　平然とするリースにたしなめられ、シュンは少しだけ落ちつきを取り戻した。なんでこの姉は、こんなに普ふ通つうにしているのだろう？

「慌てることはありません。こうなるであろうことは、最初から予想していました。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「どうしよう、姉さん。なにか、うまい方法を考えないと……」

「解決策なら、すでに考えてあります」

「どんな？」

　リースは、平然と弟に告げた。

「この聖なるワタクシのクビ一つで全てが解決するならば、喜んでさしあげましょう」

「ダメだよ、そんなの!?」

　思わず叫さけぶシュン。だが、リースは決然と言い切った。

「争いを始めたものは、責任を取らねばなりません。ワタクシは自らの聖なる宿命を受け入れるつもりです。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「そんなのイヤだ！　絶対に認めない！」

「シュ～たん。これが唯ゆい一いつの正解なのです」

「姉さんが死ぬのが正解なんて、そんなの世界が間ま違ちがっている！」

「では、世界をどうしますか？」

　リースが、尋ねる。いつのまにか、リースの仮面の奥の瞳がシュンの顔を見み据すえていた。その眼めは黒、深しん淵えんのように深く、闇あん黒こくのように暗い、そんな瞳がシュンを捉とらえていた。

「シュ～たん、聖なる弟よ。あなたに聖なる問いかけをします──

　あなたは、この世界を憎にくみ、滅ほろぼしますか？」

「ね、姉さん、いったい、なにを……」




『ＲルＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＨア!!』




　突とつ然ぜん周囲に絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。天幕がビリビリと震えるほどの振しん動どう。途と端たんに周囲が騒さわがしくなった。

「この声、ルー姉さん!?」

「そのようですね」

「報告します、聖女様！」

　天幕にあわただしく新教徒の兵士が入ってきた。

「大将軍が、〈巨神騎ラ・モルテル〉が、突然動き出しました。全軍に進軍指示を出した後、自ら先頭に立って聖地へと向かいました！」

「そのような指示、聖なるワタクシは出していません」

「どういう、ことなの？」

「ルーが自分で判断したようですね……ルーの凶きよう暴ぼう性が抑おさえきれなくなったか、あるいは、ルーも、教皇の判断を知ったのか……」

「そんな、どうするの!?」

「全軍に通達します。聖なるワタクシは、これ以上の戦せん闘とうを望みません。進軍は停止。ワタクシの聖なる命令があるまで、待機を続けなさい」

「わかりました！」

　兵士はうなずき、慌てて飛び出していった。進軍停止～、と叫ぶ声がきこえ、鐘かねの音が響き渡る。

「進軍は、止まったの？」

「大だい丈じよう夫ぶです。ワタクシの命令を、信徒のみなさんはよく聞いてくれます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　確かに、聖女を慕したう新教徒たちの姿を、シュンは何度も眼にした。リースのカリスマ性は本物だ。

「ですが、ルーは止まりません。あの子はこのまま聖地に攻せめ込むつもりでしょう──そしてあの子の場合、単身で聖地を攻め滅ぼすことが、いえ、その気になれば世界を滅ぼすことさえ可能です」

「そんな……」

「シュ～たん、あなたはどうしますか？」

　静かな姉の問いかけ。当然、シュンの答えは決まっていた。

「ルー姉さんを止めるよ！　理由は知らないけれど、ルー姉さんがこれ以上戦う理由なんて、ないはずだよね!?」

「あの子の心は、戦いにとらわれているのです。あの子は戦いの中でしか自分を表現できない……あの子の宿命を、シュ～たん、あなたは解放できますか？」

「そんな難しいこと、ボクにはわからない！」

　断言するシュン。正直かっこ悪い。だが、劣れつ等とう生のシュンはよくわかっていた。よくわからないことはどんなに考えたってわからないままだ。そしてそういう場合は、別のことを考えたほうがうまくいく、というのがシュンの理論だった。

「けれど、ルー姉さんのことは止めるし、リース姉さんも止める！　それで二人がこれ以上戦わなくてもいいように、この国の問題だって解決してみせる！」

「そんなことが、できますか？」

「ボクにできなくたって、ボクには大切な家族がいる！」

　シュンは、胸を張っていった。

「ボクの家族がそろえば、ボクたちに不可能なんてないんだよ！　もちろんルー姉さんもリース姉さんも、その家族の一員だ！　家族全員をもう一度そろえるためなら、ボクはどんなことだってやってみせる！」

「シュ～たん……しばらく見ない間に、立派になりましたね」

　すっと、リースがシュンに近づいてきた。そのままシュンの肩かたをつかむリース。

「聖なるご褒ほう美びです」

　ちぅっ

　シュンと、リースのクチビルが重なった──姉の吐と息いきが、シュンの顔にかかる。柔やわらかいクチビル同士の接せつ触しよく。同時に、チロチロと、柔らかな舌がシュンのクチビルをこじ開け、内部へと進入し、熱いものをシュンの体内へと流し込んできた。

「ね、姉さん、なにを……」

「……聖なる祝福を、あなたにさずけました。シュ～たんあなたの覚かく悟ごは理解しました。ルーを追いなさい。あなたならば、いえ、あなたにしか、ルーを救うことはできません」

「それって、どういう……」

「おいきなさい」

　手をふるリース。シュンは、わかった、とうなずいた。

「この野営地にある武器は好きなだけ持っていってけっこうです。ワタクシが聖なる命令を出しておきましょう」

「ありがとう！」

〈魔弾テイリユル〉を補給していけば、ルケとも戦うことができる。シュンは、リースにいったん別れを告げ、駆かけだしていった。

　残されたリースは、一人となった天幕の中で、静かに顔をおおう仮面を外した。あらわになった素す顔がおはとても美しく、一目見れば男女問わず虜とりことなってしまうような、それほど並外れた美び貌ぼうだった。

「嗚あ呼あ、聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな……暴れることしかできないルーと、なにも知らないシュ～たん。本当に、二人は似ていますね」

　リースの静かな声が、誰だれもいない天幕の中に響く。

「いいのです、二人とも、思うままに動きなさい。全てはワタクシの聖なる采さい配はい通りに進んでいます……そして最後に、ワタクシは、さらなる高みへ上るのです。嗚呼、なんとすばらしきかな、まさに聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな！」







　聖地ヴィヴァンにおいても、激げき震しんが走っていた。新教徒軍が動いたという報が届き、夜中であるにもかかわらず、聖地に残った人々の間に動どう揺ようが広がった。

　それはソフィーやアンジュ、ジュブレーヌの面々も同様であった。

「いったい、どういうことですか!?」

「わかりません。兄さんとの通信が繫つながらず、向こうの状じよう況きようがわからないのです」

「情報は!?」

「今収集していますが……新教徒は動いていないというウワサもあります。誤報の可能性もありますが……」

「新教徒が動いたという前提で動きましょう。誤報だと確信できるまで、油断はできません」

　夜中であるにもかかわらず、全員そろっていた。そもそも誰も眠ねむっていなかったようだ。あるいは、誰もがこうなる可能性を予想していたのかもしれない。

「情報入りました……新教徒軍、本隊は進しん攻こうしていません、野営地にいます。ですが、あの〈巨神騎ラ・モルテル〉が、単身で聖地に接近しつつあるそうです！　聖地の守備隊が突とつ破ぱされました！」

「ルケ姉さんが動いたとなると……まずいですね。あの人なら、一人でこの都市を破は壊かいしつくすことができます」

「そんなことが……」

「アンジュ卿きよう、どうしましょう？」

　ソフィーが、アンジュを見つめる。

「方針を決めてください」

「どういうことですか？」

「ルケ姉さんの強さはアンジュ卿も見たとおり。おそらく、この国の騎き士しでは、止められません。止められるのは、私だけです」

「勝てるのですか？」

「わかりません。勝つ自信もありません。ルケ姉さんの力は、私自身がよく知っています。勝てる可能性は低いです」

　ソフィーは、正直に答えた。

「ですが、それでも、勝てる可能性がわずかでもあるのは、私だけです」

「それは……」

「ですが、ここはエシュヌ教国です。私たちが勝手な判断で戦闘をすることは、後々問題になる可能性もあります」

　そうだ。剣けん定ていの時は、それでたいへんだった。

「使節団の代表はアンジュ卿です。ですから、アンジュ卿の判断に従います。アンジュ卿がルケ姉さんを止めて欲しいと思うなら、私がなんとかします──いかがしますか？」

「そんなこと……あの、あなたの姉なら、説得はできないのですか？」

「できません。ルケ姉さんとの会話は、ほとんど無意味です。あの人を止める方法は、力ずくしかありません」

「そんな……」

　アンジュは、口ごもった。ソフィーに頼たのむしかないと、アンジュの頭は理解していた。ソフィーが今言った言葉は全て事実だと、アンジュにもわかったからだ。だがそれは、ソフィーの身を危険にさらすことになる。ルケと戦ったシュンは、秒殺されてしまった。ルケの強さは、間ま違ちがいなくアンジュの知る限り、最強だった。

「決断してください、アンジュ卿──これから先、リュリシア殿でん下かとともに国を作るなら、この程度のこと、はやく決めてください」

　ソフィーの顔を見るアンジュ──アンジュは、悟さとった。決定はアンジュに任せるといいながら、ソフィーは内心でもう自分がなにをすべきか決めているのだ。ならば、アンジュは……

「すいません、みなさん。わたしはまだ未熟です。今回の件で、なによりそのことを痛感しています」

　アンジュが唐とう突とつに、ソフィーやミュスカ、ジュヴレーヌのメンバーに向かって頭を下げた。

「わたしはまだ、このような大任を任されるほどの実力を持っていません。ソフィー卿やシュナブランさん、ミュスカ卿やロッシュ卿、みなさんのほうが、わたしなどよりすぐれた騎士であることは明らかです。なのになぜわたしが今この地にいるのか、それは、リュリシア王女殿下の意志を最も正確に伝えることができるのは、わたしだからです。この点だけは、みなさんにもお譲ゆずりすることはできません」

　ソフィーたちは、静かにアンジュの言葉を聞いている。

「リュリシア殿下は、争いを望んでいません。この国で起こっている内乱についても、心を痛めています──リュリシア王女殿下は、できうる限り穏おん便びんな形で、この内乱を終結させようと考えていらっしゃいます。援えん軍ぐんを送り、圧あつ倒とう的な武力で争いを鎮ちん圧あつするなど、それは王女殿下の望む解決策ではありません」

　それがアンジュの導き出した答えである。

「援軍の存在自体は、切り札になります。ですが、それを実際に使用することは、わたしにとって敗北です。エフィ卿が出した、援軍到とう着ちやくまで数週間という時間は、期限なのです。わたしたちがなすべきこと──それは、援軍が来る前に、教皇軍と新教徒軍、双そう方ほうの間に和わ睦ぼくを成立させること、その仲立ちになることが、わたしたちの本当の使命なのです」

　エフィの命令は不ふ透とう明めいなものだった。それは、なにをすべきなのかを自分で考えろ、という元教育者であるエフィらしい指示だったのだ。

「その使命のためには、これ以上の教皇軍と新教徒軍の衝しよう突とつは避さけなければなりません。新教徒側の意見はわかりません。ですが、新教徒軍本隊が動かないということは、向こうにも積極的な戦せん闘とうの意思はないはずです」

　ソフィー卿、とアンジュは同どう僚りようを見つめた。

「お願いします。〈巨神騎ラ・モルテル〉、あなたの姉を、止めてください。教皇猊げい下かには、わたしが話をつけ、守備隊が不必要に動かないようにしてもらいます。これ以上、この国の内乱を続けさせるわけにはいきません」

「わかりました、最善を尽つくします」

　我が意を得たり、とばかりにうなずくソフィー。ガンッ──ギプスに包まれた右みぎ腕うでを、ソフィーは叩たたきつけ、ギプスを力ずくで破壊し、右手で剣を握にぎった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ソフィー卿？」

「問題ありません、この程度」

　平然と、骨が折れているはずの右手で剣を構えるソフィー。瘦やせ我が慢まんだろうけど、それが逆にたのもしく思えた。

「ミュスカ卿。ソフィー卿を手伝ってもらえますか？」

「私は一人で結構です、それより代表のアンジュ卿の身を護まもってください。では」

　ソフィーは単身ホテルを飛び出し、夜の聖地へと消えていった。残されたアンジュは、どうする？　という顔のミュスカを見つめた。

「ソフィー卿はああ言っていましたが、やはり彼女一人に全てを任せるというのは……」

「えぇ、わかりました。わたしも、ソフィー卿についていきます……なにができるかはわかりませんけど」

　ミュスカもそう言って、ソフィーの後を追った。

　アンジュはホテルに残った面々、ロッシュたち、ジュヴレーヌの使節団を見回した。

「我々は、大聖堂に向かいます。教皇猊下に、謁えつ見けんの申しん請せいを。事態が事態です。猊下も今夜はお眠りになっていないでしょう」

　アンジュたちも、先を急いだ。







　夜よ闇やみに包まれた山の中を、漆しつ黒こくの巨きよ体たいが駆け抜ぬけていった。

〈巨神騎ラ・モルテル〉とよばれる巨大な漆黒の鎧よろい、ルケである。ルケは、一直線に聖地を目指して山やま肌はだを駆け抜けていった。

　道などなく、無秩ちつ序じよに生えた木々と、人の背せ丈たけほどもある無数の草が行く手を阻はばんでいた。

　だがルケには関係なかった。

　ルケの巨体には、草などなんの障害にもならなかった。樹じゆ齢れい何百年もの巨木でさえ、ルケが触ふれただけでたちまちへし折れてしまった。道なき場所に道を切り開きながら、ルケは一直線に進んでいった。

「待って、ルケ姉さん！」

　背後から追ってきたシュンが、ようやくルケに追いついた。その声に、ルケは進軍を止め、シュンを振りかえった。

『……なんだ、小こ僧ぞう』

「ルケ姉さん、どこへ行く気!?」

『……教皇を、ぶっ殺す』

「どうしてそんなことをするのさ!?　そんなことをしたら、この国の内乱がますます激しくなって……」

『知ったことか！』

　ルケは、断言した。

『ジャマするなら、てめぇから潰つぶすぞ！』

「なんでわからないのさ！」

　ダメだ、昔からそうだった。シュンと、姉のルケとの間の会話は、いつもかみ合わない。本当はシュンだって、姉と仲よくしたいのに、いつも上う手まくいかない。なんでこんなことに……

『ＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵ!!』

　雄お叫たけびと共に、ルケが殴なぐりかかってきた──武器を持たないルケの攻こう撃げきはシンプルな肉にく弾だん戦だ。ただそれだけなのに圧倒的に強い。巨体から繰くり出される圧倒的なパワー、信じられない敏びん捷しよう性、鋭するどい技わざ、どれもが相手にとって致ち命めい的だった。

　シュンは後方に飛んで、攻撃を回かい避ひした。一いつ瞬しゆん遅おくれて、ルケの拳こぶしが地面を砕くだいた。土が爆ばく発はつして、周囲に大量の土砂が巻き上げられた、暗くら闇やみの中、さらに視界が悪くなった。

『ＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ!!』

　さらにルケが、土つち煙けむりを搔かき分けてシュンを追撃してきた。ルケは、本気だ。本気でシュンと戦う気だ──しかたがないと、シュンも、覚かく悟ごを決めた。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！　力を、貸して！」

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確かく認にん。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭を兜かぶとが覆おおった。だが、それではダメだ……このままでは、ルケには通用しない！

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！　もっと、力をちょうだい！」

【　敵性個体を確認しました。　】

【　マスター登録者の肉親と判断します。　】

【　本当に倒たおしますか？　】

　以前は無機質な声が響ひびくだけだったのに、最近の《凱旋門兜ドウリオンフ》はシュンにいろいろと尋たずねてくるようになった。もしかしてこの兜、意思でもあるのだろうか？　よくわからなかったけれど、シュンは答えた。

「倒すさ！　だって……だってルケ姉さんは、苦しんでいるんだ、ボクにはわかる！」

　夜の山の中、木々を蹴け倒たおしながらシュンを追撃するルケ。その姿は、まさに悪あく魔まか鬼き神しんといった類たぐいのものだった。

「ルケ姉さんが本当は、優やさしい人だって、ボクにはわかる。たしかに怖こわい人だったけど、こんな、誰だれ彼かれ構わず暴れるような人じゃなかった！　姉さんを助けるには、今ここで、姉さんを倒すしかないんだ！　だからボクには、もっと力がいるんだ！　お願いだよ、《凱旋門兜ドウリオンフ》！」

【　マスター登録者の意志を確認。　】

【　敵性個体への殺意は皆かい無む。されど戦意は十分。　】

【　相手を助けるために倒す。理解不能な理論。　】

【　ですが、了りよう承しようしました。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、最終決戦仕様に。《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能を解放します。　】

【　〈神覇融合インモルテル〉モード、起動。　】

　シュンの全身を、黄金の〈魔ス元ク素レ〉が包み込んだ。シュンの頭部を、より鋭く変形した兜が覆っていく。

　ペルデと戦ったときと同じだ──シュンは、実感した。体の奥底から、力が無限に湧わいてくるようだ。この力なら、絶対に誰だれにも負けない、たとえ、ルケが相手だって、絶対に負けない──そう感じた。

『ＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ!!』

　ルケが、シュンに向かって襲おそいかかる。巨大な腕うでを振ふり上げ、一気にシュンを叩きつぶそうと迫せまってきたのだ。

　シュンは、正面からその腕を受け止めた──轟ごう音おん、衝しよう撃げき。シュンの足あし下もとの地じ盤ばんが砕け、脚あしが地面に埋うまってしまう。とんでもない怪かい力りき。だが、ギリギリで受け止めることに成功した。

　ルケは、どんなに力を込こめてもそれ以上シュンがつぶれないとわかると、シュンの腕を摑つかみ、そのまま怪力で持ち上げてきた。これにはさすがのシュンも、どうしようもない。あっさりとシュンの両足が地面から引き抜かれ、ルケの頭上へとシュンは持ち上げられた。

　そのままルケは力任せにシュンを地面に叩きつけた。隕いん石せきでも落ちたかのような衝撃と共に、地面が陥かん没ぼつする。圧倒的な怪力による蹂じゆう躙りん。これこそがルケの真骨頂だ。

　ルケはそのままシュンをメチャクチャに振り回し──次の瞬間、ルケの片かた腕うでが爆発した。シュンの肉体が解放され、振り回された勢いのまま吹っ飛び、山肌に激げき突とつ。

　シュンは、スタリとヒザを曲げて足から着地した。ルケに好き放題やられて多少のダメージを受けたが、戦闘に支障はない。《凱旋門兜ドウリオンフ》のおかげで、防ぼう御ぎよ力も格段に上じよう昇しようしているためだ。

「やはり、先に来てくれていましたか、兄さん」

「ソフィー!?」

　暗闇の奥から、ソフィーが姿を現した。今の爆発は、ソフィーの攻撃である。

「ルケ姉さん、なんですね、この巨人が……」

　ソフィーは、改めて見るルケの姿に眉まゆをひそめている。確かに、外見だけではこれが肉親だと言われてもわからないくらい面おも影かげがない。

「まちがいなく、ルー姉さんだよ」

「えぇ、わかっています……ルー姉さんを止めるには、力ずくで倒すしかないと思うのですが、どうでしょう？」

「ボクも今そうしているとこ」

「なら？」

「二人がかりだね！」

　シュンとソフィーはうなずきあい、同時にルケへと攻撃をしかけた。

　ガシュッガシュガッシュ──ソフィーの《聖堂光剣カセドラル》が〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようし、〈魔ス元ク素レ〉をチャージ。剣けん身しんに銀色の光が集束し、解き放たれた。目の前にいるルケめがけて、山を斬きり裂さくようなすさまじい光撃ビームが直撃する。

　だが、ソフィーの一撃は、ルケの手で受け止められた。巨大な鎧の手のひらが光撃ビームを受け止め、光は四散。ルケは、無傷だった。

「……今ので倒せるなどと思い上がってはいませんが、完全に無傷というのは、さすがにプライドが傷つきますね……」

「たぶん、この鎧がルー姉さんの《滅神咒具エスカトロイ》だよ！」

「でしょうね……見たところ、防御力と攻撃力をすさまじいレベルで増ぞう幅ふくさせる鎧でしょうか？」

　ソフィーは、ふむ、とうなずく。が、ルケはそんなソフィーのスキを見み逃のがさない。

　すぐさま巨体が動き、ソフィーを叩きつぶそうと、その腕を振り下ろしてくる。ソフィーは攻撃を回避。だがルケの追撃は的確だ。ソフィーを正確に追ってくる。

「ルー姉さん！」

　叫さけびながら、シュンがスキを突ついてルケの懐ふところに飛び込んだ。そのまま、渾こん身しんの力で騎き士し剣をルケの胴どう体たいに叩たたきつけた──ガンッ、重い手て応ごたえ。手が、しびれてしまう。まるで、鉄の塊かたまりを素す手でで殴ったような感覚。だが少しだけ、ルケの巨体がゆれ動いた。けどそれだけだ。たいしたダメージにもなっていない。

　ルケが、シュンを叩きつぶそうと腕を振り上げた。だが──ガッと、その腕でまたも爆発。ソフィーの放った光撃ビームが命中したためだ。

「私が支し援えんしますから、兄さんは思いっきり戦ってください！」

「ありがとう、ソフィー！」

　シュンが、うなずき、前に飛び出す。シュンのジャマをしないよう、ソフィーは背後からスキを見てはルケを攻撃。あるいは、シュンのスキを突こうとするルケを攻撃して、注意をそらす。そうやってシュンの支援をソフィーは続けた。




　──不思議です──ソフィーは、内心で思う。

　ソフィーがこうやって支援に徹てつしているのは、負傷した右手が完治していないためである。接近戦を挑いどむのはきついので、こうして遠えん距きよ離り攻こう撃げき主体の支援に回ったのだ。

　以前のソフィーは、シュンを護まもりたかった。シュンが、大切な兄が幸せに暮らすことのできる世界を作りたかった。そのためにソフィーは騎士学園に入学し、ジュヴレーヌ王国で、権力を手に入れようと努力をしてきた。その目標は、もちろん今も変わっていない。

　変わったのはシュンだ。

　昔のシュンは、どこかたよりなく、どこかなさけなく、いつもヘラヘラしていながらもその実内心に強い劣れつ等とう感を抱かかえた、非常に危あやうい存在だったのだ。

　そんな兄のことを、ソフィーは、自分が見ていないとダメな人間なのだと思った。だからソフィーは、生しよう涯がいをかけてでもシュンを護っていこうと誓ちかった。

　でも、今のシュンは違ちがう。シュンは強くなった。もちろん《滅神咒具エスカトロイ》の力なのかもしれない。けれど、子供の時からずっと一いつ緒しよにいるソフィーには、わかった。シュンは、内面が変わったのだ。シュンは、自分自身を変えようと自覚したことで、今、高速で進化をしているのだ。その進化はすさまじく、いつかはソフィーたち姉妹しまい全員を追い抜ぬかしてしまいそうな、それほどのものだった。

　あぁそうか──ソフィーは、気づく。

　シュンを護るためにここまで戦ってきたソフィーだが──シュンを護る必要は、もうないのだ。シュンは十分に強くなった。そのシュンを護ってやるなんて、おこがましいにもほどがある。ソフィーの役目は、もうとっくに終わっているのだ。

　そう考えると、どこか寂さびしかった。兄が、自分のすぐ近くにいたはずの兄がどこか遠くへ行ってしまうようで、それがソフィーにとって、なによりも悲しかった……

『ＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＨ!!』

　ソフィーの目前にルケがいた──え、息を吞のむ。

　油断した。ほんの一瞬、針先ほどの油断。だが、戦場においてそれはあまりに致命的だった。

　咆ほう哮こうをあげるルケが、右手を振り上げ、ソフィーめがけて振り下ろしてくる。単純な攻撃。虫を叩きつぶすような一撃。だが、ルケのパワーがあわされば、それは最強無敵の必殺技と化す。逃にげる？　ダメだ、間に合わない。今からでは回避不能。受け止める？　ムダだ。ソフィーの力では受け止めた瞬間つぶれてしまう。八はつ方ぽう塞ふさがり、絶体絶命の事態。

「ソフィィィィィィィィィィ！」

　シュンが、ソフィーに向かって横手から迫ってきた。必死になって、ソフィーを助けようと迫ってくる。けど、ダメだ！

　不思議だった。ソフィーの体は動かない。それどころか、周囲の動き全すべてがゆっくりになっている。その凍こおり付いた世界の中で、ソフィーの思考だけが高速で回転している。

　ソフィーを助けにくるシュン。だが、ギリギリすぎる。そう、たぶん、ギリギリ、ソフィーが叩きつぶされる寸前に、ソフィーを弾はじくことができそうだった。だがそれをすれば、きっとシュンがルケの攻こう撃げきをまともにくらってしまう。

　そんなのイヤだ──ソフィーは、声にならない悲鳴を上げた。シュンの手助けをするどころか、これではソフィーがシュンの足を引っ張っているだけではないか！　この期ごにおよんで自分にできるのはこんなことなのか!?

　なにが悪い、なにが間違っていた、どこで間違えた──ソフィーは、自問する。

　自分の力が足りないから悪いのか、自分が未熟だから悪いのか、自分が弱いのが悪いのか、自分が、自分が、自分が自分が自分が自分が自分が自分が自分が自分が……

　力が欲ほしい──ソフィーは、心底願った。

　シュンを護る力ではない。そんな力は、もうシュンには必要ない。

　シュンの家族になる力が欲しい！

　シュンの隣となりにいて、シュンの手助けをして、シュンと一緒に生きることのできる、そんな力が欲しい！

　その力が手に入るならば、他になにもいらない！　他の全てを捧ささげるから、自分を、シュンの、本当の家族にして欲しい！

【　我が主、［ソフィー・ア・ブラン・シルバー］の要よう請せいを確かく認にんしました。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》の新機能解放を実行します。　】

　ソフィーの脳のう裏りで、声が響ひびく。聞き覚えのない声だった。頭の中に直接響くような、不思議な声だ。

【　《滅神咒具エスカトロイ》最終決戦仕様、〈神覇融合インモルテル〉モードを起動します。　】

【　よろしいですか？　】

　ソフィーの返事は、もちろん決まっていた。




「ソフィィィィィィィィィィ！」

　シュンは、ルケに潰つぶされかけたソフィーを助けようと、必死に走った。

　だがそこで、不思議なことがあった。

　ルケの腕が迫る中、ソフィーはわずかにシュンに視線を向けると、ふっと笑えみを浮うかべたのだ。その笑みは、大だい丈じよう夫ぶです、とシュンに語っているかのようだった。

　そして次の瞬間、ルケの巨きよ大だいな腕が、ソフィーの体を砕くだき、地面を抉えぐった。

　シュンは、グッと奥歯を嚙かみしめ、突っ込んだ勢いに任せてルケの胴体に剣を突きたてた。だが、重い手応えとともに、逆にシュンの体の方が弾かれてしまった。当然ルケの鎧よろいには、傷一つついていない。

「ソフィー！」

　弾かれながら、シュンは妹の名を呼んだ。ソフィーは、逃げる間もなくルケの手で潰されていた。だが、なぜソフィーはあんな状況で微笑ほほえみを浮かべたのか、その理由がわからない。

　地面にささった腕うでを持ち上げるルケ──だが、そこには陥没した地面が広がるだけで、ソフィーの姿どころか、服の切れ端はしすらも残っていなかった。

　ルケが、不可解そうに首を持ち上げる。その瞬間。

「ここですっ！」

　ルケの背後に、光が集まり、その光がソフィーの姿となった。そしてそのままソフィーは、手にした《聖堂光剣カセドラル》をルケの首筋に叩き込んだ──ガキン、硬かたい音と共に、《聖堂光剣カセドラル》の刃やいばが弾かれた。

『ＲＵＵＵＵＵＵＵ!!』

　ルケが、空中にいるソフィーの体をなぎ払はらった──だが、その腕は、ソフィーの体をすり抜けてしまった。

　シュン自身、目を疑った。だが、ソフィーの体はそのまま光の粒りゆう子しと化すと、その光が流れるようにルケの背後へと回り込み、そこで再びソフィーの肉体が実体化した。

「これが私の新たな力──《聖堂光剣カセドラル》の〈神覇融合インモルテル〉です」

　そう告げるソフィーの姿にもまた、変化が起きていた。《聖堂光剣カセドラル》の刀身がのびている。さらにソフィーの手足を護るように、小型の甲かつ冑ちゆうがいつのまにか装着されていた。キラキラと七色に輝かがやくその武具は、幻げん想そう的な美しさを秘ひめていた。

　ルケが再度、ソフィーの体に鉄てつ拳けんを放つ──だが、やはりその攻撃は、ソフィーの体を突き抜けた。

「私の新たな能力は、肉体の光速変へん換かん処理」

　光の粒子となったソフィーの体が、ルケの背後に再度現れ、斬ざん撃げきを入れる。

「物質が光速へと至るとき、その質量はゼロとなります。すなわち、この力を使った瞬しゆん間かん、一時的に私の肉体はこの世から消失し、結果、あらゆる攻撃は私に触ふれることができなくなるのです！」

　それこそが光の神の権能を宿すという《聖堂光剣カセドラル》の真の力！

「故ゆえに、こんな芸当もできます！」

　ルケの周囲を囲むように、ソフィーの姿が分身をした。その数は七人。シュンは、あっと驚おどろく。〈分身ブリユム〉と呼ばれる技わざは、前剣聖ヴァントの得意技だったからだ。

　分身したソフィーを、ルケは振ふり払おうと暴れるが、その腕は空むなしく宙を切るばかりだ。そして、分身したソフィーのにぎる《聖堂光剣カセドラル》が一いつ斉せいに閃ひらめき──ガキンッ、固い音とともにルケの右みぎ腕うでが切断された。

「ルケ姉さん、手が……」

「いえ、この大きさを考えれば、腕の中に生身の手は入っていません」

　ソフィーの言葉通り、ヒジから切断されたルケの右腕、その断面から血がこぼれるようなことはなかった。ただ、鎧の中には空くう洞どうが広がっているだけだった。

『ＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ!!』

　ルケの雄お叫たけび──次の瞬間、切断された右腕が飛び上がり、肘ひじへと移動──一瞬で元通り繫つながってしまった。とんでもない再生力。さすが《滅神咒具エスカトロイ》、常識が通じないデタラメさだ！

　次の瞬間、ルケの巨きよ体たいが消えた。同時に、ソフィーの体が弾きとばされ、木々をへし折りながらその体が地面に叩きつけられる。

「ソフィー!?」

　シュンは慌あわててソフィーに駆かけよった。ソフィーはなんとか自力で立ち上がるところだった。

「恐おそろしいですね──またルケ姉さんの速度が上がりました。光速化でとっさにダメージを相そう殺さいしましたが……恐ろしいことに、一瞬で肋ろつ骨こつが砕けました」

　胸を押さえるソフィー。ルケの並外れた怪かい力りきは、かすめただけでも致ち命めい傷しようになりかねないのだ。

「どうすれば、ルー姉さんを止められるのさ……」

　シュンは、必死に頭を巡めぐらせた。暴れまくるルケに言葉は通じない。とにかく腕ずくで大人しくさせて、説得するのはその後ということだ。

　だが、これほどまでに強い姉を、殺すことなく無力化するというのは、あまりにも困難な目標だった。

「どうすればいいのさ！」

　叫さけんだ瞬間──シュンの頭部を覆おおう《凱旋門兜ドウリオンフ》の黄金の輝きが強まった。同時に、ソフィーの右腕にある《聖堂光剣カセドラル》もまた、輝き出す。

「なに、これ？」

「共鳴、してる？」

　二つの《滅神咒具エスカトロイ》が全く同じタイミングで明めい滅めつをはじめたのである。お互たがいが呼応しているように、シュンには感じられた。

【　《滅神咒具エスカトロイ》の同調を確認。　】

【　対象、〔光こう煌こうザンダ・ムール〕の《聖堂光剣カセドラル》。　】

【　輪廻機関アンフイニを起動。〈魔ス元ク素レ〉の無限錬れん成せいを開始。　】

　ドクン、シュンの体内で、なにかが脈打った。

　同時に、シュンの体からかたわらのソフィーへと、目には見えない熱いものが流れ込んでいく感覚がした。

「これは……〈魔ス元ク素レ〉がどんどん貯たまっていきます」

「すごい、この力なら……」

『ＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨ!!』

　ルケが叫びながらシュンたちに迫せまる。まずい、とっさのことで反応が遅おくれた……しかし、〈魔ス元ク素レ〉を貯めている今の状態では、まともに回かい避ひもできない。どうすれば……

「バッチリのタイミングだったかしら？」

　ズダンッ、横手から飛び出した人ひと影かげがルケにぶつかり、ルケの突とつ進しんの軌き道どうが変わった。そうやって新たに現れた人物は。

「ミュスカ先生!?」

「シュナブラン君も、無事だったのね。よかったわ」

　ミュスカである。片手に騎き士し剣けんを構えた戦せん闘とう態勢。普ふ段だん騎士学園で見せていた、どこか不健康で頼たよりない姿のミュスカは、そこにはいなかった。真剣な眼まな差ざしで、目の前の圧あつ倒とう的な強敵に対たい峙じする一人の騎士だった。

「ん～……この子、強いわね。さすがにこれは、わたしじゃ勝てないか」

　あっさりと、認めるミュスカ。だが、ソフィーが言う。

「ミュスカ卿きよう、お願いです。ほんの少し、六十秒でいいですから、時間を稼かせいでいただけませんか！」

「そうね、わかったわ──百二十秒ほど稼いであげる！」

　あっさりと承しよう諾だくし、ミュスカはルケの巨体に正面からぶつかっていった。だが、ミュスカの斬撃は、ルケの鎧に傷一つつけることさえできなかった。

　ルケはミュスカの肉体を、巨大な腕で振り払った──が、そのミュスカの肉体がかすむように消える。

「残念、それは残像よ」

　ミュスカがルケとすれ違ちがいざま、関節のスキマにその剣を突つき立てた。だが、それもやはりルケにはたいしたダメージにはならない。ルケはさらに暴れるが、ミュスカはシュンたち以上の敏びん捷しよう性で攻こう撃げきを回避していく。

「ミュスカ先生、やっぱり強いな」

「ですね……ミュスカ卿が稼いでくれたこの貴重な時間、ムダにはできません」

　ジャキッジャキッジャキッジャキッジャキッジャキ──《聖堂光剣カセドラル》の柄つかが、信じられない速度でスライドし、排はい莢きよう作業を繰くり返している。弾だん倉そうにいれてあった〈魔弾テイリユル〉はとっくに使い切っているのに、動きが止まらない。〈魔弾〉なしの状態で《聖堂光剣カセドラル》は動き続け、力を蓄たくわえているのだ。

【　〔光煌ザンダ・ムール〕の《聖堂光剣カセドラル》への〈魔ス元ク素レ〉移い譲じよう、まもなく完かん了りようします。　】

「ソフィー、いけそう？」

「わかりません……ルケ姉さんを止めるには、あの鎧を破は壊かいするしかないようですね」

　ソフィーはこんな状じよう況きようでも冷静に分ぶん析せきしていた。

「姉さんを傷つけないように、鎧だけを……難しいですが、的は見ての通り大きいですから、なんとかなるはずです」

【　作業完了しました。　】

【　〈神覇融合インモルテル〉、強制加速器エレ・カタパルト、発動。　】

「行きます！」

　叫ぶソフィー。瞬間、ソフィーの全身を虹にじ色いろの輝きが満たした。

　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──《聖堂光剣カセドラル》の必殺技、超加速による高速機動。だが、今回は今までと違った。ソフィーの手の《聖堂光剣カセドラル》が変へん貌ぼうする。ソフィーの右腕と一体化し、刃が、一本の鎗やり状となった。ただひたすら速く、なによりも速く、一直線に突き進む。その姿はまさに光の鎗。

「ミュスカ先生！」

　シュンが、思わずミュスカの名を叫ぶ。ミュスカは、ルケに圧されて逃にげ回りながら戦っているところだった。振りかえる余よ裕ゆうもないミュスカはかすかにうなずいて、そこからさらに全力で逃げだした。

　その瞬間──光が走った。ただそれだけ、ソフィーの動きが速すぎて、シュンにもただの光としか認にん識しきできなかった。

　一瞬遅おくれて、ルケを中心に、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが夜間の山に広がっていった。地面は砕くだけ、木々は根こそぎ引き倒たおされていく。

　衝しよう撃げきの中心には、ルケと、ソフィーの二人がいた。そびえ立つルケの巨体。その体に正面から《聖堂光剣カセドラル》を突きつけるソフィー。だが、それだけだ。《聖堂光剣カセドラル》の刃は、ルケの鎧よろいの表面に触れたところで静止していた。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　いや、違う、ソフィーはその状態から、なおも前進しようとしていた。だが、頑がん強きようなルケの鎧にはばまれ、《聖堂光剣カセドラル》の刃やいばがそれ以上進まない。

『ＲルＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＨア!!』

　ルケの絶ぜつ叫きよう。ソフィーの超加速による一撃は、ルケの怪力をもってしても完全には受け止めきれず、地面に脚あしを引きずった跡あとが刻まれていた。だが、ルケはギリギリで踏ふみとどまり、攻撃を受け止めながら、ソフィーを叩たたきつぶそうとした。

「ソフィー！」

　とっさにシュンが、ルケの腕うでに飛びつき、攻撃を弾はじく。

「わかっています、兄さん、もう少し！」

　ソフィーはさらに力を込こめる──力の反動で、全身がボロボロになりそうだった。体の中の細かい血管がちぎれ、ソフィーの白い肌はだの下が赤黒く変色していく。

　でも、まだだ。まだルケが倒せない！　まだ諦あきらめるわけにはいかない！　ソフィーは、奥歯を折れそうなくらいに食いしばり、両足をふんばって、前に進もうとした。

　だがどんなに力を込めても、やはりパワーではルケにかなわない！　ソフィーは、途と方ほうもなく巨きよ大だいな要よう塞さいを素す手でで押しているような、そんな無力感を感じた。

「ソフィー！」

　ソフィーを、強く、温かいものが包み込んだ──シュンだ。シュンが背後からソフィーによりそうと、その手をソフィーの右手、《聖堂光剣カセドラル》に添そえたのだった。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！　ボクの力、全てをソフィーに回して！　全力全開、出しおしみなしで！」

【　了りよう解かいしました。　】

　シュンの体から、金色の〈魔ス元ク素レ〉がソフィーを伝わって、《聖堂光剣カセドラル》へとさらに流れ込む。《聖堂光剣カセドラル》の輝かがやきが強まった。

　ソフィーの全身を、熱いものが駆け抜ぬけていく。脳が、灼や熱ける。ソフィーの全身をシュンがやさしく包み込んでくれたかのような充じゆう足そく感。

　嗚あ呼あ、とソフィーは思う。これが、これこそが、ソフィーの、ずっと望んでいた、シュンとの──

　ピッ、ピシッ──亀き裂れつが、ルケの鎧に広がっていった。ルケはなおもふんばり、最後の力で抵てい抗こうしようとしたが──次の瞬しゆん間かん、鎧が爆ばく発はつするように砕け散り、勢いあまってシュンとソフィーは地面に激げき突とつ、盛せい大だいに転がり、力ちから尽つきて二人とも倒れた。
















「や、やりました、兄さん!?」

「うん、そうだね」

「二人とも、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ミュスカが倒れた二人に駆かけ寄ってきた。ミュスカ自身負傷していたが、それは軽傷である。一方、力尽きて強制的に〈神覇融合インモルテル〉が解除されたシュンとソフィーは、疲ひ労ろうのためにまともに立ち上がることもできない状態だった。

「ミュスカ先生……ルケ姉さんは!?」

「えっと……鎧の中から飛び出した人が向こうにいるわね」

　そちらを見る──地面の上に、長身の女性が倒れているのがシュンにも見えた。あれこそがルケ、三年ぶりに直接見る、姉の姿……あれ？　シュンは少し違い和わ感を覚えた。

　引き締しまった長身の肉体に、瑠る璃り色の髪かみ。それは確かにシュンの姉、ルケなのだが……なぜだろう？　久々に見るはずなのに、その姿は最近どこかで見たような気が……

　まぁいいか、とシュンは考え直す。たぶん気のせいだろうし。

「二人とも、よく頑がん張ばったわね、少し待っていなさい」

　ミュスカはねぎらいながら、魔導端末をとりだしてどこかに連れん絡らくをしていた。

「アンジュ卿たちに報告するわ……あなたたち、動けなさそうね？　救急車も手配してもらうわ。三人分ね」

「ありがとう、ございます」

　地面にすわりこんでお礼を言うシュン──とにかく疲つかれた。今は、一刻も早く休みたい……けど、ルケを止めることには成功したけど、全ての問題が解決したわけではない。

　教国の内乱は、なんとか鎮しずめることができそうだ。だが、代だい償しようにリースのクビが必要という条件だけは、絶対に認めることはできない。そこをなんとかしないと……

　ピルルルルル──シュンの、魔導端末が鳴った。こんなタイミングで誰だれだろう？　アンジュかな？

　端末を取り出して、画面を見てみる。表示された名前は──『メル』。

「はい、もしもし、メルなの？」

『メ～ルメルメルメルメルメルメル。しばらくぶりデス、兄上』

　メルが特とく徴ちよう的な笑い声を響ひびかせた。

『気になったことがあって、連絡したデス……兄上、エシュヌに行くと聞いたデスけど、本当デスか？』

「え？　うん、本当だよ、というかもう来てる」

『やめておいた方がいいデスよ。エシュヌには、あの最悪な姉上がいたはずデス。関かかわらないほうがいいデスよ』

「うん、その情報は、できればもう少し速く知りたかったな」

　ルケたちがエシュヌにいることを、どうやらメルは知っていたらしい。

「まぁ、でもなんとかなったよ」

『姉上のことは甘く見ないほうがいいデスよ。特にシュンの兄上は単純デスから、いいようにふりまわされるだけデス』

「そうだね、結構苦労したよ。だけどルー姉さんなら、なんとか大人しくなったから、これから……」

『なにを言っているデス、兄上。ルーの姉上なんてどうでもいいデス。あれはただのバカデス』

　あっさりと、メルは告げる。

『問題なのは、なにより最悪なリースの姉上のことデス。リースの姉上と出くわしたら、悪いことは言わないデス。関わらないうちに逃げたほうがいいデスよ』

「それって、いったい……」

「アアアアアアアアアアアアアアアア!!　アタシはまだ負けてないいいいいいいい、アタシが、負けるはずあるもんかあああああああ!!　アタシは、絶対に、負けられないんだあああああああああ!!」

　凄まじい叫さけび声が、シュンのすぐ背後から聞こえた。その声の主は、ルケだった。







　一方の聖地ヴィヴァン──大聖堂にて、アンジュたちは教皇と会っていた。

　聖地に迫せまるルケの脅きよう威いを伝えに来たアンジュたちだが、たった今ミュスカから、ルケをシュンたちが倒した、という連絡が入ったところである。一同は、誰もが胸をなで下ろしていた。

「まずは一段落、ということですね」

「……ジュヴレーヌのかたがた、どうやら助けられたようですね」

　と、教皇が静かに告げる。

「我が国の問題だというのに、率そつ先せんして力を貸してくれるとは……わらわは、あなたがたを見誤っていたようです。あなたがたは若じやく輩はい者ものではない、立派な騎き士しです」

　教皇直じき々じきの言葉に、アンジュは深々と頭を下げた。

「ありがとうございます……ここにいないシュナブラン卿きようやソフィー卿も、そのお言葉を聞けば喜ぶでしょう」

「あなたがたとは、国の関係を抜きにしても、親しくしていきたいものですね」

　それは教皇からの最大級の賛辞だった。アンジュは、今回の交こう渉しようは成功に近づきつつあると悟さとった。

「教皇猊げい下か……反乱軍との和わ睦ぼくの件ですが、もう少し条件を考える必要があるかもしれません」

　教皇の機き嫌げんがよさそうだ──アンジュはそう判断し、切り出すなら今しかないと、話を進める。

「反乱軍の首しゆ謀ぼう者である聖女と呼ばれる人物。どうやら彼女は、反乱軍の者からかなり信しん頼らいされているようです。そんな彼女を処しよ刑けいしてしまっては、民衆の反感を買うばかりでしょう。ここは、猊下の寛かん大だいな処置を見せる場面かと、思います」

「……それは我が国の問題です。あなたがたに口出しされる問題ではありません」

　きっぱりと、教皇が言う。だが、アンジュは食い下がった。聖女、リースがシュンの姉ならば、シュンは必ずどんな手を使ってもリースを助けようとするだろう。なのに教皇がリースの処刑をあくまで主張すれば、最悪シュンは教皇との対決を決心するかもしれない。それだけは絶対に避さけないといけない。シュンがこういうとき無茶をしでかすのはアンジュ自身よく知っている。本当にあの人は世話が焼けるのだから、と内心で思うアンジュ。

　いや、ジュヴレーヌの騎士であるシュンが問題を起こすのを、アンジュは同どう僚りようとして、防がなくてはいけないのだ、それ以上の他意はない、うん、ないはずだ。別にそんな、シュンに喜んで欲しいなんて不純な気持ちはない。

「猊下。無論首謀者の責任は重いでしょう。だとしても、命を奪うばうことは、かしこい選せん択たくだとは思いません。なにとぞ、寛大な処置を……」

「……そなたは、わらわをどう思いますか？」

　教皇からの、唐とう突とつな問いかけ。アンジュは、さて、と顔を上げた。

「どういった意味でしょうか？」

「わらわは自国の信徒の反乱をゆるし、それを自力で解決することさえできない無能な教皇……そう思っているのでしょう」

「とんでもございません」

「いえ、けっこう。わらわも自覚しています。わらわは、決して優ゆう秀しゆうな教皇ではない」

　ほぅ、と嘆たん息そくする教皇。教皇が胸の内を語るなど、この国に来てはじめてのことだ。アンジュも、相手の話に耳を傾かたむけた。

「わらわとて、手をこまねいていたわけではないのです。信徒たちの不可解な行動には、前々から気づいていました。できるだけ穏おん便びんに収めるよう、尽じん力りよくをしました……ですがわらわは、遅おそかったのです」

　聖堂の中にいるエシュヌ教国の関係者たちが、悲痛そうな顔をしていた。どうしたのだ、とアンジュは様子をうかがう。

「ジュヴレーヌの、アンジュ卿」

　教皇がはじめてアンジュの名を口にした。

「そなたは不思議に思っているでしょう……聖地の目の前にまで反乱軍が迫っているのに、なぜわらわたちは逃にげないのかと」

「聖地は大切な土地だと、理解しています」

　そう、本来なら、ここまで追い込まれれば指導者は安全な場所まで退たい避ひする。もし逃げ場もないくらい追い込まれたのなら、どこか外国へ亡命する。それこそ、ジュヴレーヌに亡命を申し入れればいい。だが、教皇は今日までこの聖地から動こうとはしなかったのだ。

　聖地はその名の通り、コロネティア世遺教にとって大切な土地。そこを放ほう棄きすることは教義に反するのだろう。アンジュは、そう理解していた。

「いいえ、そなたは理解していません。いえ、知らないのです。この聖地にまつわる重大な秘密を──これはこの教国内でも、ごく一部の限られた人物しか知らない極ごく秘ひ事じ項こうなのです」

　秘密？　アンジュは、首をひねった。当然アンジュに心当たりはない。だが、教皇はなぜそんな話をアンジュにするのだろうか。

「この聖地の地下には、とある至宝が封ふう印いんされています。聖地とはその封印のための場所、コロネティアは、その封印を護まもるために創設されたのです──これは、歴代の教皇と側近である大司教たちにのみ伝えられてきた口伝です」

「そのように重大ことを、どうしてわたしなどにお話しになるのですか？」

「その秘密を知り、暗あん躍やくする者がいるからです。もはやわらわたちだけで聖地を護ることは不可能です。この期ごにおよんでは、あなたがたジュヴレーヌの力にすがるしかないのです」

「至宝とは、いったいどんなものなのですか？」

「わらわも見たことはありません。コロネティア成立以来、数千年にわたって封印されてきたものです……ただ一つ言えることは、コロネティアの至宝があったればこそ、三十年前、魔族たちはバーガントへ攻せめ込んできたのです」

「なん、ですって？」

「その至宝は、正しく使えば世界の人々の救済になると言われています。ですが間ま違ちがった使い方をすれば、世界を滅ほろぼす猛もう毒どくになるとも言われています……わらわと大司教たち以外は決して知らないはずのこの秘密を知り、三年前、手に入れようと、この大聖堂に侵しん入にゆうした者がいました」

　教皇は、静かな口調で続ける。

「その時は、わらわとカステル卿、それに大司教全員の力を合わせ、なんとか撃げき退たいすることができました──ですが、賊ぞくは失敗したあと、やり方を変えてきました。三年という時間をかけて、入念な下準備を施ほどこし、内乱をおこし、信徒が争いあうことでわらわたちの力を削そいできたのです」

「それはまさか……」

「えぇ、全すべての黒幕は──」




「もしかして、聖なるワタクシのことを話しているのですか？」




　新たな声が、聖堂内に響ひびいた。








終章　聖なる姉と恥はずかしがり屋の妹と聖誕祭









　ルケ──シュンやソフィーたちの姉。

　昔から腕わん力りよくと体力に秀ひいでており、姉妹しまいの間では、素す手ででは姉妹最強と認にん識しきされる、姉妹きっての武ぶ闘とう派は。

　その実力は誰だれもが認めながらも、だが同時に短気で粗そ暴ぼう、粗野で性格に問題があり、家族の中にあっても孤こ立りつ気味だった少女である。

　彼女が教国でなにを考え、なんのために行動していたのかを──シュンは、まだ知らない。




　それは、シュンが最初にルケと戦った後のこと。

　シュンはリースと再会し、新教徒の陣じん地ちに導かれ、再度ルケとも出会ったが、ルケはシュンとの対話を拒きよ絶ぜつし、立ち去ってしまった。

　その後のこと──

　新教徒たちの野営地から、少し離はなれた場所──誰もいない山林の中に、シュンの姉、ルケはいた。

　常人をはるかに超こえる大きさの鎧よろいは大きな木の陰かげにヒザをついており──その背中が開き、中から、一人の少女が姿を見せた。

　美しい少女だ。瑠る璃り色の長い髪かみをもった、長身の少女。シュンなどよりもさらに背が高い。その全身は鍛きたえられており、贅ぜい肉にくは一いつ切さいついていない。だが胸部だけは女性らしく、丸くふくらんでいた。

　彼女こそがルケだ。

　漆しつ黒こくの鎧から出てきたルケは、いかめしい外見の鎧とは正反対に、とても細身だった。だが瘦やせているわけではなく、全身がひきしまっているのだ。体のラインが浮うき出るような薄うすいスーツを着ているが、その外見にいやらしさはなく、むしろ躍やく動どう感溢あふれる彫ちよう刻こくのような美しさがそこにはあった。

　ルケは、周囲に誰もいないことを確認すると、その場に倒たおれ込み、頭を抱かかえ、ゴロゴロと転げ回った。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、やっちゃったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　絶ぜつ叫きようするが、幸い声は木々の間にまぎれて他人に聞かれることはなかった。

「アタシのバカバカバカバカバカ！　なんだってシュンを殴なぐったんだよぉぉぉぉぉぉぉぉ!!　殴る気なんてなかったのにぃぃぃぃぃぃぃぃぃ、これで絶対嫌きらわれた、シュンに嫌われた嫌われた嫌われた嫌われた嫌われた嫌われたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「……少し落ちつきなさい、ルー」

「姉あね者じや！」

　いつのまにか、かたわらにはリースがいた。リースの姿を確認すると、ルケは姉にすがりつくように近づいた。

「姉者、どうしよ！　シュンのこと、うっかり殴っちゃった!!」

「えぇ……それで、先ほどのあれは、いったいどういうことなのですか？　なんで殴ったのですか？　はっきり言って、殴る必要性はなかったはずですが」

「違うんだよ、姉者！」

　ルケは、両手を振ふった。

「アタシは、久しぶりにシュンに会えたから嬉うれしくって、ちょっと頭をなでてやろうかな、って思っただけなんだよ！　そうしたら、なんか、殴っちゃった」

「なんでですか!?」

　さすがのリースも、呆あきれ顔だ。ルケは頭を抱えて、この世の終わりのような顔をしていた。

「だってさ、あれはムリだよ、ムリムリ、だって、恥ずかしいから！　アタシみたいな女が弟の頭をなでるなんて、恥ずかしいにもほどがある！　だから、殴っちゃった」

「殴る理由になっていません」

「前に伸のばした手のやり場がほかになかったんだよぉぉぉぉ!!」

　どうしよぉぉぉぉ、とさわぐ妹を、リースは静かな眼まな差ざしで見つめていた。

　そう、短気で粗暴なルー姉さんことルケ。家族たちにさえ誤解されているが、リースだけは知っている。本物のルケは、極度のあがり症で、恥ずかしがり屋で、絶望的なほどに不器用な少女なのだ。

　姉妹の中でリースだけはこの本ほん性しようを知っている。そしてこの事実を、リースは他の誰にも話していなかった。

「それでシュンがアタシに笑いかけてくるから、ますます恥ずかしくなって、また殴っちゃった！」

「あなたは恥ずかしくなったらとりあえず殴るその性格をなんとかなさい」

「しかも、弟はいないなんて口走っちゃったぁぁぁぁぁ!!」

「なんでそんなことを言うのですか？」

「だって言えないだろぉ？　三年間会えなかった弟と再会できて嬉しいなんて、そんなこと面と向かって言ったら、アタシ死んじゃう、恥はずかしくて！　恥ずか死ぬ！」

　照れ隠かくしで冷たい態度を取れば取るほど、ルケとそれ以外の家族との間の溝みぞは深くなっていった。

　だがリースだけはこの妹の正体に気づき、昔から彼女の相談に乗ってあげていたのである。

「シュン、絶対絶対怒おこってるよな？　アタシのこと嫌いになったよな？　あぁ、どうしよぉぉぉぉぉぉぉ、アタシ、あの子にあわせる顔がないよぉぉぉぉぉ!!」

「落ちつきなさい、ルー……それで、この後どうする気ですか？」

「どうすればいい？」

「しかたありませんね……ワタクシにお任せなさい。このワタクシ自らが、あなたに聖なる秘策を与あたえてあげましょう。うまくいけば、きっと今度こそ、あなたとシュ～たんは仲良くなれます」

「姉者……なんで姉者は、アタシに優やさしくしてくれるんだ？」

　ルケが、リースを見上げた。

「アタシ、自分で言うのもなんだけど、ガサツだし、バカだし、すごくメンドクサイ女だぜ？　なのになんで姉者は、アタシの世話を焼いてくれるんだ？」

「あなたが悲しむとき──ワタクシは、あなたの涙なみだをぬぐいましょう。あなたが苦しむとき、ワタクシはあなたと苦しみを分かち合いましょう。あなたが途と方ほうに暮れるとき、ワタクシはあなたを救済しましょう──

　なぜならワタクシは聖女であり、あなたの聖なる姉なのですから」

「あ、姉者ぁぁぁぁぁぁっ!!」

　感極きわまったルケが、リースを力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。リースが、ぐへっ、潰つぶれたカエルみたいな声を漏もらした。

「ルー、苦しい……あなた、力の加減ができてなくて、潰れ……」

「姉者ぁぁぁぁぁぁ!!　アタシ、一生ついていくぜぇぇぇぇぇぇ!!」

　山林の中、ルケの絶叫が響き渡わたった。




　そして──

「ムリムリムリムリムリムリムリムリムリムリ、絶対ムリ、こんなのムリだからっ！」

　再び絶叫するのは、ルケ。その正面に立つのは、リースである。二人は新教徒たちの野営場所の外れ、他に誰もいない山林の中にいた。リースが人ひと払ばらいを命じたため、兵士は絶対に近寄らない。

　ルケは現在、修道服を着ていた。ちょうど、リースとよく似た服だ。ただ違うのは、スカートの丈たけが短くて股また下したのほとんどが丸見えだということ、鍛えられたルケの長い脚あしが白いストッキングに包まれ、輝かがやいていた。

「なんでアタシがこんな服着て、シュンに会わなきゃいけないんだよ!?」

「シュ～たんと仲良くなりたいのではないのですか？」

「だからってこんなのムリ、絶対ムリ、死ぬ！　こんな姿を姉者以外に見られたら、アタシ死ぬ！　恥ずか死ぬ！」

　まっ赤な顔を隠すように両手で頭を抱える少女、ルケ。縮こまった長身が、ガタガタふるえていた。戦場にあっては味方からさえ恐おそれられる鬼き神しんのごとき大将軍の正体がこれだとは、誰も思わないだろう。

　リースは腰こしに手を当てた。

「聖なるワタクシが、うまくシュ～たんに言って、あなたとシュ～たんが天幕で二人っきりになれるようにしてあげます。邪じや魔ま者ものは絶対に入りません。その状態なら、人目を気にしなくていいでしょう。そこであなたの本心を、シュ～たんにぶつけるのです！」

「ムリだって、姉者……だって、アタシ、こんなヒラヒラした服なんて、絶対似合わないもん」

　ルケは、ミニスカートの修道服を持ち上げた。確かに、露ろ出しゆつが多くて、ちょっとハードルが高い服装だ。だが、リースは静かに告げた。

「ルケ。お聞きなさい──女の子の肉体は聖なるもの。聖なる肉体は、世の男の子の心を鷲わしづかみにするのです」

「……つまり、それってど～ゆ～こと？」

「シュ～たんだって男の子。女の子がこんな服を着てきたら、嬉しいに違いありません。絶対です。聖なるワタクシが、断言します」

「でもさぁ……」

「ルー。あなたはこのままでいいのですか？　シュ～たんに怖こわがられて、避さけられ続ける人生をこれから先一生過ごす気ですか？」

「それはイヤだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ならやりなさい」

「それも恥ずか死ぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」

　地面の上を転げ回るルケ……しかたがない、リースは、嘆たん息そくした。

「ルケ……これを貸してあげます」
















「ん？」

　リースは、ルケの顔に自分がつけていた白い仮面をつけた。ルケの顔の上半分が覆おおい隠される。

「これなら恥はずかしくないですね？」

「おぉ、これなら、なんとか……」

「三年間シュ～たんとあなたは会っていません。その間にあなたはだいぶ背が伸びたし、印象が変わっています。顔を隠せばシュ～たんもあなただとは気づかないはずです」

「そっか、顔を隠せばいいんだ……」

「まぁシュ～たんのことですから、あなたの声を聞けばわかる可能性はありますけど」

「よし、アタシは絶対にしゃべらない！」

　ルケは決意した。

「顔を隠してしゃべらなきゃ、シュンの奴やつもわからないはず！　それならアタシも恥ずか死ななくてすむ！」

「……しゃべらなかったら、どうやってシュ～たんと仲良くなるのですか」

「そこは……気合いで！」

　根こん拠きよがなかった。こういう行き当たりばったりなところ、ルケとシュンはよく似ているとリースは内心で思った。

　不思議なものだ──二人の間に血の繫つながりなんてないのに。




　シュンの天幕で──ルーシーこと、顔を隠したルケは当初の予定通り、シュンと二人きりになることができた。

　全くしゃべらないでどうなるかわからなかったものの、シュンが気さくに話しかけてきてくれたおかげで話のたねはつきなかった。

　それどころか、マッサージをすることになって、いつも以上にスキンシップをしてしまった。

　ルケは実際マッサージが得意だ。昔から体を動かすことが好きだったから、人間の体の構造とか、骨の位置、筋肉の仕組みなどにはくわしいのである。腕わん力りよくだって並以上にあるし、整骨や接骨、マッサージなどはプロ並みの腕うで前まえがあるルケである。

　マッサージ中に気分がもりあがって、シュンに思わず抱だきついて……それで頰ほおずりまでしちゃった……

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、思い出したら恥ずかしくなってきたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　あの時は全然恥ずかしくなかったのに、今になって恥ずかしい。ルケは、誰だれもいなくなった天幕の中で一人床ゆかの上をゴロゴロ転げ回った。

「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……けど、恥ずかしがってる場合じゃないか」

　のそり、起き上がるルケ。先ほどシュンは、急に魔導端末で会話をはじめると、あわてて外へ飛び出していったのだ。

　実はルケは耳がいい。だからシュンの端末での会話も、相手の声までバッチリ聞こえていた。

「姉者のクビをよこせ？　ふざけるなよ。人間のクビなんてとったら、死んじゃうじゃんか！」

　ギリッと、歯をくいしばるルケ──怒っているポイントが少しずれているが、彼女は真しん剣けんだった。

「ゆるさねえぞ、教皇の奴……」

　ルケは、リースのことが好きだ。こんな自分の面めん倒どうを見てくれて、いつも親身になって相談に乗ってくれるリースのことを、尊敬している。

　だから、今度は自分が恩を返す番だと思った。

「姉者は、アタシが護まもる！」

　叫さけぶルケ──その全身が、突とつ然ぜん現れた漆しつ黒こくの巨きよ大だいな鎧よろいの中に吞のみ込まれていった。

　この鎧こそが鋼はがねの神〔鋼こう鐵てつシャント・ワール〕の権能を宿すといわれる《滅神咒具エスカトロイ》、《要塞鎧冑フオルトレス》である。その最大の特とく徴ちようは、使用者をあらゆるものから護る鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ力。

『ＲルＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＵウＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＡアＨア!!』

　ルケは、鎧の中で絶ぜつ叫きようした──この鎧は好きだった。とても気に入っている。

　この鎧は、ルケを、あらゆるものから護ってくれる。全身を包む鎧の感覚は、鎧とは思えないほど温かく、まるで今は亡なき母に抱かれているかのようだった。

　ルケは強い。姉妹の中でも、その戦せん闘とう力はトップクラスだ。

　そしてルケの場合、その実力は、《滅神咒具エスカトロイ》に頼たよらないところにあった。

《要塞鎧冑フオルトレス》はあくまで使用者を護るための《滅神咒具エスカトロイ》である。防御力以外のもの、並外れた怪かい力りき、スピード、格かく闘とう術などは、全すべてルケが努力の結果会え得とくしたものである。

　極論、ルケは《要塞鎧冑フオルトレス》などなくても戦うことができるし、《要塞鎧冑フオルトレス》がなくともその実力はたいして変わらないのだ。

　だがそれでもルケにとって《要塞鎧冑フオルトレス》は必要だった。

《要塞鎧冑フオルトレス》がルケを護るのは、敵の攻こう撃げきからではない。他人の視線からだった。

　極度のあがり症で恥ずかしがり屋──そんなルケは、見ず知らずの他人に囲まれて生きていくことなど、できなかった。

　だがこの《要塞鎧冑フオルトレス》を着ていれば、他人の視線など全く気にならなかった。

《要塞鎧冑フオルトレス》は恥ずかしがり屋のルケを護るために進化を続け、その結果、ルケがルケだとわからなくなるほど巨きよ大だい化し、声も、全くの別物に変えてしまったのだ。

　この姿でいる間、ルケの粗そ暴ぼうな面ばかりが強化されて表に出てしまう。その結果、ルケは味方からさえ恐れられる狂戦士、〈巨神騎ラ・モルテル〉となったのだ。

　漆黒の巨人と化したルケは、天幕を飛び出し、陣じん地ちにある設備を蹴け散ちらしながら進んだ。

『教皇を、殺す！』

　それが、ルケの決意だった。

　大切な姉、リースを護るためならば、ルケはなんだってしてみせる。

　ルケは、聖地にむかって一直線に突つき進んだ。

　だが、それをジャマする者がいた。

　シュンだ。

　シュンは、なぜかルケを止めようとしてきた。

「ルケ姉さん、どこへ行く気!?」

　ルケには、理解できなかった。教皇を殺さなくては、リースが殺されてしまう。なのになんでシュンはジャマをするのか。シュンは、リースが殺されてもいいのか、ルケには、わからなかった。

　シュンのことは好きだったけど、それ以上にルケはリースが好きだ。

　だからジャマをするなら、弟でも容よう赦しやはしない。

　ルケは、戦った。戦うことでしか、不器用なルケは、自分を表現することができないのだ。

　途と中ちゆうで、ソフィーも合流してきた。二人がかりでルケに歯向かってきた。

　ルケは、絶叫しながら戦った。姉のために、妹と弟を倒たおさねばならなかった。もちろん、殺すつもりはない。そのまま、二人が動けなくなる程度にダメージを与あたえた後、教皇を倒すつもりだった。

　だが──敗北した。

《要塞鎧冑フオルトレス》が砕くだかれ、生身の姿となったルケは弾はじかれ、地面に倒れた。

　信じられなかった。ルケの生しよう涯がいで初めての敗北だった。同時に、認められなかった。こんな結末は、断じてありえない。

　だって、ここでルケが倒れたら、リースはどうなるのだ！




「ルー。立ちなさい。あなたはまだ立てるはずです──なぜなら、あなたはこの聖女の、聖なる妹なのですから」




　声が、聞こえた。倒れたルケの、眼めが見開いた。







『聞いてるデスか、兄上？　はやくその国から離はなれるデス』

　メルからの突然の警告を、シュンは、呆ぼう然ぜんと聞いていた……リースが、最悪の姉？　そんな言いかたをするメルの言葉が、シュンには信じられなかった。

「兄さん、どうかしましたか？」

「え？　うん、ちょっと、ね」

　かたわらのソフィーにそう答えるシュン。状じよう況きようがつかめない。けれど、今はいったん聖地に戻もどって……




「ルウウウウウウウアアアアアアアアアアアア！！！」




　絶叫が聞こえた。振りかえると、ルケが立ち上がり、手を広げて咆ほう哮こうしていた。すでに漆黒の鎧はなく、生身の姿となったルケは、瑠る璃り色の髪かみを振ふり乱して、天を仰あおいで絶叫した。

「アアアアアアアアアアアアアアアア!!　アタシはまだ負けてないいいいいいいい、アタシが、負けるはずあるもんかあああああああ!!　アタシは、絶対に、負けられないんだあああああああああ!!」

　叫ぶルケの、口くちの端から血がこぼれた。内臓が傷ついているのか、絶叫しながら血を吐はき出すルケ。明らかに、まずい。

「ソフィー、姉さんを止めるよ！」

「はい」

「手伝うわ」

　シュンとソフィーは立ち上がり、そばにいたミュスカも協力して、絶叫するルケを、大人しくさせようとした。

「アタシはあああああああああ、アタシは強くなったんだああああああああ、絶対に、今度こそ、誰も死なせないいいいいい、こんなことでええええ、アタシは倒れられないんだよおおおおおおおおおおお」

「おちついて、姉さん」

「あいかわらずのバカ力ですね！」

「ちょっと、この子……もう意識がないわよ！」

　ミュスカが悲鳴を上げる。ルケは白目をむいて立ちつくしていた。なのに倒れることもなく、それどころか凄すさまじい絶叫を繰くり返していた。

「なにか。適当な布を口につめて！　これじゃ、自分の舌を嚙かみ切っちゃうわよ！」

「はい！」

　シュンは、自分の制服の袖そでを力任せに引きちぎり、丸めて、ルケの大きく開いた口に詰つめ込もうとした──が。

「ああああああああああああああああああああ!!」

　絶叫するルケが体を振り回した。恐おそろしい怪力、押さえつけようとしていたシュンたちの方がそれによってふりほどかれ、弾きとばされてしまった。

「ルウウウウウウウウウウウウウウウウウ！　力だあああああああああああああ、もっと力を、力をよこせええええええええええええええええええええええ」




【　心得た。〈神覇融合インモルテル〉モード、起動。　】







「え？」

　シュンの脳のう裏りで謎なぞの声が響ひびいた──それは、脳内に直接響く不思議な声だった。

　同時に、変化が起こった。

　周囲に飛びちった黒い破は片へんが舞まい上がり、宙を飛び出したのだ。それは、たった今、シュンとソフィーの二人がかりで破は壊かいしたルケの鎧の破片だった。

　その破片が、絶叫するルケの肉体に集結し、再度、鎧を形成していく。

　今度は、今までとはちがった。

　常識外の巨人ではない。長身のルケの体を護るように、金属製の防具が装着されていく……ルケの全身を、脈動する鎧が包み込んだ。大きさは、普ふ通つうの人間と変わらない。だが鎧の表面には赤い光が無数に走り、それがドクドク脈動するかのようにうごめき、不気味な雰ふん囲い気きを周囲に発していた。

　同時に──ズゴゴゴゴゴ、地面が、鳴動した。地じ震しんだ、大きい。たちまちシュンたちは立っていることさえできなくなり、地面に座り込む。

　大地の全てが震しん動どうしていた。山が、崩ほう落らくする。木々が倒れ、土砂はくずれ、川は氾はん濫らんし、全てが破壊されつくしていく。

　だが、その震動の中心に立つルケだけは、微び動どうだにしていなかった。

「まさか、この地震、ルー姉さんが引き起こしているの!?」

「この気配……ルケ姉さんも、〈神覇融合インモルテル〉を使っているのですか？」

「ウソでしょ、そんな！」

　シュンは、戦せん慄りつした。

〈神覇融合インモルテル〉は、《滅神咒具エスカトロイ》と自分自身を融ゆう合ごうさせることで、さらなる《滅神咒具エスカトロイ》の力を引き出す大おお技わざである。

　その効果は大きく、〈神覇融合インモルテル〉に目覚めたかどうかで、戦闘力には天と地ほども開きが出るのである。

　問題なのは、ルケが今〈神覇融合インモルテル〉を起動したということだ。

　シュンとソフィーは、二人がかりの〈神覇融合インモルテル〉状態で戦っていたのに、ルケは通常状態でその二人とほぼ互ご角かくだったのだ！

　そこでさらに〈神覇融合インモルテル〉を使うとなると、ルケの力がどこまでふくれあがるかわからない。こんな状態のルケを止めることなんて、絶対に不可能だ！

　シュンは、絶望を胸に絶句することしかできなかった。







「あなたは……」

「おのれ魔ま女じよ！　性しよう懲こりもなく、またしてもわらわの前に現れたのですか！」

　聖地の大聖堂に、教皇の声が木霊こだました。いつもおだやかな物もの腰ごしの教皇が、珍めずらしく声を荒あららげたのだった。

　大聖堂の入り口には、一人の女性がいた。黒い修道服。腰こしまで届くスリットから長い脚あしをのぞかせた、どこか扇せん情じよう的だが神聖な女性。顔の上半分を隠かくす仮面をかぶり、手には、長い十じゆう字じ架かのような杖つえを握にぎっていた。

「まさか、彼女が……」

「えぇ、お初はつにお目にかかるかたもいらっしゃるので、聖なる自己紹しよう介かいをさせていただきます」

　仮面の女性は、口元に微び笑しようをたたえながら手を広げた。

「ワタクシの聖なる名は、リース・リムニオ・リャッティ・リング──『暁輝の聖女オーブル・サント』と呼ばれる、地上の救済のために舞い下りた存在です」

「黙だまりなさい、魔女め！　どうやってこの大聖堂の結界を突とつ破ぱしたのですか!?」

「そうですね。この聖地には強力な結界があります。教皇猊げい下かの許可を得た者と、コロネティア世遺教の信者以外は侵しん入にゆう不可能という特とく殊しゆな結界です」

　そんな結界があったのか、とアンジュは目をむいた。全く知らなかった。

「そんな結界の中にも、ワタクシは今や自在に行き来できます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「そなたが聖女など、たとえ世界が認めても、わらわが認めません！」

「悲しいことです。人は、なぜこんなにも、憎にくみ合わねばならないのでしょう──でも大だい丈じよう夫ぶ。世界を覆おおう悲しみも、憎しみも、やがてはなくなります。なぜなら、ワタクシが聖女ですから」

「聖騎き士し隊！　なにをやっているのです！　あの魔女を、今すぐ捕とらえなさい！　いえ、殺してもかまいません！」

　教皇の命令。その顔に珍しく焦あせりが浮うかび、声にはせっぱ詰まった響きがあった。だが──教皇の命令に答えるものは、誰だれもいなかった。

「聖堂の騎士のかたでしたら、ワタクシを通してくれなかったので、聖なる眠ねむりについてもらいました」

「まさか、殺したのですか!?」

「とんでもない。聖なる眠りについているだけです」

　微笑を浮かべ、歌うような口調で告げるリース。その顔を見て、アンジュは、背筋に凍こおり付くような悪お寒かんを感じた。

　なんだろう、この人物は……

　ソフィーから事前に聞かされていたけれど、この人は、異様だ。異常といってもいい。

　アンジュは、もしかしたら忘れていたのかもしれない。

　ソフィーや、シュンたちと仲良くなって、リュリシアの理想を知って、アンジュは今まで夢を見ていたのかもしれない。

　世界を平和に、大多数の人民が平和に暮らせる世界を作ることができると、そんな夢を……

　だが、アンジュは思い出していた。

　本物の魔族と人間の間にある、根本的で絶望的な異質で奇き怪かいな隔へだたりというものを。

「誰か、あの者をとらえなさい！」

　教皇が手をふる。聖堂内にいた教国の関係者たちが立ち上がり、リースへと向かっていく。

「アンジュ卿きよう、我々は、どうしましょう？」

　ロッシュがアンジュに尋たずねてくる──リースは、シュンたちの姉だという話だ。正直戦いたくはない。だが、教皇側は戦う気満々である。戦いをやめさせたいところだが、いったいどうすれば……

「聖なるワタクシは、争いを好みません。みなさん、お下がりなさい」

　静かに、リースが告げる。だが当然教国の人間は、リースの言葉に従いはしない。手に武器を構えた司教たちが、問答無用でリースへ襲おそいかかった──リースの体が、無数の刃やいばで斬きり刻まれる。

「なん、だ？」「バカな」「なぜ平気なんだ！」

　だがリースは、平然と微笑ほほえみながら立っていた。全身を斬り刻まれたというのに、その傷口からは血の一滴すらにじんではいない。微び笑しようさえ浮かべるリースの異常さに、みなおののいていた。

「ムダですよ。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　リースが手にした十字の杖を振った。その瞬しゆん間かん──室内に突とつ風ぷうが吹ふき荒あれた。

「なんですか、これは！」

　凄まじい強風。まるで台風だ。聖堂内にある机や椅い子すが舞いあげられ、壁かべに叩たたきつけられて壊こわれる。それは、人間も同様だった。大の大人がなすすべなく風にふきとばされ、壁に激げき突とつして、そのまま崩くずれてしまう。

　幸いリースから離はなれた場所にいたアンジュやジュヴレーヌのメンバーは吹き飛ばされることはなかったが、エシュヌの人間はほぼ全ぜん滅めつだった。祭さい壇だんの前に立つ教皇だけが残った状態である。

「さぁ、教皇猊下。聖なるワタクシに、その冠かんむりを譲じよう渡としていただけませんか」

　リースがゆっくりと、杖の先を、教皇、その頭に輝かがやく宝ほう冠かんに向けた。

「教皇の座は、ワタクシにこそふさわしいでしょう。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「だまりなさい、魔女！　わらわはたとえ殺されようとも、そなたの脅おどしには屈くつしません！」

　教皇は、聖堂の壁に設置されていた鎗やりをとると、それを両手で振ふり回した。意外にも鋭するどい動きで、重い金属の鎗を軽々振り回している。それなりの使い手であるらしかった。

　教皇は、気合いの声をあげながら、リースへと迫せまった。リースは杖を構えたまま、逃にげようともしない。

　ザシュッ、教皇の鎗が一いつ閃せんした。

　ポンッ、リースの首がはね飛ばされ、床ゆかに落ちた。

「そんな!?」

　アンジュは、口元を押さえる──アンジュとて騎士だ。人の命のやりとりをする現場は何度も眼めにしたことがある。だから、目の前で人間の首が斬り落とされるという光景も、今さら悲鳴を上げるようなものではない。

　だが、そのアンジュでさえ、思わず悲鳴をあげかけた。

　リースの首が、斬り落とされた。それは事実だ。なのに、その切断された首から血は一いつ滴てきもこぼれておらず、首を失った肉体は平然と立ったままだからだ。

「痛いですね」

　あろうことか、地面に転がったリースの口が動き、言葉を発した。

「嗚あ呼あ、ですが教皇猊下。聖なるワタクシは、あなたを赦ゆるしましょう。人は誰もが過あやまちを犯おかすもの。あなたが今ワタクシを殺あやめた事実も、ワタクシは全すべて水に流してさしあげます」

　しゃべるリースの首は、フワリと宙に浮かび上がった。アンジュは、自分が夢でも見ているのかと思った……異常としか、いいようがない光景だった。

「そうそう、教皇猊下。和わ睦ぼくの条件は、ワタクシの聖なるクビだそうですね。ではこれで和睦の条件は満たしましたね。ワタクシにしたがった者たちはこれで全員赦してもらえますね」

「そんな、こと……」

　教皇自身、顔に脂あぶら汗あせを浮かべながら、宙に浮く仮面に包まれたリースのクビを見つめている。さすがの教皇も、怯おびえるように一歩後あと退ずさった。

　リースの首は立ちつくす胴どう体たいの上に戻もどり、そのまま平然と繫つながった。

　まるで、デキの悪い映画でも見せられているような、そんな気味の悪さ。

「どう、なっているのですか……」

「ワタクシは、クビを斬り落とされたくらいでは死にません。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　先ほどまでと同じ調子で動くリース。その白い首には傷きず跡あと一つ残っていなかった。

「いったい、そなたの……そなたの望みはなんなのですか!?」

　教皇が、叫さけんだ。それは悲鳴に近い絶ぜつ叫きようだった。

「そなたの目的はなんなのですか!?」

「かつて、〈魔王コシユマル〉と呼ばれた魔族がいました」

　リースが、静かに語る。

「〈魔王コシユマル〉は十二の《滅神咒具エスカトロイ》と数千万の魔族を率いてこの大陸を攻せめました。〈魔王コシユマル〉の目的はただ一つ、バーガント全土の統一と支配だったそうです」

「そなたが、第二の〈魔王コシユマル〉になるというのですか!?」

「まさか──そんな愚おろかなことを、聖なるワタクシは望みません」

　肩かたをすくめるリース。

「征せい服ふく、支配、君臨──そういった欲望など、聖なるワタクシからはもっとも縁えん遠どおいもの。ワタクシにいわせれば、〈魔王コシユマル〉ほど愚かな存在はいません。あれだけの力を持ちながら、世界を征服するなどという幻げん想そうにとらわれていたのですから」

　微笑するリース。それは、苦笑にも近かった。

「ワタクシの聖なる目的はただ一つ──




　ワタクシ自身が、聖なる神となります　」




「正気ですか!?」

「ワタクシはいつでも本気です。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

「そなたは……おかしいです！」

「おかしくなどありません。遍あまねく人々に救済を与あたえる、それこそがワタクシの聖なる願いなのです。それを成し遂とげるには、ワタクシ自身が神の頂へと登り、照臨するしかないのです」

「そんなこと、できるはずがありません」
















「できます。なぜなら、ワタクシは聖女ですから」

　リースはゆっくりと、教皇に杖の先を向けた。

「そのためには、この聖地に封ふう印いんされた太古の秘宝、『ファムアテルの果実』が必要なのです」

「ダメです！　それだけは、絶対に、なにがあっても、そなたに渡わたすことはできません！」

　教皇の、悲鳴──その瞬間、聖堂を、地じ震しんが襲おそった。

「なにごとですか!?」

　大きな地震だ。立っていられなくなり、アンジュたちも床に倒たおれた。建物全体が激しく揺ゆさぶられる。歴史を感じさせる大聖堂の壁に、大きな亀き裂れつが走った。

　それほど激しい揺れだというのに、ただ一人、リースだけは平然と、床の上に立ったままだった。

「あぁ、なんということでしょう。ルー。あなたもようやく、〈神覇融合インモルテル〉へと至ったのですね」

　両手を広げ、天てん井じようを仰あおぐリース。

「シュ～たんがこの国へ来たのは偶ぐう然ぜんでしたが、それが上う手まい方向に作用してくれたようですね。おかげで懸け念ねんだったルーも聖なる覚かく醒せいへと至りました」

　リースの口元には、いっそ晴れやかとも言うべき笑えみが浮かんでいた。

「姉妹しまい最強と謳うたわれたルーが、ついに《滅神咒具エスカトロイ》の真の力を手に入れたのです。これでルーは、いえ、ワタクシは、もはやこのバーガントを一瞬で滅ほろぼすことさえ可能な力を手に入れたことになります」

「どういう、ことですか」

「全ての準備が整った、ということです」

　リースは歌うような口調で独白を続けた。

「ここまで来るのに三年もかかってしまいました。ですが、ついに必要なパーツがそろいます。あとはワタクシ自身の聖なる進化を待つばかり。あぁ、なんということでしょう。ルーが覚醒した今こそ、ワタクシ自身が聖なる神の頂へと至る全ての準備が整ったのです！」

　リースのかかげる杖つえに、眩まばゆい光が集まりだした。

「なんとすばらしいことでしょう。まさに、聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな聖なるかな！




　今日が神ワタクシの聖誕祭です！　」





（了）










あとがき






　みなさまお久しぶりです、八街やちまたです。

　バーガント反はん英えい雄ゆう譚たんも一巻が出て早一年。五巻まで到とう達たつしました。これも応おう援えんしてくださったみなさまのおかげです。本当にありがとうございます！




　前巻、四巻までの内容は第一部『モニカ編』だったわけですので、今巻からは新章である第二部に突とつ入にゆうしたわけです。すでに読んでいただいた読者のみなさまはご存じだと思いますが、第二部は前々からチラリと触ふれてきたバーガント大陸西方諸国が舞ぶ台たいになっています。

　というわけで、バーガント反英雄譚第二部『神撃の巨神編』開幕です！

　もちろんウソです！

　いえ、第二部開幕は本当ですが、タイトルは大ウソです。こんなパクリ丸出しなタイトルではありません。

　第二部『西方編（仮）』、開始します。本当は『××××編』と、姉妹のあの子の名前を入れる予定ですが、今後のネタバレ防止のために『西方編（仮）』にしておきます。




　大陸西部にまでシュンたちが進出して、物語の舞台も広くなってきました。

　バーガント大陸はいったいどんな形をしているのでしょう。

　それはたぶん、八街以外は誰だれも知りません。

　なぜなら、世界地図っぽいものは考えていますが、それを他人に見せたことが一度もないからです。

　物語的には、地図を見なくても問題ないような構成にしていますので、読者のみなさまはあまり気になさらず物語をお楽しみください。




　近きん況きよう報告を一件。

　プロフィールでも触れましたが、最近引ひっ越こしをしました。短期間に二回も。

　実は家を新築しました。はい、消費税増税前の駆かけ込こみというやつです。

　今まで住んでいた家を壊こわしてそこに新しく建てたので、建築中は仮住まいのマンションに引っ越し、完成後また引っ越しと、二回も引っ越ししなくてはならず、手間も二倍でした。

　新築で自分の部屋も広くなったので執しつ筆ぴつ環かん境きようは格段に向上しています。

　ですがそこに思わぬ落とし穴が……




八街「そんな感じで、家が完成したので引っ越します」

編集「わかりました。それはそうと、五巻の著者校をお願いします」

八街「はい、新居に原げん稿こうを送ってください」

編集「わかりました。原稿は一週間以内に戻もどしていただけますか？」

八街「一週間あればヨユーッすね（←調子に乗ってる）」

　──四日後

八街「すいません……原稿が届かないんですが」

編集「本当ですか？　すぐ確認とります」

　──そして

編集「確認したら、増税の時期で運送業者がすごく混み合っているらしいです」

　──その後

編集「さらに確認したら、八街さんの近所までは届いていることが判明しました」

八街「なんですって!?」

編集「八街さんの家が建築中なので、配達員の人がそのまま持ってかえったそうです」

八街「正門が未完成なだけで家は完成してるんですよ。家の中で暮らしています！」

編集「はい、そのように運送業者に伝えておきます」

　そんなこんなで、原稿が到とう着ちやくするまで一週間近くかかりました！

八街「大急ぎでやりますからもう少し待ってください！」

編集「わかりました。速ければ助かりますけど、遅おそくなっても大だい丈じよう夫ぶなよう交こう渉しようしておきます」

八街「超ちよう急ぐんで任せてください！（←安やす請うけ合あい）」

　──八街がんばって翌日発送する。

八街「これ、東京に明日あした届けてください」

運送業者「今超混み合ってる時期なんで、翌日必着の受付はできません」

八街「なんてこったい！」




　そんなこんなで関係者のみなさまに多大なご迷めい惑わくをおかけしてしまったことをここにお詫わびいたします……でも、配達員の人にはもうちょっと確認して欲しかったです。

　正門と表札とインターホンと郵便受けが未完成で工事中だったという状じよう況きようですが、家は完成していたのです（←外からだと未完成に見える）。

　みなさんも、家を新築するときは注意しましょう！




　さて、そんなこんなで紙し幅ふくもつきてきました。

　編集のＨ氏、引っ越しの関係で予定が遅おくれ、いろいろとご迷惑をおかけしました。新担当のＡ氏にも、ご迷惑をおかけしています。

　イラストの珈こー琲ひー猫ねこ様。いつも魅み力りよく的なキャラクターのイラストをありがとうございます！　表紙のソフィー、一巻の時はエロかっこいいと思いましたが、今回の表紙は……もっとエロかっこいいですね！（小学生並みの感想）

　ダメージを受けたソフィーが魅力的すぎて視線が釘くぎ付づけ状態です（どこに？）。こんなに魅力的なら今後もソフィー（の服）には傷ついたままでいてもらわないと……などとよこしまなことを考えるくらい気に入りました！

　その他にも、この本に関わった全てのかたがたに聖なる感謝を捧ささげます。




　それではまた、六巻でお会いしましょう。


八街歩あゆむ












バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん５




旅たび立だつ英えい雄ゆうと救きゆう済さい聖せい女じよ








八街やちまた 歩あゆむ
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